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ト

ーー

ト

ト

Ｌ

Ｌ

卜

一

（入
門
向
き
）
桜
沢
如

＾
著

魔
法
の
メ
ガ
ネ

無
双
原
理
の
物
の
考
え
方
　
　
〈吾
円

永
遠
の
少
年
（上
）
少
年
よ
、
大
志
を
い
だ
け
／
吾
ｏ
円

永
遠
の
少
年
（下
）
ガ
ィ
ン
ー
小
伝
　
　
　
　
一一一杏
円

食
養
人
生
読
本

食
養
で
用
く
自
由
の
人
生
　
一、
一一〓
円

生
命
現
象
と
環
境

や
さ
し
い
エ
コ
早
ン
ー
　
　
一一一８
円

新
食
養
療
法

正
食
０ヽ
身
改
造
法
　
　
　
　
一、
一一８
円

東
洋
医
学
の
哲
学

軽
装
普
及
版
　
　
　
　
一一、〇〓
円

桜
沢
里
真
著

食
養
料
理
法

（
旧
版
）　
　
　
　
　
　
　
一、
二〓
円

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理

家
庭
料
理
全
重
一一三
〓
円

（
研
究
向
き
）
石
塚
左
玄
著

食
物
養
生
法
　
一
八
九
八
年
初
版
、
体
堂
調

化
学
的
食
養
長
寿
論
　
一
八
九
六
年
初
版
　
一二
、
８
０
円

桜
沢
如

一
著

無
双
原
理

・
易

宇
宙
法
則
、
実
用
弁
証
法
　
　
九
〓
円
　
一Ｔ
冥
ｏ

宇
宙
の
秩
序

最
重
大
Ｐ
Ｕ
書
　
　
　
　
　
　
一、
〇
〓
円
　
一Ｔ
三
ｏ

病
気
を
治
す
術

・
病
人
を
治
す
法

人
生
論

〓
吾
円
　
一Ｔ
一吾

健
康
の
七
大
条
件

正
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
三
吾
円
　
一Ｔ
一舌

千
二
百
年
前
の

一
自
由
人
　
　
　
　
　
　
　
九
８
円
　
一Ｔ
一邑

平
和
と
自
由
の
原
理
東
西
文
明
統
合
の
原
理

二
、
８
０
円
　
一Ｔ
一否

石
塚
左
玄

食
養
法
開
祖
小
伝
　
　
　
　
　
　
一、三
８
円
　
一丁
一舌

桜
沢
里
真
著

コ
お
諄
‥
こ
２

ｏ
ｏ３
品
二
、〓
〇
円
　
一工
杏

桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三８
円
　
一Ｔ
一邑

ク
ラ
ラ

・
シ
ュ
ー
マ
ン
人
生
論
　
　
　
　
　
　
七三
〇
円
　
一Ｔ
三
ｏ

人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の
（カ
レ
Ｌ

　

一一、０８
円
　
一Ｔ
一（

一
万
円
以
上
　
五
百
円

原
典

コ
ピ

ー
版

桜
沢
如

一
著

新
し
い
栄
養
学

人
間
革
命
の
書

健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

人
間
の
栄
養
学
及
び
医
学

人
間
の
秩
序

最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝
つ
者

兵
法
七
書
の
新
研
究

一
つ
の
報
告

日
本
精
神
の
生
理
学

自
然
科
学
の
最
後

食
物
と
人
生

正
し
い
食
物
に
つ
い
て

世
界
無
銭
武
者
旅
行

中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記

コ
ン
パ
文
庫
４

コ
ン
パ
文
庫
５

コ
ン
パ
文
庫
６

不
思
議
な
世
界

『新
し
き
世
界

へ
』

『新
し
き
世
界
へ
』

■
健
康
の
七
大
条
件
Ｌ
原
ｒ
転
換
」を
の
ぞ
く
一

「意
士
ど

教
育
五
十
年

の
実
験
報
告

Ｐ
Ｕ
歌
集

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
二
百
円

六
千
円
未
満
　
一二
百
円

一
万
円
未
満
　
四
百
円

四
、〈
８
円
　
（品
明
れ
）

二
、
〇
〓
円
　
一Ｔ
三
ｏ

一、
三
日
円
　
一Ｔ
三
ｏ

三
、三
〓
円
　
一Ｔ
一杏

一、
二
８
円
　
一Ｔ
一舌

一、
二
〓
円
　
一Ｔ
三
ｏ

二
、０
８
円
　
一Ｔ
三
ｏ

一三
〓
円
　
一Ｔ
一舌

二
、
０
８
円
　
一Ｔ
三
ｏ

二
、六
〓
円
　
一丁
栗
ｏ

一三
８
円
　
一Ｔ
三
ｏ

七
８
円
　
一Ｔ
三
ｏ

四
、ｏ
〓
円
　
一Ｉ
一８

一、ｏ
８
円
　
一工

舌

三
、三
８
円
　
一丁
一杏

一、七
８
円
　
一丁
一否

三
、
八
日
円
　
一Ｔ
一杏

〈
８
円
　
一Ｔ
三
ｏ

天
、ｏ
８
円
　
一Ｉ
一Δ

天
、ｏ
８
円
　
一Ｉ
一８

（

‐
―
‐
‥
‐
坊

れ

一

二
〓
円
　
一丁
一き

桜

沢
如

一　
カ
セ

ツ
ト
テ
ー
プ

Ｔ
Ｅ
Ｓ
第

一
回
　
特
別
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
６０
分
×
２
本
　
一一一、０８
円

〒
き
ｏ

判
断
力
の
話
　
七
〇
才
、
新
春
講
義

６０
分
×
２
本
　
一至
（８
円

〒
８
ｏ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
講
演
　
一巻
‘
冥
巻
　
６０
分
×
３‐
本
　
］六
、き
〇円

大

森
英

桜

カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

無
双
原
理
入
門
　
宇
宙
法
則
と
は
，
　
６０
分
×
２
本
　
一一、六
８
円

〒

あ
ｏ

健
康
法
総
批
判

原
理
の
な
い
健
康
法
９０
分
×
２
本
　
四
、ｏ
８
円

〒
き
ｏ

玄
米
の
研
究
　
玄
米
の
総
合
研
究
　
　
９０
分
×
２
本
　
四
、ｏ
８
円

〒
８
ｏ

人
間
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
　
　
　
　
　
６０
分
×
２
本
　
一一、六
８
円

〒
邑
ｏ

入
浴
法
の
研
究
　
入
浴
療
法
　
　
　
　
６０
分
×
２
本
　
一一、六
８
円

〒

う
ｏ

女
の
業
に
つ
い
て
女
の
性
（さ
ご

、カ
ル
マ
６０
分
ｘ
２
本
　
一至
（８
円

〒
８
ｏ

心
身
改
造
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
×
２
本
　
四
、ｏ８
円

〒
邑
ｏ

体
質
別
正
食
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
×
２
本
　
四
、ｏ８
円

〒
８
ｏ

食
養
手
当
法
　
正
食
医
学
秘
伝
　
　
　
９０
分
×
２
本
　
四
、ｏ
８
円

〒
き
ｏ

食
物
に
よ
る
人
体
修
理
法
　
　
　
　
　
６０
分
ｘ
８
本

一二
、
８
０
円

美
容
と
ヒ
フ
の
手
当
法
　
　
　
　
　
　
６０
分
と
９０
分
　
一一一、０８
円

〒

こ
ｏ

妊
娠
と
出
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
ｘ
２
本
　
四
、ｏ
８
円

〒
６
ｏ

ガ
ン
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
ｘ
４
本
　
一〇
、８
０
円

久

‐１
御
知
入
　
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

世
界
平
和
と
健
康
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
ｘ
３
本
　
四、二８
円
〒
ｇ
ｏ

●
お
求
め
は
全
国
有
力
自
然
食
品
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
日
本
Ｃ
Ｉ

協
会

（小
田
急
線
東
北
沢
下
車

一
分
半
）
で
。

■
送
金
方
法
／
０

各
銀
行
か
ら
第

一
勧
銀
北
沢
支
店
普
通
預
金

口
座
三
２
吾
九
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
。
明
細
ハ
ガ
キ
で
協
会
通
販
係

へ
。
ま
た
は

０

郵
便
局
で
振
替
東
京
７
一九
里
量
日
本
Ｃ
ｌ
協
会

へ
。
ま
た
は
現
金
書
留
で
。

一丁

〓
６

一丁

〓
あ

一丁

〓
あ

一Ｔ

〓
６

一Ｔ

〓
あ

一Ｔ

〓
６

一Ｔ

〓
６

一Ｔ

〓
６

一〒‐
二
〇
〇

（
品

切

れ

）

一〒‐
二
四
〇

「

可

１

「

「

「

「

, |

号 号

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒
‐５‐
　
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

電
話

　

（０
三
）
四
六
九

・
七
六
三

＾
こ



●

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

●

鰤
出
健
誠
界
ヘ

南
米
の
友
を
訪
ね
て
（１
）／
桜
沢
里
真
・…
‥
４

大
勢
の
心
優
し
い
人
に
迎
え
ら
れ
て

食
と
農
と
医

（―
）／
梁
瀬
義
亮
・…
・・８

よ
い
食
べ
も
の
作
り
か
ら
の
健
康

台
所
を
化
学
で
観
る
／
武
者
宗

一
郎
・…
‥
１５

鉄
釜
、
ホ
ウ
ロ
ウ
鍋
、
電
子
レ
ン
ジ
に
つ
い
て

子
供
の
Ｏ
脚
／
大
森
英
桜
。…
‥
２０

外
側
に
曲
が
っ
た
脚
は
酸

っ
ぱ
い
リ
ン
ゴ
で
治
す

な
ご
や
か
健
康
学
園
・…
‥
２２

伊
豆
松
崎
で
開
催
／

山
の
Ｐ
Ｕ
特
訓
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
…
２８

足
と
頭
を
鍛
え
た
／

娘
と
玄
米
食
／
石
田
英
湾
…
…
３４

肉
、
魚
、
牛
乳
、
薬
づ
け
の
娘
が
玄
米
ミ
ル
ク
で
救
わ
れ
た

生
存

へ
の
行
進
ア
ピ
ー
ル
（８
）／
前
里
朝
次
郎
…
…
４０

一
…

…

４２

豆
腐
ア
・
ラ
・カ
ル
ト
／
桜
沢
里
真
…
…
４９

１０
月
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理

■

『
米
国
に
お
け
る
食
品
購
入
の
指
針
ビ
②
は
、
次
号
掲
載
で
す
。

■
本
誌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
′
　
今
号

一
部
二
五
〇
円

（切
手
代
用
可
）

×
本
誌

の
用
語
解
説

Ｃ
Ｉ

（シ
ー
ア
イ
）
…
…

ｒ
ｏ
ｏ
８
一３

【『
６
””
Ｂ
ｃ
∽

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
ク
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

青
年
教
育
の
家
を

″
Ｍ
Ｉ
″
　
〓
ｐ
】８
コ

Ｈ曽
ｏ
３
ヨ

，

と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、
無
知
、バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０

（
ジ
ー
オ
Ｉ
Ｙ
。あ
８
出
８
　
ｏ
Ｔ

３
１
”

（ジ

ョ
ル
ジ

ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ

ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ペ
ン
不ヽ
―
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
り
すヽ
ｏ一Ｂ

Ｃ
５
一ρ
‘
ｏ
　
（
ル
・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

・
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を
つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
…
…
３
８
８
げ
ざ
―

Ｌ
Ｏ
唇
（
フ
ラ
ン
ス
語
）、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
ヨ
３
８
げ
２̈
一ｏ
Ｌ
形

容
詞
は

３
８
８
げ
』０
一お

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と
っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
陽
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。

■ 11月 3日 (土・祝)～4日 (日 )、 玄米食養

入門講座開催 .′ 桜沢里真、吉成知江子、大森

―慧先生の講義 と実習です。基本をしっかり身

:こ
′つけよう。′  詳細]は義装ラに:こ 。

■ 11月 18日 (日 )、 森下敬―先生 (自 然医学会

会長)特別講演会。 9年ぶ りの来講です。

■ 11月 23日 (金・祝)福岡正信先生、アメリカ

農業を見てのお土産話。多数ご参加 ください。

柔
キ道

イ案
塁つ

― ― ― ―
                 |
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南
米

の
友

を
訪

桜

沢

里

真

欧
米
諸
国
、
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
へ
は
、
Ｇ
Ｏ

〔桜
沢
如

一
ペ
ン
ネ

ー
ム
の
略
〕
と
共
に
行
き
、
Ｇ
Ｏ
亡
き
あ
と

も
、
私
は
毎
年
の
よ
う
に
海
外
を
訪
ね
、
同

志
た
ち
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
、
南

米
だ
け
は
、
Ｃ
Ｏ
も
生
前
、
訪
ね
た
が

っ
て

い
た
の
に
、

つ
い
に
果
た
さ
ず
、前
々
か
ら
、

ト
ミ
オ

〔菊
池
富
美
雄
氏
、
Ｍ
Ｉ
出
身
、
Ｇ

Ｏ
の
弟
子
、
プ
ラ
ジ
ル

・
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
在

住
、
南
米

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
の
開

拓
者
〕
か
ら
、
ぜ
ひ
訪
ね
る
よ
う
に
言
わ
れ

て
い
た
の
が
、
今
年
、
ト
ミ
オ
初
め
、
現
地

の
方
々
、
日
本
の
関
係
者
の
皆
様
の
お
世
話

で
、
よ
う
や
く
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
オ
ヘ
着
く

七
月
十
九
日
、　
一
行
十
六
名

（男
五
名
、

女
十

一
名
）
、
成
田
発
、
途
中
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で

一
泊
す
る
。
ア
ベ
リ
ー
ヌ
　
佐
藤
ロ

メ
ン
、
信
子
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
、
の
び
さ
ん

（日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
会
長
）

ら
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

翌
二
十
日
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
着
。
ト

ミ
オ
を
初
め
、
十
二
、
二
人
の
プ
ラ
ジ
ル
の

同
志
、
二
世
の
通
訳
の
方
々
が
迎
え
て
下
さ

り
、
大
き
な
花
束
を
頂
く
。
冬
だ
と
い
う
の

に
、
日
本
の
初
秋
の
よ
う
で
、
さ
わ
や
か
な

感
じ
。
ホ
テ
ル
は
、
昔
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
が

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
敗
れ
、
プ
ラ
ジ
ル
に
逃
れ
て
、

金
に
あ
か
せ
て
建
て
た
も
の
と
の
こ
と
で
、

造
り
も
、
家
具
も
、
手
の
こ
ん
だ
、
時
代
の

重
み
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
。

夕
方
か
ら
少
々
寒
く
な

っ
た
の
で
、
み
な
、

お
風
呂
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
に
、
シ
ャ

ワ
ー
し
か
な
く
、
そ
れ
も
ぬ
る
い
の
で
、
み

ん
な
が

っ
か
り
。
く
し
ゃ
み
を
す
る
人
も
い

た
。
夜
具
の
か
け
も
の
も
少
な

い
の
で
、
コ

ー
ト
を
か
け
て
や
す
む
。

▼

リ
オ

・
デ

。
ジ

ャ
ネ

イ

ロ
の
市
街

。

キ
リ

ス
ト
像

の
あ
る
山

か
ら

の
展
望

。

ｍ
一ｃ

一　

バ
０
工
い
０
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翌
日
は
、
近
く
の
校
舎
の

一
室
で
料
理
講

習
。
道
具
も
少
な
く
、
包
丁
が
ナ
タ
の
よ
う

で
、
玉
ネ
ギ
が
す
べ
っ
て
し
ま
う
。
さ
す
が

ベ
テ
ラ
ン
の
松
本
さ
ん

〔光
司
氏
、
日
本
料

理
家
〕
は
、
切
れ
ぬ
包
丁
で
も
、
ゴ
ボ
ウ
や

人
参
な
ど
上
手
に
細
く
切

っ
て
下
さ
る
。
そ

の
間
、　
一
時
間
ほ
ど
お
話
を
し
て
、
料
理
に

か
か
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
以
前
は
野
菜
と
い
う
も

の
は
、
ろ
く
に
な
く
、
日
本
人
の
移
民
が
来

て
か
ら
普
及
し
だ
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
立

派
な
野
菜
が
多
く
、
キ
ン
ピ
ラ
も
本
格
的
に

く
お
ば
け
カ
ボ
チ
ャ
で
記
念
撮
影
。

松
本
光
司
さ
ん
。

作
る
こ
と
が
で
き
た
。
ノ
リ
と
蓮
根
の
よ
い

の
も
あ
り
、
ウ
ナ
ギ
も
ど
き
も
、
よ
く
で
き

たに
。松

本
、
田
村

〔沖
江
さ
ん
〕
、
吉
成

〔
知

江
子
さ
ん
〕
様
な
ど
、
料
理
の
師
範
、
ベ
テ

ラ
ン
の
方
々
が
手
伝

っ
て
下
さ
っ
た
。

屋
上
の
陽
あ
た
り
の
よ
い
所
に
長
い
テ
ー

ブ
ル
が
お
い
て
あ
り
、
み
な
、
お
弁
当
を
頂

く
。
玄
米
ご
飯
と
、
お
か
ず
が
入
っ
て
い
る
。

味
が
大
変
よ
い
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
現
地
で
長
年
、

教
え
て
き
た
ト
ミ
オ
夫
人
の
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト

〔
Ｍ
Ｉ
出
身
、
日
本
人
〕
の
力
と
、
頂
き
な

が
ら
、感
謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。

大
き
な
口
を
あ
け
て
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を

写
真
に
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
′

夜
は
、
広
い
教
室
に
二
百
人
以
上
も
集
ま

り
、
現
地
の
人
々
や
日
本
側
の
人
の
話
が
あ

り
、
遅
く
ま
で
つ
づ
い
た
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
、

桃
の
花
が
飾
っ
て
あ
っ
て
、び
っ
く
り
し
た
ｏ

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
お
い
し
さ
／

翌
朝
早
く
、
登
山
電
車
で
、
山
の
上
の
巨

大
な
キ
リ
ス
ト
像
を
見
に
行
く
。
バ
ス
に
乗

り
、
植
物
園
見
学
。
八
十
年
も
の
ヤ
シ
の
本

が
立
ち
並
び
、
美
し
い
珍
し
い
花
が
た
く
さ

ん
咲
い
て
い
る
。
七
万
種
の
植
物
が
あ
る
と

い
う
。

リ
オ
の
街
は
、
十
九
年
前
ま
で
は
首
都
で

▲ 無双学国で参会者と撮影。桜沢里真先生の両わきが菊池夫妻。



あ

っ
た
だ
け
に
、
近
代
建
築
も
多
い
が
、
そ

の
間
に
は
、
昔
な
が
ら
の
街
並
み
も
あ
り
、

立
派
な
都
市
で
あ
る
。

夜
は
市
場
見
学
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
ト
ラ

ッ
ク
以
上
の
山
が
た
く
さ
ん
で
、
目
を
見
張

る
。
パ
ナ
ナ
の
山
々
…
…
。
橘
さ
ん

〔旅
行

社
〕
が
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
切

っ
て
、
皆
さ
ん

に
配

っ
て
下
さ
る
。
私
も
思
わ
ず
手
を
出
し

て
頂
く
。
そ
の
お
い
し
さ
、
日
本
で
の
も
の

な
ど
足
元
に
も
よ
れ
な
い
。
バ
ナ
ナ
も
、
こ

こ
は
南
の
国
だ
か
ら
と
油
断
し
て
、
何
年
ぶ

り
か
で

一
本
た
べ
て
し
ま

っ
た
。

野
菜
の
と
こ
ろ
で
は
、
自
菜
、
カ
ブ
、
キ

ャ
ベ
ツ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
そ
の
他
い
ろ
い

く
料
理
講
習
。

ろ
の
も
の
が
見
わ
た
す
か
ぎ
り
、
山
の
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。
別
棟
に
は
、
ヽヽ
カヽ
ン
、
オ
レ

ン
ジ
な
ど
の
箱
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

広
く
て
迷

い
子
に
な

っ
て
し
ま
い
そ
う
。
少

少
寒
く
な

っ
て
き
て
、
セ
キ
が
出
る
。
ア
、

し
ま

っ
た
／
　
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
と
バ
ナ
ナ
が

…
…
、
と
思

っ
た
が
遅
か

っ
た
。

歓
迎
に
感
激

二
十
三
日
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
着
。
思

っ
た
よ

り
暖
か
い
。
翌
日
、
バ
ス
で
市
内
観
光
を
し

て
、
郊
外
の
山
の
上
の
無
双
学
園
に
夜
着
く
。

着
物
に
着
替
え
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
行
く
。

二
百
人
以
上
も
席
に
つ
い
て
待

っ
て
い
て
下

さ
り
、
拍
手
で
迎
え
ら
れ
る
。
皆
様
に
あ

い

さ
つ
を
し
、
待
ち
か
ね
て
い
た
皆
様
と
合
掌

し
て
食
事
を
頂
く
。
テ
ー
プ
ル
の
上
に
は
花

が
並
べ
ら
れ
、
大
皿
に
、
い
な
り
ず
し
、
ク

ロ
ケ
ッ
ト
、
お
だ
ん
ご
、
野
菜
の
煮
物
、
串

さ
し
、
も
な
か
ま
で
美
し
く
、
所
せ
ま
し
と

並
べ
ら
れ
、
二
百
人
以
上
の
こ
の
料
理
を

つ

く
る
の
に
、
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
初
め
皆
様
の
苦

労
を
思
い
、
涙
な
し
で
は
頂
け
な

い
思
い
で

あ

っ
た
。

お
礼
を
言

っ
て
、　
一
行
は
そ
れ
ぞ
れ
室
に

帰
り
、
や
す
む
。
夜
中
に
ふ
と
目
ざ
め
る
と

コ
ー
ロ
ギ
の
声
が
す
る
。

翌
日
は
料
理
講
習
。
料
理
の
基
本
を
話
し
、

キ
ン
ピ
ラ
、

コ
ー
ン
ス
ー
プ
、
蓮
根
煮

つ
け

な
ど
、
助
手
の
方
々
の
手
順
も
よ
く
、
出
来

▲無双学日 (サ ンパウロ郊外)の本館。
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ス
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工
∽
０

上
る
。
そ
の
次
の
日
も
料
理
講
習
で
、
た
く

さ
ん
の
参
加
者
と
共
に
食
事
を
頂
く
。
真

っ

青
の
孟
宗
竹
の
太
い
の
を

一
節
ず

つ
二
つ
に

割

っ
た
の
を
器
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ベ

ル
ナ
デ
ッ
ト
が
思
い
つ
い
た
と

の
こ
と
。
こ

れ
な
ら
、
そ
そ
う
を
し
て
も
割
れ
る
こ
と
も

な
く
、
風
情
も
あ

っ
て
、
よ
い
考
え
だ
と
感

心
す
る
。

テ
レ
ビ
局
が
来
て
お
り
、
学
校
か
ら
、
森

を
通
り
、
室
に
帰
る
ま
で
、
五
、
六
人
で
ぞ

ろ
ぞ
ろ
歩
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
撮
さ
れ
る
。

車
で
市
内
見
物
の
後
、
ト
ミ
オ
経
営
の
、

サ
ト
リ

・
レ
ス
ト
ラ
ン
ヘ
行
き
、
お
そ
ば
を

ご
ち
そ
う
に
な
る
。
み
ん
な
、
飛
び

つ
く
よ

う
に
大
山
を

い
く
つ
も
平
ら
げ
、
顔
見
合
わ

せ
て
ニ
ッ
コ
リ
。

翌
日
は
、
日
本
人
の
移
民
館
見
学
。
粗
末

な
掘

っ
立
て
小
屋
、
古
び
た
農
具
な
ど
、
当

時
の
資
料
が
並
べ
ら
れ
て
あ
り
、
当
時
の
人

人
の
苦
労
は
涙
な
し
で
は
見
ら
れ
な
い
。

無
双
学
園
は
三
百
町
歩
ほ
ど
で
、
道
場
の

次
は
食
品
工
場
、
陶
器
工
場
、
小
学
校
も
建

て
る
の
で
、
除
幕
式
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

大
勢
の
人
が
参
加
し
た
。
山
す
そ
の
大
石
に

布
を
は

っ
て
あ
る
の
を
私
が
引
く
と
、

５０
セ

ン
チ
角
ほ
ど
の
金
属
板
が
あ
ら
わ
れ
、
″
無
双

学
校
″
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
彫

っ
て
あ
る
。

大
拍
手
の
う
ち
に
終
り
と
な

っ
た
。（

つ
づ
′ヽ
）

▲ “無双学校"の除幕式。桜沢里真先生の

となり、菊池富美雄先生。

く “無双学校"の銘板。“ジョージ・ォーサヮ、

リマ・オーサワ"の字が刻まれている。
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梁

瀬
義
亮
５
暑
機農雷

重

□団胴幽　釧却知隣“ツ月知御の講演より

貴
重
な
時
間
を
頂
き
ま
し
て
、
私
の
さ
さ
や
か
な
経
験
と

研
究
を
お
聞
き
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
み

な
さ
ま
食
事
の
こ
と
で
は
研
究
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
私

ご
と
き
が

い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
言
う
と
お
か
し
い
か
も
知
れ

な
い
の
で
す
が
、
話
の
順
序
と
し
て
ち
ょ
っ
と
申
し
上
げ
ま

し
よ
つヽ
。

医
学
は
た
い
へ
ん
発
達
し
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
薬
や
医

療
施
設
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
５３
年
に
は
１０
兆
円
の

巨
額
を
医
療
費
と
し
て
使

っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
病
人
が
ふ
え
る

一
方
で
す
。
厚
生
省
の
発

表
で
す
が
、
昭
和
３０
年
の
千
人
あ
た
り
有
病
率
が
三
七

・
九

人
で
あ

っ
た
の
が
、
昭
和
５０
年
に
は

一
〇
九

・
二
と
な

っ
て

い
ま
す
。
約
二
倍
で
す
。
医
学
が
発
達
し
て
病
人
が
お
ら
な

く
な
り
、皆
さ
ん
が
病
気
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
い
う
の
な
ら
、

話
は
わ
か
る
の
で
す
が
、
話
は
逆
で
、
実
際
は
、
ま
す
ま
す

病
気
に
冒
さ
れ
病
気
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

日
本
人
の
急
激
な
体
力
低
下

と
体
質
の
悪
化

若
い
人
が
ガ
ン
で
死
ん
だ
、
肝
硬
変
で
、
あ
る
い
は
ポ

ッ

ク
リ
病
で
死
ん
だ
と
い
う
話
を
最
近
よ
く
お
聞
き
に
な
る
で

し
ょ
う
。
ガ
ン
に
対
す
る
恐
怖
心
は
大
変
な
も
の
で
す
。
都

会

に
住
ん
で
お
ら
れ
る
と
隣
の
こ
と
は
案
外
わ
か
ら
な

い
か

ら
、
あ
る
い
は
私
の
言
う
こ
と
が
あ
た
ら
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
田
舎
で
す
と

ニ
ュ
ー
ス
が
た
ち
ま
ち
町
中
に
広
が

り
ま
す
。
私
の
町
の
中
年
以
上
の
人
は
最
近
、
多
か
れ
少
な

か
れ
、
ガ
ン
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
気
味
で
す
。

ち
ょ
っ
と
乳
房
が
お
か
し
い
と
乳
ガ
ン
じ
ゃ
な
い
か
、
胃

の
調
子
が
悪

い
と
胃
ガ
ン
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
大
騒
ぎ

を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

１０
兆
円
も
の
金
を
使

っ
て
、
立
派
な
設
備

や
薬
を
用
い
な
が
ら
、
患
者
が
ふ
え
る

一
方
な
の
は
ど
う
も

お
か
し
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
医
者
が
こ
れ
を
お

か
し
い
と
思
わ
な
い
の
が
、
ま
た
お
か
し
い
こ
と
で
す
。
今

ひ
と

つ
心
配
な
の
は
、
ふ
え
て
く
る
病
人
の
内
容
な
の
で
す
。

以
前
多
か

っ
た
の
は
肺
炎
、
チ
フ
ス
な
ど
、
人
間
と
微
生

物
が
衝
突
し
て
起
る
急
性
病
だ

っ
た
。
こ
れ
は
短
期
間
で
勝

負
が

つ
き
、
治
れ
ば
も
と
の
健
康
体
で
す
。
し
か
し
、
現
在

多
く
な

っ
て
い
る
の
は
退
行
性
疾
患
と
申
し
ま
し
て
、
人
間

の
細
胞
が
ず
る
ず
る
と
腐

っ
て
い
く
よ
う
な
病
気
で
す
。
ガ

ン
、
白
血
病
、
慢
性
肝
炎
、
糖
尿
病
、
心
臓
血
管
系
の
病
気

な
ど
で
す
。
こ
れ
は
急
に
は
死
な
な

い
が
、
な
か
な
か
治
り

に
く
い
も
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
体
力
低
下
が
非
常
に
は
な
は
だ
し
い
の
で
す
。

か

つ
て
ベ
ル
ツ
と
い
う
医
）７
者
が
ド
イ
ツ
か
ら
来
て
、
東
一示

大
学
の
先
生
を
し
な
が
ら
、
日
本
人
の
健
康
や
体
力
を
随
分

お
調
べ
に
な
り
ま
し
た
が
、
彼
の

『
ベ
ル
ツ
ロ
記
』
を
拝
見

す
る
と
、
当
時
の
日
本
人
は
す
ば
ら
し
く
体
力

・
気
力
旺
盛

で
、
彼
は
す

っ
か
り
驚
嘆
し
て
し
ま

っ
て
、
い
ず
れ
世
界
に

大
雄
飛
す
る
で
あ
ろ
う
と
言

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ベ
ル
ツ
博
士
の
言
葉
を
裏
書
き
す
る
が
ご
と
く
、
世

界

一
強
力
な

ロ
シ
ア
な
ど
と
、
酷
寒
酷
暑
の
満
州
で
四

つ
に

取
り
組
ん
で
も
あ
と
に
引
か
ぬ
だ
け
の
気
力
と
体
力
を
持

っ

て
い
た
の
で
す
。
そ
の
日
本
人
が
わ
ず
か
８０
年
た

っ
た

一
九

六
八
年
の
、
メ
キ
シ
ョ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
後
の
万
国
体
カ
テ
ス

ト
の
時
に
、
世
界
最
低
の
体
力
し
か
持

っ
て
い
な
か

っ
た
の

で
す
。

初
め
か
ら
体
力
の
な
か

っ
た
日
本
人
な
ら
別
な
の
で
す
が
、

か
つ
て
、
ベ
ル
ツ
博
士
を
驚
か
せ
た
よ
う
な
体
力
、
気
力
の

持
ち
主
が
、
わ
ず
か
８０
年
で
世
界
最
低
の
体
力
の
持
ち
主
に

-8-



な

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
は
、
何
か
大
き
な
原
因
が
あ
る
は

ず
で
あ
り
ま
す
。

敗
血
症
で

一
人
の
女
性
を
失
く
し
て

医
学
が
発
達
し
て
も
、
病
人
が
ふ
え
る

一
方
に
な
る
と
い

う
こ
と
を
、
私
は
昭
和
２３
年
に
気
づ
き
ま
し
た
。
当
時
、
ペ

ニ
シ
リ
ン
が
妙
薬
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ

、
事
実
、
び

っ
く

り
す
る
ほ
ど
よ
く
効
き
ま
し
た
。

そ
の
時
分
、
私
の
外
来
患
者
と
し
て
よ
く
来
た
、
大
変
恵
ま

れ
た
家
庭
の

一
人
娘
の
方
が
お
り
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
進

駐
軍
と
関
係
あ

っ
て
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
自
由
に
手
に
入
る
の

で
す
。
そ
の
娘
さ
ん
は
い
つ
も
扁
桃
腺
を
は
ら
し
、
昔回
熱
を
出

し
て
や

っ
て
来
る
の
で
す
が
、
い
つ
も
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
持
参

し
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
来
る
た
び
に

一
発
で
治
り
ま
し

た
。
何
と
す
ば
ら
し
い
薬
が
で
き
た
も
の
だ
、
と
感
嘆
し
、

私
自
身
も
よ
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
お
嬢
さ
ん
が
あ
る
時
、
ま
た
や

っ
て
来
た
。
例
に
よ

っ
て
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
打
ち
ま
し
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
治
る

か
と
思

っ
て
い
る
と
、
今
回
は
治
ら
な
い
。
ま
た
打

っ
て
も

ち

っ
と
も
効
か
な
い
。
人
院
し
て
も
ら
い
、
内
科
全
員
で
努

力
し
た
が
治
ら
ず
、
結
局
、
敗
血
症
で
死
ん
で
し
ま

っ
た
の

で
す
。
た

っ
た

一
人
の
お
嬢
さ
ん
を
死
な
せ
て
し
ま

っ
て
、

僕
が
殺
し
た
よ
う
な
気
持
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
、

精

一
杯
の
こ
と
を
し
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
シ
ョ
ッ
ク
の
中
で
私
は
、
病
気
と
い
う
も
の
、
そ
し

て
、
病
気
を
薬
で
治
す
と
い
う
こ
と
を
も
う

一
遍
、
考
え
直

し
た
の
で
す
。
こ
こ
に
お
い
で
の
皆
さ
ん
も
全
員
、
ノ
ド
に

化
膿
菌
を
持

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
手
に
も
い
ろ
い
ろ
な
化

膿
菌
が

つ
い
て
い
る
で
し
ょ
う
し
、
気
管
に
も
い
る
。
結
核

菌
も
持

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
だ
け
ど
病
気
に
な
ら
な

い
。

病
気
は
バ
イ
キ
ン
の
せ
い
か
？

『
人
間
の
世
界
に
バ
イ
菌
が

い
る
の
で
な
く
て
、
バ
イ
菌
の

世
界
に
人
間
が
い
る
の
だ
』
と
い
う
の
が
、
微
生
物
学
の
講

義
の
初
め
に
先
生
が
お

っ
し
ゃ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
い
て

人
間
は
、
バ
イ
菌
に
よ

っ
て
病
気
に
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ

れ
が
、
す
な
わ
ち
、
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

さ
っ
き
の
お
嬢
さ
ん
の
化
膿
性
疾
患
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

『
化
膿
菌
が
扁
桃
腺
に
つ
い
た
か
ら
一扁
桃
腺
炎
が
起

っ
た
。

だ
か
ら
そ
の
化
膿
菌
を
薬
で
殺
せ
ば
病
気
が
治
る
」
と
私
達

は
教
え
ら
れ
て
、
そ
う
思

っ
て
い
た
の
で
す
。
だ
が
、
よ
く

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
ん
な
菌
は
誰
で
も
皆
、
持

っ
て
い

る
の
で
す
。

生
命
体
が
生
き
て
い
る
限
リ
バ
イ
菌
に
や
ら
れ
な
い
、
病

気
に
な
ら
な

い
、
と
い
う
の
が
本
当
の
姿
で
、
バ
イ
菌
に
負

け
て
病
気
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
お
か
し
い
の
で
す
。
そ
の

お
か
し
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
ず
に
、
『
か
か
る
の
が
当
り
前

な
ん
だ
』
と
思

っ
て
、
『
そ
の
バ
イ
菌
を
ク
ス
リ
で
殺
せ
ば
健

康
に
な
る
の
だ
』
と
考
え
て
い
た
の
が
、
間
違

っ
て
い
た
の

で
す
。
生
命
力
が
旺
盛
に
生
き
て
い
る
状
態
で
は
、
バ
イ
菌

は
病
原
性
を
発
揮
せ
ず
に
、
雑
菌
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の

で
す
。
あ
る
体
の
状
態
に
な

っ
た
時
に
、
病
原
菌
と
し
て
の

働
き
を
見
せ
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
今
こ
の
私
の
指
に
は
、
た
く
さ
ん
の
化
膿
菌

が

つ
い
て
い
ま
す
。
だ
け
ど
こ
の
指
に
は
化
膿
菌
は
繁
殖
し

て
こ
な

い
。
こ
れ
は
、
血
が
よ
く
通

っ
て
、
生
命
力
が
旺
盛
だ

か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
腕
の
血
管
を
半
分
し
ば

っ
て
み
る
。

す
る
と
、
血
の
循
環
が
悪
く
な
り
ま
す
。
生
き
て
い
る
け
れ

ど
も
生
命
力
が
衰
え
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
指
に
は

よ
く
化
膿
が
起

っ
て
来
る
。
女
性
は
熱

い
も
の
を
よ
く

つ
か
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む
の
で
、
指
の
細
胞
の
生
命
力
が
衰
え
て
い
る
、
冬
に
は
血

の
循
環
が
悪
く
て
、
よ
け
い
生
命
力
が
衰
え
る
。
す
る
と
、

よ
く
そ
こ
に
化
膿
菌
が
繁
殖
し
て
く
る
。
こ
れ
が
冬
期
、
女

性
に
多
い
療
疸
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
生
命
力
の
旺
盛
な
時
は
バ
イ
菌
は
病
原
性

を
発
揮
し
な
い
。
生
命
力
が
衰
え
る
と
初
め
て
、
病
原
性
を

現
わ
す
の
で
す
。
た
だ
し
、
特
別
な
実
験
的
濃
厚
感
染
の
場

合
は
別
で
す
。

病
気
は
生
命
力
の
衰
え
か
ら

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
が
生
命
力
を
持

っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
生
命
力
が
衰
え
る
と
病
気
が

起

っ
て
く
る
。
こ
の
病
気
を
ク
ス
リ
と
い
う
化
学
薬
品
で
抑

え
る
と
、　
一
応
は
、
成
功
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
衰
え
た

生
命
力
は
も
と
の
ま
ま
で
あ
る
。
だ
か
ら
ま
た
病
気
に
な
る
。

す
る
と
ま
た
ク
ス
リ
を
用
い
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る

と
、
そ
の
う
ち
ク
ス
リ
が
生
命
力
を
よ
り
低
下
せ
し
め
る
。

ク
ス
リ
は
化
学
薬
品
で
、
体
に
は
毒
物
だ
か
ら
で
す
。
こ
の

終
末
が
、
あ
の
お
嬢
さ
ん
を
敗
血
症
に
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
、

と
気
づ

い
た
の
で
す
。

要
す
る
に
、
現
代
医
学
は
誤
り
で
は
な
い
が
、
病
気
の
あ

る
相
を
見
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
病
気
を
病
気
と
い
う
時
点

で
見
て
い
る
わ
け
で
す
。
唯
物
的
に
、換
言
す
れ
ば
、
工
学
的

発
想
と
工
学
的
方
法
で
こ
れ
を
見
、
こ
れ
を
解
明
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
生
命
力
が
ゼ
ロ
の
状
態
の
時
、

応
急
処
置
と
し
て
は
す
ば
ら
し
い
偉
力
を
発
揮
し
ま
す
。

し
か
し
、
病
気
と
い
う
も
の
は
生
命
力
の
低
下
、
す
な
わ

ち
生
活
の
現
わ
れ
と
し
て
の
病
気
で
す
か
ら
、
正
し
く
病
気

を
解
明
し
、
克
服
す
る
た
め
に
は
、
生
活
と
の
結
び

つ
き
に

お
い
て
病
気
を
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
病
気
を
生

活
と
切
り
離
し
て
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
代
医
学
は
病
気

の
ひ
と

つ
の
相
を
見
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ

の
結
果
が
、
医
学
が
進
歩
し
て
病
気
と
病
人
が
ふ
え
る
、
い

わ
ゆ
る
、
医
原
病
の
発
生
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
万
人
の
患
者
の
生
活
調
査
を
す
る

砂
糖
づ
け
の
子
供
の
時
代

そ
こ
で
、
生
活
と
結
び

つ
け
て
病
気
と
い
う
も
の
を
み
て

い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
？
　
結
局
こ
れ
は
、

沢
山
の
患
者
さ
ん
の
生
活
を
全
部
調
査
し
て
、
病
気
と
の
関

り
を
み
て
い
く
以
外
に
方
法
は
な
い
こ
と
に
考
え
が
到
り
ま

し
て
、
昭
和
２３
年
か
ら
４
年
間
か
け
て
、　
一
万
人
の
生
活
調

査
を
し
て
、
そ
れ
と
病
気
と
の
関
連
を
み
た
の
で
す
。

こ
れ
に
気
づ
く
に
は
私
自
身
の
子
供
時
代
か
ら
の
体
験
が

い
ろ
い
ろ
と
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
私
は
小
さ

い
時
か
ら
、
ず

い
ぶ
ん
お
菓
子
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
お
寺
に
生
ま
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
お
供
物
の
お
さ
が

り
の
お
菓
子
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
。
腐
る
と
も

っ
た
い
な

い
か
ら
食
べ
る
ん
だ
と
、
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。

時
に
は
お
菓
子
が
た
く
さ
ん
余
り
、
今
日
は
朝
ご
飯
抜
き

だ
よ
と
、
お
菓
子
で
ゼ
ン
ザ
イ
を
作

っ
て
朝
ご
飯
の
代
り
に

頂

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。習
慣
と
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
、

だ
ん
だ
ん
と
甘
い
も
の
で
な
い
と
駄
目
に
な
り
、
我
家
に
き

た
女
中
さ
ん
は
、
食
事
が
あ
ま
り
に
甘
す
ぎ
て
、
食
べ
ら
れ

な
か

っ
た
ほ
ど
で
す
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
５
人
家
族
で

一
年
間
に
自
砂
糖
１００
斤

（約
６０
キ
ロ
）
を
消
費
し
て
い
た
。
よ
く
も
こ
ん
な
に
砂
糖

を
摂

っ
て
も
生
き
て
い
た
も
の
で
す
ね
。
家
に
は
年
中
、
胃

散
が
置
い
て
あ

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
父
も
母
も
暇
が

あ

っ
た
ら
、
ど
う
も
胃
の
具
合
が
悪

い
と
言

っ
て
飲
ん
で
い

た
。
僕
も
小
学
校
の
頃
か
ら
胃
が
悪
か

っ
た
の
で
す
。

砂
糖
を
や
め
た
ら
治
る
よ
、

と
言
わ
れ
て

小
学
校
４
年
の
時
に

『俺
は
ど
う
も
胃
ガ
ン
で
死
に
そ
う

だ
』
と
言

っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
先
生
は
、

『
お
前
、
子
供
の
く
せ
に
ガ
ン
で
死
ぬ
な
ん
て
、
妙
な
こ
と

を
言
う
奴
だ
な
」
と
言
わ
れ
た
。
ず

い
ぶ
ん
、
胃
の
具
合
が

悪
か

っ
た
の
で
す
。

中
学
の
時
、
だ
ん
だ
ん
顔
色
が
青
く
な

っ
て
し
ま

っ
て
、

寝
汗
が
出
て
、
不
眠
症
に
な
り
、
ど
ん
ど
ん
や
せ
て
き
た
。

方
々
の
病
院

へ
行

っ
た
け
れ
ど
原
因
が
わ
か
ら
な
い
。
貧
血

症
と
も
、
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
症
と
も
、
肺
門
淋
巴
腺
結
核
と
も

言
わ
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
手
当
を
受
け
た
け
れ
ど
、
い
っ
こ
う

に
よ
く
な
ら
な
い
。

思
い
余

っ
て
あ
る
時
、
漢
方
の
先
生
の
所

へ
連
れ
て
行
か

れ
た
。
先
生
は
私
の
顔
を
観
て

『
あ
あ
、
こ
の
子
は
砂
糖
づ

け
だ
よ
』
と

一
遍
で
言
わ
れ
た
。
た
い
し
た
先
生
で
す
ね
。

「
そ
れ
を
や
め
れ
ば
治
る
』
と
。
本
当
に
砂
糖
を
や
め
た
ら

治

っ
た
で
す
よ
。
そ
う
い
つ
こ
と
が
あ

っ
た
ん
で
す
。
生
活

が
変
る
と
病
気
が
治
る
。
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健
病
は
生
活
の
現
わ
れ

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
正
し
い
生
活
を
し
て
い
た
ら
病

気
は
な
い
、
誤

っ
た
生
活
を
す
る
か
ら
、
そ
れ
が
病
気
と
し

て
出
て
く
る
、
す
な
わ
ち
、
生
活
の
現
わ
れ
と
し
て
の
病
気
、

と
い
う
こ
と
が
ぼ
ん
や
り
心
に
あ

っ
た
の
で
す
。

健
康
長
寿
村
の
桐
原

（
山
梨
県
）
が

い
い
例
で
す
。
日
本

一
の
健
康
長
寿
村
と
騒
が
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
道
路
が

つ

き
、
近
代
社
会

の
生
活
が
入

っ
て
き
て
生
活
が
変

っ
た
と
た

ん
、
年
寄
り
は
元
気
だ
が
、

４０
１
５０
歳
台
の
人
が
病
気
で
死

ぬ
と
い
う
事
態
が
起

っ
て
き
た
。
（注
１
）

し
か
し
、
い
っ
た
い
、
正
し
い
生
活
と
は
何
で
、
間
違

っ

た
生
活
と
は
何
で
あ
る
か
、
こ
れ
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
が
、
発
心
し
て
、
昭
和
２３
年
か
ら
２７
年
に
か
け
て

一
万

人
の
調
査
を
し
た
わ
け
で
す
。
診
察
は
規
定
で
は
、
９
時
に

始
ま
り
、

１２
時
頃
に
終
わ
る
の
で
す
が
、
い
つ
も
午
後
４
時

ま
で
か
か
り
、
看
護
婦
さ
ん
に
ず

い
ぶ
ん
、
ご
迷
惑
を
か
け

た
わ
け
で
す
。
ま
た
、
結
核
家
族
、
リ
ウ
マ
チ
家
族
や
、
い
ろ

い
ろ
の
健
康
法
を
実
施
し
て
い
る
家
族
を
調
査
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
食
養
会
を
知
っ
た
の
も
そ
の
時
で
す
。
西
式
健
康

法
、
一
恭
式
健
康
法
な
ど
の
会

に
も
入

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
調

べ
さ
せ
て
も
う
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
２７
年
に
、
だ

い
た
い

『傾
向
』
と
し
て
わ

か

っ
た
の
で
す
。
あ
え
て
、
「傾
向
」
と
言

い
ま
す
の
は
、
ひ

と
つ
の
法
則
と
し
て
し
ま
う
と
必
ず
例
外
が
出
て
く
る
も
の

で
す
。
初
め
か
ら
法
則
を
打
ち
立
て
る
こ
と
は
、
こ
ん
な
に

複
雑
な
人
間
の
生
命
体
と
生
活
の
中
で
は
、
例
外
が
多
す
ぎ

て
無
理
が
起
る
と
思

っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
大
ざ

っ
ぱ
に
傾

向
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が

一
番
よ
い
と
考
え
た
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
東
北
大
学
の
近
藤
正
三
先
生
が
全
国

の
長
寿
村
、
短
命
村
の
食
生
活
を
調
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

私
が
昭
和
２７
年
の
秋
に

一
万
人
の
調
査
を
終
え
た
時
、
近
藤

先
生
が
、
ご
自
身
の
調
査
の
中
間
報
告
の
発
表
を
学
会

で
さ

れ
ま
し
た
。
先
生
の
そ
の
ご
報
告
と
、
私
の
調
査
が
ぴ

っ
た

り

一
致
し
ま
し
た
の
で
、
非
常
に
力
を
得
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
こ
の
傾
向
を
臨
床
的
に
応
用
し
て
、
ど

の
よ
う
に
患
者
が
減

っ
て
行
く
か
み
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

ど
う
い
う
傾
向
が
わ
か

っ
て
き
た
か
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
傾
向
は
、
以
後
、

３０
年
近
い
臨
床
生
活
で
注
意
ｔ
て
吟
味

し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
ず
間
違
い
な

い
、
と
い
う
自
信
を
持

っ
て
い
ま
す
。

日
本
人
は
日
本
人
の
食
べ
物
を

日
本
は
明
治
以
降
、
欧
米
の
栄
養
学
を
う
の
み
に
し
て
、

カ
ロ
リ
ー
と
動
物
性
蛋
自
を
中
心
と
し
た
栄
養
学
を
国
民
に

教
え
ま
し
た
。
病
気
に
な

っ
た
ら
す
ぐ
、
栄
養
を
摂
ら
せ
ろ

と
、
魚
、
サ
シ
ミ
、
卵
な
ど
を
食
べ
さ
せ
、
牛
乳
を
飲
ま
せ

る
。
栄
養
と
い
え
ば
動
物
性
の
も
の
だ
と
国
民
に
教
え
、
そ

れ
が
常
識
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
や
工
場
の
給
食
で
も
、
栄
養
士
さ
ん
は
カ
ロ
リ
ー
と

動
物
性
蛋
白
を
中
心
に
調
理
を
考
え
ま
す
。
そ
し
て
白
米
と

肉
を
中
心
に
し
て
、
フ」
れ
に
野
菜
や
果
物
を
そ
え
る
の
で
す
。

海
草
な
ど
、
ス
ジ
ば
か
り
で
栄
養
な
ど
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
で
、

ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
日
本
人
の

食
事
パ
タ
ー
ン
は
、
だ

い
た
い
こ
う
な
の
で
す
。

こ
の
パ
タ
ー
ン
は
本
来
、
日
本
人
の
食
事
の
パ
タ
ー
ン
で

は
な
く
、
欧
米
の
も
の
で
す
。
こ
う
い
う
食
事
を
し
ま
す
と

病
気
が
多
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
黒
い
米
、
す
な
わ
ち
玄
米
か
３
分
褐
き
、

半
掲
き
米
、
ま
た
は
、
麦
ご
飯
が
非
常
に
良

い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
野
菜
、
海
草
、
大
豆
を
加
え
て
、
こ
れ

を
栄
養
の
中
心
と
す
る
。
こ
れ
に
動
物
性
の
も
の
や
、
果
物

な
ど
を
添
え
る
。
ち
な
み
に
、
私
の
調
査
中
に

『
私
の
家
の

子
供
は
野
菜
嫌

い
で
食
べ
ま
せ
ん
の
で
、
代
り
に
果
物
を
十

分
に
与
え
て
い
ま
す
』
と
い
う
家
庭
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
が
、

果
物
は
お
や

つ
と
し
て
は
良
い
で
し
ょ
う
が
、
野
菜
の
代
用

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
甘
い
白
砂
糖
を
出
来
る
だ
け
少
な
く
し
、
黒
砂
糖

や
黄
ザ
ラ
に
す
る
と
い
う
食
事
パ
タ
ー
ン
が

一
番
良

い
よ
う

で
す
。
動
物
性
の
も
の
で
は
、
日
本
人
に
は
魚
が

一
番
合

っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
卵
、
乳
製
品
で
す
。
ど
う
も
肉
を

多
く
摂
る
と
病
気
が
多
い
と
わ
か
り
ま
し
た
。

今
の
お
医
者
さ
ん
は
病
気
を

一
時
的
に
治
す
だ
け
で
、
食

事
と
の
関
係
は
調
べ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
づ
き
な

い

よ
う
で
す
が
、
私
の
３０
年
間
の
臨
床
経
験
か
ら
申
し
て
、
肉

食

の
多
い
家
に
は
大
病
が
多
い
。
こ
れ
は
間
違

い
あ
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば
、
胆
石
、
腎
結
石
、
膵
臓
炎
、
盲
腸
炎
、
扁

桃
腺
炎
、
な
ど
が
多
い
の
で
す
。
最
近
は
若

い
人
の
肉
食
が

大
変
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
動
物
性
の
も
の
を
ゼ

ロ
と
す
る

と
ど
う
な
る
か
、
そ
れ
で
も
も
ち
ろ
ん
、
健
康
に
生
き
ら
れ

ま
す
が
、
し
ば
し
ば
体
が
小
さ
い
で
す
ね
。
玄
米
菜
食
で
非

常
に
健
康
に
な
る
方
が

い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
中
に
は
栄

養
失
調
の
よ
う
に
な

っ
て
、
力
が
抜
け
て
ふ
ら
ふ
ら
に
な
る

体
質
の
人
も
い
ま
す
。
私
は
経
験
か
ら
、
玄
米
菜
食
す
る
時

は
必
ず
、
大
豆
、
小
豆
を
忘
れ
る
な
、と
言

っ
て
い
る
の
で
す
。

最
近
の
人
達
が
非
常
に
体
が
大
き
い
の
は
、
い
ろ
い
ろ
の

原
因
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
が
、
た
し
か
に
動
物
性
の
も
の
を

た
く
さ
ん
た
べ
る
と
体
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
動
物
性
の
も

の
の
中
で
、
日
本
人
に
は
魚
が

一
番
適
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

-11-



塩 |

▲ハンバーガーは大はやり、いよいよアメリカ化する日本人の食事だが……

た
だ
し
、
最
近
の
上
等
の
養
殖
魚
は
食
べ
な
い
こ
と
で
す
。

養
殖
の
魚
は
も
の
す
ご
く
い
ろ
い
ろ
の
ク
ス
リ
を
飲
ま
せ
ま

す
か
ら
。
（注
２
）

そ
れ
か
ら
、
最
近
の
魚
は
寄
生
虫
が
非
常
に
多
い
で
す
か

ら
、
生
の
サ
シ
ミ
な
ど
食
べ
な
い
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

魚
の
次
は
卵
や
乳
、
お
よ
び
乳
製
品
で
す
が
、
卵
は
１
日
に

２
個
以
上
は
食
べ
な

い
方
が
よ
ろ
し
い
。
肉
は
な
る
べ
く
食

べ
な
い
方
が
よ
ろ
し
い
。

肉
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
…
…

ち
ょ
っ
と
臨
床
例
を
話
し
ま
し
ょ
う
。
昭
和
２８
年
か
ら
２９

年
頃
ま
で
、
農
村
は
闇
米
景
気
で
、
ず

い
ぶ
ん
景
気
が
良
か

っ
た
の
で
す
。
そ
こ
へ
県
か
ら
生
活
改
善
普
及
員
と
い
う
の

が
入
り
ま
し
て
、
野
菜
な
ど
は
栄
養
は
な
い
か
ら
、
栄
養
の

あ
る
動
物
性
を
ど
ん
ど
ん
摂
れ
と
す
す
め
た
時
代
が
あ

っ
た

の
で
す
。

と
こ
ろ
が
あ
る
時
、
私
の
所
に

一
人
の
患
者
が
や

っ
て
来

ま
し
た
。
４
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
農
村
の
人
で
す
。　
一
年
前
か

ら
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
左
下
肢
の
激
痛
が
あ
り
、
そ
れ
は

は
げ
し
い
も
の
で
、
自
殺
す
ら
考
え
た
く
ら
い
で
す
。
聞
い

て
み
る
と
、
私
の
知

っ
て
い
る
療
法
は
全
部
や

っ
て
も
ら

っ

て
い
る
。

た
だ

一
つ
残

っ
て
い
た
の
が
動
脈
注
射
で
す
。
こ

れ
は
股
動
脈
に
ブ
ド
ウ
糖
に
ビ
タ
ミ
ン
を
溶
い
て
、
じ
か
に

入
れ
る
の
で
す
。

一
気
に
脚
に
ブ
ド
ウ
糖
と
ビ
タ
ミ
ン
が
入
る
と
急
に
新
陳

代
謝
が
良
く
な

っ
て
、
神
経
痛
や
関
節
炎
に
奇
効
を
奏
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
ｏ
も
う
苦
し
く
て
死
に
そ
う
だ
と
言
う
の

で
、
そ
れ
じ
ゃ
や
ろ
う
と
、
股
動
脈
を
お
さ
え
て
ス
ッ
と
入

れ
た
の
で
す
。
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プ

ッ
と
血
が
吹
き
上
げ
て
き
た
。
見
て
み
る
と
黒

い
静
脈

血
で
す
。
『
こ
れ
は
し
ま

っ
た
。
静
脈

へ
針
を
入
れ
て
し
ま

っ

た
』
と
思

っ
て
パ

ッ
と
抜
き
、
も
う

一
度
脈
を
た
し
か
め
て

ゆ

っ
く
り
動
脈
の
博
動
が
触
れ
る
の
を
た
し
か
め
て
か
ら
入

れ
ま
し
た
。
プ

ッ
と
上

っ
て
き
た
の
が
、
や
は
り
真

っ
黒
な

血
な
の
で
す
。

そ
れ
で
、
「あ
な
た
は
何
を
食
べ
て
い
る
の
か
」
と
言
う
と
、

「
い
や
私
は
栄
養
を
摂

っ
て
い
る
よ
』
と
言
う
の
で
す
。
さ

っ
き
の
普
及
員
の
栄
養
指
導
を
信
じ
て
、
全
く
ひ
と
か
け
ら

の
野
菜
も
摂

っ
て
い
な
い
の
で
す
。
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な

ど
動
物
性
の
も
の
ば
か
り
と
、
相
当
多
量
の
酒
や
タ
バ

コ
を

飲
ん
で
い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
と
食
事
の
注
意

を
し
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
い
か
ら
と
、
青
汁
療

法
を
す
る
よ
う
す
す
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
後
、
動
脈
注
射

を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
と
は
な
し
に
血
が
き
れ
い
に

な
り
、
あ
の
激
し
い
痛
み
も
と
れ
て
き
ま
し
た
。
全
快
し
て

今
で
も
元
気
で
い
ま
す
。

私
の
こ
の
運
動
の
動
機
と
な

っ
た
前
述
の
お
嬢
さ
ん
も
、

調
べ
て
み
る
と
恵
ま
れ
た
家
庭
の

一
人
娘
さ
ん
な
の
で
、
肉

や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ば
か
り
摂

っ
て
い
た
の
で
す
。

食
事
改
善
プ
ラ
ス
運
動
で

食
事
だ
け
で
な
く
、
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

運
動
で
す
。
ど
ん
な
に
よ
い
ス
ト
ー
ブ
で
も
煙
突
が
詰
ま

っ

て
い
た
ら
、
よ
く
燃
え
な

い
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、
少
々
悪

い
石
炭
で
も
煙
突
が
よ
い
と
よ
く
燃
え
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
、
よ
い
食
事
を
し
て
い
て
も
、
ち

っ
と
も
運

動
を
し
な
い
と
ど
う
も
よ
く
な

い
で
す
ね
、
特
に
座
業
の
方

は
、
い
ろ
い
ろ
と
健
康
体
操
な
ど
し
て
下
さ
い
。
と
も
か
く

活
発
に
よ
く
体
を
使
う
こ
と
で
す
。

上
方
の
飯
場
へ
入

っ
て
行

っ
て
調
べ
る
と
、
病
気
に
な
る

よ
う
な
食
生
活
を
し
て
い
て
も
、
肉
体
労
働
に
よ

っ
て
病
気

に
な
ら
な

い
で
い
る
の
を
た
く
さ
ん
見
ま
し
た
。
ま
た
、
日

本
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
中
の
健
康
長
寿
村
と
言
わ
れ
る
所
の

ほ
と
ん
ど
が
重
労
働
の
村
や
国
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
も
実

際
み
た
り
、
あ
る
い
は
文
献
で
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

昔
か
ら
、
あ
ま
り
働
く
と
寿
命
が
短
く
な
る
と
農
村
で
は

言

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
労
働
の
た
め
で
は
な
く
、
そ
の
家
の

そ
の
他
の
生
活
の
態
度
の
た
め
だ
と
思
う
の
で
す
。

運
動
と
い
う
の
は
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
。
あ
る
結
核
の

家
族
で
す
が
、
そ
こ
の
両
親
が
結
核
で
死
亡
し
、
そ
の
６
人

の
子
供
さ
ん
の
う
ち
、
５
人
ま
で
が
２４
歳
ま
で
に
次
々
と
結

核
で
死
に
ま
し
た
。
末
の
弟
が
そ
れ
を
恐
れ
て
、
剣
道
の
道

場
に
入

っ
て
、　
一
生
懸
命
剣
道
を
や

っ
た
の
で
す
。
た
い
し

て
食
事
も
注
意
し
て
い
な

い
の
に
、
必
死
に
な

っ
て
剣
道
を

し
て
、
こ
の
人
だ
け
結
核
に
な
ら
な
か

っ
た
、
と
い
う
例
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
大
事
な
こ
と
は
、
皮
膚
の
鍛
練
で
す
。　
一
番
簡
単
な

方
法
は
手
で
さ
す
る
こ
と
で
す
。
顔
、
耳
、
首
、
手
足
は
心

臓
に
向
か

っ
て
、
お
腹
は
時
計
回
り
に
お
へ
そ
を
中
心
に
さ

す
る
。
胃
は
下
か
ら
圧
し
あ
げ
た
り
、
背
中
も
出
来
る
だ
け

さ
す

っ
て
み
る
。
さ
す
る
だ
け
で
非
常
に
よ
い
の
で
す
。
こ

れ
は
、
た
く
さ
ん
の
方
を
診
て
い
て
気
づ

い
た
の
で
す
。

考
え
て
み
れ
ば
、
「
手
当
て
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
し
、

手
を
当
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
の
本
能
に
あ
る
よ
う
で

す
。
時

々
、
患
者
さ
ん
に
首
な
ど
も
ん
で
や
り
ま
す
と
、
大

変
楽
に
な
る
方
が
あ
り
ま
す
。
相
手
が
気
持
よ
く
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
こ
ち
ら
も
気
持
よ
い
も
の
で
す
。

呼
吸
法
も
大
事
で
す
。
朝
晩
お
き
る
前
と
寝
る
時
に
、
床

の
中
で
下
腹
に
手
を
当
て
て
、
息
を
ゆ

っ
く
り
吐
き
、

つ
い

で
下
腹
へ
ず

っ
と
息
を
吸
い
込
む
。
胃
下
垂
の
人
な
ど
根
気

よ
く
や
る
と
よ
い
よ
う
で
す
。
精
神
的
に
も
非
常
に
よ
い
の

で
す
。

そ
れ
か
ら
、
精
神
的
な
要
素
が
い
か
に
我
々
の
健
康
生
活

に
大
事
で
あ
る
か
。
こ
れ
は
臨
床
を
し
て
い
る
と
痛
切
に
感

じ
ま
す
。
ど
ん
な
ク
ス
リ
を
や

っ
て
も
、
ど
う
し
て
も
治
ら

ぬ
ゼ
ン
ソ
ク
の
人
が
い
ま
し
た
。
こ
の
人
は
ご
主
人
に
対
す

る
ス
ト
レ
ス
か
ら
起

っ
て
い
た
の
で
し
た
。
そ
の
ご
主
人
と

い
う
人
は
、
毎
晩
お
酒
を
飲
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
ご
た
く
を
並

べ
る
の
で
す
。
こ
れ
が

い
や
で
た
ま
ら
な
か

っ
た
の
で
す
ね
。

そ
れ
が
ゼ
ン
ソ
ク
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
な
ぜ

そ
れ
に
気
づ

い
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
奥
さ
ん
、
よ
そ
に
行

く
と
治
る
の
で
す
。
人
院
す
る
と
治
り
、
家
に
帰
る
と
そ
の

晩
に
は
発
作
が
起
る
の
で
す
。

石
の
上
に
も
二
年

さ
き
ほ
ど
申
し
上
げ
た
好
ま
し
い
食
事
パ
タ
ー
ン
を
臨
床

に
応
用
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
経
過
と
な
る
か
、
約
２０
年
の

間
に
２７
家
庭
を
調
べ
ま
し
た

（図
１
）。
私
の
所
に
よ
く
来
て

下
さ
る
、
い
わ
ゆ
る
私
の
医
院
の

『
お
得
意
』
の
患
者
の
家

族
の
経
過
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
へ
行

っ
て
、
病
気
に
な
ら
な

い
よ
う
い
ろ
い
ろ
指
導
申
し
上
げ
た
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
家

庭
が
ど
の
よ
う
に
お
得
意
で
な
く
な

っ
て
い
く
か
と
い
う
経

過
で
す
。

１
家
族
を
５
人
と
計
算
し
直
し
て
お
き
、

６０
歳
以
上
は
老

人
病
が
出
ま
す
か
ら
カ

ッ
ト
し
て
あ
り
ま
す
し
、
慢
性
の
古

い
病
気
も
除

い
て
あ
り
ま
す
。
５
人
の
う
ち
１
人
で
も
私
の

所
に
来
る
回
数
を
縦
軸
に
と
り
、
横
軸
が
健
康
法
実
施
の
年

度
で
す
。

最
初
は
１
年
に
８
．
７
回
で
、
１
年
に
８
。
７
人
私
の
所
に
来
た
と
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い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
健
康
生
活
を
行
な
い
１
年
た

つ
と

５
。
２
に
な
り
ま
す
。
３
年
目
で
２
．
９
、
４
年
目
で
３
．
２
と
少
し
上

っ

っ
た
の
で
す
が
、
ル
ー
ズ
な
人
が

い
て
上
が

っ
た
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
３
年
た

つ
と
回
数
は
％
に
な
り
ま
す
が
、
病
気

の
重
さ
も
％
以
下
に
な
り
ま
す
。

「
石
の
上
に
も
３
年
」
と
言

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
い

こ
と
を
言

っ
た
も
の
で
す
。
ご
指
導
し
て
１
カ
月
く
ら
い
し

た
頃
に
よ
く

『
あ
ん
た
の
言
う
通
り
に
し
た
の
に
病
気
に
な

っ
た
」
と
不
平
を
言
う
人
が
あ
り
ま
す
が
、
１
カ
月
ぐ
ら
い

で
は
無
理
で
す
。
１
カ
月
ぐ
ら
い
や

っ
て
、
そ
れ
で
病
気
に

な

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
は
ダ
メ
だ
と
思

っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
人
間
の
細
胞
が
変
る
の
に
３
年
か
か
る
由
で
す
。

３
年
た
て
ば
骨
の
細
胞
ま
で
変
る
、
と
聞
い
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
根
気
よ
く
や

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

間
、
病
気
に
な
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
信
念
を
持

っ
て
や

っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

注
１
　
桐
原
に
お
け
る
食
生
活
の
大
変
化
が
も
た
ら
し
た
壮

年
世
代
の
体
質
の
弱
体
化
に
つ
い
て
は
、
古
守
豊
甫

氏
の

『
長
生
き
の
研
究
』
―
風
涛
社
―
に
詳
し
い
。

注
２
　
薬
漬
け
養
魚
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
日
本
有
機
農
業

研
究
会
機
関
誌

『
土
と
健
康
』
７９
年
３
月
号
を
参
照

の
こ
と
。

■
梁
瀬
義
亮

氏

に

つ
い
て

『戦
争
は
幾
百
万
の
同
胞
の
生
命
を
犠
牲
に
し
て
漸
く
終
っ

た
。
鳥
る
に
今
や
恐
る
千
き
「死
の
農
法
」
に
よ
り
再
び
幾
百

万
醇
幾
千
万
の
生
命
が
徐
々
に
餌
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
（中
略
）

国
民
総
慢
性
中
毒
の
公
算
は
大
で
あ
り
正
に
国
民
健
康
の
危

機
で
あ
る
』

こ
の
文
は
昭
和
３６
年
、
五
条
市
で
起
っ
た
パ
ラ
チ
オ
ン
中

毒
事
件
の
調
査
報
告
書
を
発
表
し
た
時
の
、
梁
瀬
氏
の
冒
頭

の
訴
え
で
す
。

以
来
、
氏
は
無
農
薬
農
法
の
研
究
、
啓
発
に
心
血
を
注
ぎ
、

日
本
有
機
農
業
研
究
会
の
創
設
に
大
い
に
あ
ず
か
っ
た
。
昭

和
５０
年
に
は
、
無
農
薬
農
業
へ
の
啓
発
運
動
で
、
吉
川
英
治

文
化
賞
を
受
け
た
こ
と
か
ら
も
推
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会

運
動
家
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
て
こ
ら
れ
た
。

か
よ
う
な
運
動
家
と
し
て
の
氏
か
ら
、
私
ど
も
は
謙
虚
に

学
ぶ
も
の
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

本
文
中
、
氏
の
勧
め
る
食
事
パ
タ
ー
ン
に
対
し
て
正
食
の

立
場
か
ら
賛
同
で
き
な
い
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
全

体
の
話
の
流
れ
と
し
て
、
講
演
内
容
を
も
ら
さ
ず
掲
載
し
ま

し
た
。

念
の
た
め
私
ど
も
の
意
見
を
述
べ
れ
ば

（
『
日
本
人
は
日

本
人
の
食
べ
物
を
』
の
項
に
関
し
て
）

一
、
砂
糖
類
は

一
切
、
摂
ら
な
い
。
ま
た
黄
ザ
ラ
に
し
て

も
、
そ
れ
は
す
で
に
精
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
砂
糖
と

何
ら
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
考
え
る
。

一
、
動
物
性
に
つ
い
て
も
同
様
、
特
別
な
場
合
を
除
き
、

あ
え
て
食
べ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

（編
集
部
）

一年間の罹病回数 (5人家族 )

|

9

8

7

6

5

4

3

2

|

実
施
後

一
年
間

実
施
前

一
年
間

図 1
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呵ボクの先祖の孫悟空行者は、鉄の玉を食べさせ

られたそうだけど、ボクは玄米菜食デス.′」(住

所、福島県。)

Ｃ
Ｃ
２
　
工
”

∽
工
〓
５
０
「
０

>電子レンジはいいも

のか?… ……

台所を化学で観る
郎

？

。

一冽綜
電子レ鉄釜は? ホウロウ鍋は ?

前
回
の
ア
ル
ミ
料
理
器
具
の
問
題
に
つ
づ
い
て
、
今

号
で
は
、
武
者
先
生
に
、
①
鉄
釜
が
体
に
い
い
か
ど

う
か
、
②
ホ
ウ
ロ
ウ
鍋
は
傷

つ
い
て
も
安
全
か
、

③
電
子
レ
ン
ジ
の
使
用
は
い
い
か
ど
う
か
、
に
つ
い

て
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

　

　

（編
集
部
）

鉄
製
の
鍋
と
釜
に
つ
い
て

編
集
の
橋
本
政
憲
氏
か
ら
鉄
の
鍋
釜
を
用
い
る
と
貧
血

の
予
防
に
な
る
と
い
う
の
は
本
当
か
否
か
と
の
質
問
を
受

け
ま
し
た
の
で
お
答
え
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
若
干
の

予
備
知
識
が
必
要
で
す
。

さ
て
鉄
（
Ｆｅ
）
も
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
同
様
に
、
存
在
状
態

が
問
題
で
す
。
鉄
に
は
金
属
状
態
（
０
）
と
第

一
鉄
（
Ｉ
）
と
、

第
二
鉄
（
Ⅲ
）
の

二
通
り
が
あ
り
、
鍋
、
釜
、
針
金
、
棒
な

ど
で
は
主
体
が
す
べ
て
Ｆｅ
（
∝
）
で
す
ｏ
鉄
も
ア
ル
ミ
同
様
、

地
上
に
広
く
分
散
し
、
ク
ラ
ー
ク
数
第
４
位
の
元
素
で
す

か
ら
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
第
３
位
に
次
ぐ
元
素
で
す
。
自
然

界
で
は

（大
気
の
酸
素
が
関
係
す
る
と
こ
ろ
）
、
大
半
が

肇
（
Ⅲ
）
と
し
て
存
在
し
ま
す
が
深
海
底
の
海
水
や
、
深
い

地
中
で
は
だ
ん
だ
ん
と
Ｆｅ
（
Ｉ
）を
増
し
、

つ
い
に
マ
グ

マ

の
下
の
地
球
深
部
で
は
Ｆｅ
（
∝
）
と
し
て
存
在
し
ま
す
の
で

地
球
は
強

い
磁
場
を
も

っ
て
い
ま
す
。

生
物
圏
の
鉄
は
生
物

の
呼
吸
作
用
に
よ

っ
て
、

つ
ね
に

Ｆｅ
（Ⅱ
）
と
Ｆｅ
（Ⅲ
）
の
間
を
往

っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
存

在
し
て
い
る
の
で
す
。
バ
ク
テ
リ
ア
を
は
じ
め
豆
科
の
植

物
や
昆
虫
も
こ
れ
を
や

っ
て
い
ま
す
が
、
何
と
言

っ
て
も

(大阪府立大学教授・理博)武
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盛
ん
な
の
は
脊
椎
動
物
が
呼
吸
を
す
る
か
ら
で
す
。

つ
ま

り
、
鉄
は
動
物

の
呼
吸
を
通
じ
て
の
酸
素

の
キ
ャ
リ
ア
ー

〔運
搬
者
）
と
し
て
必
須
な
元
素
な
の
で
す
。

２
、
人
血
は
な
ぜ
赤
い
か

切
り
傷
か
ら

に
じ
み
出

る
血
は
赤

い
と
思
う
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
あ
れ
は
赤

で
は
な
く
、
む
し
ろ
暗
赤
色

で
す
。

こ
の
時
、
鉄
は
Ｆｅ
（
Ⅱ
）
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
ど

こ

に
鉄
が
居
る
か
と
言
う
と
、
赤
血
球

の
中

の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
と

い
う
も

の
の
中

の
、
「
ヘ
ム
」

と
呼
ば
れ
る
血
色
素

に
、

中

心
元
素
と
し

て
存
在
し
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
先
の
化

学
は
や
や
専
門
的
に
な
る
の
で
、

こ
の
ヘ
ム
の
こ
と
を
国

際
記
号

の
Ｈｂ

（
ヘ
ム

〈
血
色
素
〉
と
グ

ロ
ビ

ン

〈
タ
ン
自

質
〉
と
が
化
合

し
て
で
き
た
化
合
物

で
あ
る

ヘ
モ
グ

ロ
ビ

ン
の
こ
と
）
で
表
わ
す

こ
と
に
す
る
、
と

い
う
こ
と
で
打

ち
切
り
ま
す
。

Ｈ

の
中
心

の
鉄
は
Ｆｅ
（
Ⅱ
）
だ
か
ら
暗
赤
色
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
が
心
臓
と

い
う
ポ

ン
プ
と
毛
細
血
管

の
働
き

で
肺

に
送
り
込
ま
れ
る
と
、
肺

の
中

に
吸

い
込
ま
れ
た
大

気

の
中

の
酸
素
分
子
（
０
２
）
と
Ｈｂ
が
（
１
）式
の
よ
う
に
化
学

反
応
を
起
し
て
オ
キ
シ

ヘ
モ
グ

ロ
ビ

ン

〓
げ
９

と

い
う
化

合
物

に
変
化
す
る

の
で
す
。

工
げ
＋
Ｏ
ｏ
↓

工
げ
Ｏ
ｏ
・…
…
…
…
…
…
■
二

こ
の
と
き

〓
ぴ
９

中

の
鉄

は
Ｆｅ
（
Ⅲ
）

に
酸
化
さ
れ
て
し

う
た
め
に
、
今
度
は
鮮
紅
赤
色

に
変

り
ま
す
。

こ
れ
が
動

脈
血

の
色

で
、
実

に
鮮
や
か
な
緋
色
を
し
た
サ
ラ
サ
ラ
の

血
液

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ぞ
Ｐ
Ｕ
が
求
め
て
い
る
清
浄
な

血
液
な

の
で
す
。

皆
さ
ん
は
こ
の
工
σ
Ｏ
ｏ
の
鮮
緋
の
血
液
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
動
脈
血
の
色
を
こ
の
眼
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
外
科
医
と
斬
首
執
行
人
く
ら

い
な
も
の
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
普
通
、
私
ど
も
が
見
て

い
る
血
の
色
は
静
脈
血
の
色
で
、

Ｆｅ
（
Ⅱ
）だ
け
の
血
色
素

の
色
な
わ
け
で
す
。
で
も
、
も
し
ヽ
（
Ⅲ
）
も
見
た
い
と
い

う
の
な
ら
、

Ｆｅ
（
Ⅲ
）だ
け
を
見
る
の
は
あ
き
ら
め
て
、

Ｆｅ

（
Ⅱ
）
と
Ｆｅ
（
Ⅲ
）
の
混
り
だ
け
で
も
良

い
か
ら
見
た

い
と
い

う
の
な
ら
、
か
な
え
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。
自
分
の
血
が
ど

れ
だ
け
機
れ
て
い
る
の
か
、
浄
い
の
か
を
知
る
簡
単
な
方

法
は
硼
Ｗ
く
ら
い
の
電
球
を
掌
で
握

っ
て
自
分
の
指
を
透

し
て
見
て
下
さ
い
。
そ
の
鮮
度
を
他
人
と
比
較
す
れ
ば
、

健
康
の
尺
度
の

一
つ
の
デ
ー
タ
ー
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
の
掌
の
緋
色
は
美
事
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
他
人
と
の
比
較
こ
そ
で
き
ま
せ
ん

が
、
太
陽
に
向
か

っ
て
眼
を

つ
ぶ
り
、
そ
の
鮮
か
さ
で
も

自
分
の
血
が
汚
い
か
清

い
か
が
判
る
で
し
ょ
う
。

３
、
孫
悟
空
が
鉄

の
玉
を
喰

う
話

橋
本
さ
ん
は
疑

っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
孫
悟
空
が
正

解
で
す
。　
一
八
四
〇
年

に

０
お
お
ヨ
ｏ

と

い
う
人
が
純
粋

な
酸
化
第
二
鉄

翁
Φ
・
Ｐ

）
を
水
素

ガ
ス
（
Ｈ２
）
で
還
元
し
、

還
元
鉄
を

（
２
）
式
の
よ
う
に
造
り
ま
し
た
。

「
９
０
・
＋
ω
〓
ｏ
↓

Ｎ
『
Φ
＋
ω
工
や
〇
…
…
…
…
…
…
Ｓ
）

彼
ら
が
こ
れ
を
貧
血
症
や
強
壮
増
血
の
薬
剤
と
し
て
医
薬

品
に
加
え
ま
し
た
が
、
一九
六

一
年
に
第
７
改
訂
さ
れ
た
日
本

薬
局
方
で
も
こ
の
還
元
鉄
は
収
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま

り
純
度
が
９０
％
以
上
の
Ｒ
（
∝
）を
含
む
灰
色
の
粉
末
で
、

若
干
の
四
三
酸
化
鉄

翁

ｒ
ｐ

）
を
合
み
、
炭
素
や
ケ
イ
酸

な
ど
を
少
量

に
含
ん
で

い
ま

す
。

こ
の
鉄

の
粉
末
は
、
そ

の
ま
ま
飲
み
込
ん

で
も
良

い
が
、

普
通
、
飲
み
に
く

い
の
で
、
丸
剤
や
カ
プ
セ
ル
剤
と
し
て

食
後

に
○

。
一
９
程
度
４
回
く
ら

い
に
分
け
て
服
用
し
ま

す
。
薬
効
と
し
て
特

に
低
色
素
性
貧
血
症

に
著
効
を
示
し

ま
す
。

こ
の
Ｆｅ
（
∝
）
は
胃

の
中

で
酸

■

ｏ
ｏ
＋
）
と
反
応
し

て
０
式
の
よ
う
に
Ｆｅ
（Ⅱ
）
と
な
り
、
こ
の
Ｒ
（
Ⅱ
）
つ
ま
り

「
ｏ
軍
が
小
腸
で
吸
収
さ
れ
た
の
ち
肝
臓
な
ど
で
タ
ン
自
質

と
結
合
し
て
、
前
述
の
出
を
合
成
し
、
増
血
作
用
を
出
現

さ
せ
る
の
で
す
。

「
９
十
Ｎ
〓
ｏ
Ｏ
ナ
↓
『
ヽ
＋十
Ｎ
〓
・
〇
＋
工
ｏ
一
‥
…
…
・６
）

で
す
か
ら
、
孫
悟
空
の
話
は
何
も
荒
唐
無
稽
な
話
で
は

な
く
、
本
当
の
こ
と
で
す
。
鉄
で
作
ら
れ
た
鍋
釜
で
調
理

し
ま
す
と
、
前
記
の
反
応
で
微
量
ず

つ
の
鉄
が
Ｆｅ
（
Ⅱ
）
と

し
て
溶
出
し
、
増
血
作
用
を
し
ま
す
。
で
す
か
ら
南
部
の

鉄
で
作
ら
れ
た
調
理
器
具
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、

こ
れ
も
日
本
人
の
祖
先
の
知
恵
で
あ

っ
た
の
で
す
。

た
だ
し
、
タ
ン
ニ
ン
を
多
く
含
む
茶
で
あ
る
と
か
、
茶

め
し
と
か
、
ス
カ
ン
ポ
、
タ
ラ
の
芽
な
ど
の
調
理
に
は
用

い
な
い
こ
と
。
空
気
に
酸
化
さ
れ
た
Ｆｅ
（
Ⅲ
）が
、
タ
ン
ニ

ン
と
化
合
し
て
真
黒
け
に
し
て
し
ま
う
し
、
味
も
悪
く
な

り
、
増
血
の
効
果
も
な
く
な
る
の
で
要
注
意
で
す
。
そ
れ

以
外
な
ら
ば
鉄
鍋
、
鉄
釜
、
鉄

フ
ラ
イ
パ
ン
大
賛
成
／

４
、
ホ
ウ
ロ
ウ
に
ひ
び
が

入
る
と
有
害
？

こ
れ
も
橋
本
さ
ん
か
ら
の
質
問
で
す
。
も

っ
と
も
ら
し
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い
素
人
化
学
的
質
問
で
あ
り
、
そ

の
正
解
を
知

っ
て
お
く

の
も
賢
明
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
ホ
ウ

ロ
ウ

　

（酵
減
一
日
３
ョ
Ｏ
Ｆ
鬱
８
８
Ｅ
５

ｏ
３
ヨ
ｏ
こ
と

い
う
の
は
、
金
属
材
料

の
表
面
を
ガ

ラ
ス
状

の
エ
ナ
メ
ル
質

で

コ
ー
ト
し
た
食
器
や
器
物

に
与
え
ら
れ

た
名
称

で
、
紀
元
前

エ
ジ
プ
ト
で
造
ら
れ
、
中
世
紀

に
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
七
宝
も
造
ら
れ
て

い
た
非
常
に
古

い
歴
史

を
も

つ
工
芸
品
で
す
。　
一
般
大
衆

に
は
手
の
届
か
な
か

っ

た
高
級
品
で
し
た
が
、

１９
世
紀
中
葉
か
ら
工
業
化
さ
れ
、

今

で
は
銭
さ
え
出

せ
ば
誰

で
も
手
に
入
れ
ら
れ
る
器
具

に

な

っ
た
ま
で
で
す
。

さ
て
ホ
ウ

ロ
ウ
の
基
盤

に
な
る
金
属
は
金
、
銀
、
銅
、

鉄
、

ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
、
鉄

の
合
金
な

の
で
す
が
、
今
日
市

販

の
も

の
は
大
部
分
が
鋼

（
ハ
ガ
ネ
と
呼
ぶ
鉄
と
炭
素

の

合
金

の
こ
と
）
で
作
ら
れ
、
鍋
、
茶

碗
か
ら
浴
槽

の
は
て

ま

で
広
く
私
達

の
生
活

の
中

に
入

っ
て
来
た
化
学
工
業
製

品
の

一
つ
で
す
。

皆
さ
ん
が
七
宝
焼
や
楽
焼
な
ど
を
や

っ
て
み
る
と
判
る

よ
う
に
、
上
釉

（
う
わ
ぐ
す
り
）
で
、
金
属
や
素
焼
き

の

表
面
を
ガ

ラ
ス
質
や

エ
ナ
メ
ル
質

で
塗
り
上
げ

て
焼
く
時

に
、
下
地

の
金
属
と
上
釉

の
膨
張
係
数
が
も
し
著
し
く
異

な

っ
て
い
た
な
ら
ど
う
な
る
と
思

い
ま
す
か
？
　
冷
ま
し

て
窯
出
し
を

し
て
み
た
ら
ど
れ
も

こ
れ
も
、
上
釉
が
パ

ラ

パ

ラ
と
う
ろ

こ
の
よ
う
に
落
ち

て
し
ま

っ
て
、
見
る
も
無

残
な
結
果

に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
鋼
台

の
ホ
ウ

ロ
ウ
を
造
る
と
き
に
は
、
ま
ず
鋼

に
直
接
触
れ
る
下
地
釉

（
つ
ま
り
下
塗

り
）
と
し
て
、
膨
張
係
数
が
鋼
と
よ
く
似

た
化
学
物
質
を
使
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
金
属
と
ガ
ラ

ス
と

の
間
の
組
織
変
化
を
連
続
的
に
し
て
や
る
必
要
が
あ

る
の
で
す
。

こ
の
時

に
使
わ
れ
る
元
素

は

コ
バ

ル
ト
（
Ｃ。
）、

ニ
ッ
ケ

ル
（
Ｎｉ
）
、

マ
ン
ガ

ン
（
Ｍｎ
）、
モ
リ
ブ
デ
ン
（
Ｍ。
）、
な
ど

の
酸

化
物

で
す
が
、

こ
れ
ら

の
元
素
は

「
生
元
素
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
微
量
は
、
生
物
が
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
、
な
く
て
は

な
ら
ぬ
必
須

の
ミ
ネ

ラ
ル
元
素
ば
か
り
で
す
。
だ
か
ら

ヒ

ビ
が
入

っ
て
少

々
お
湯

に
溶
け
出
し
た
と
こ
ろ
で
別

に
心

配
は
要
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
有
難

い
。

と

こ
ろ
が
、

こ
れ
ら
は
色
が
汚
な

い
の
で
、
そ
の
上

に

い
わ
ゆ
る
上
ぐ
す
り
を
掛
け
て
か
ら
焼
き
上
げ

る

の
で
す
。

こ
の
上
釉

に
用

い
ら
れ
る
元
素
は
白

っ
ぱ

い
色
を
出
す
た

め
に
酸
化
チ
タ

ニ
ウ
ム

（
ゴ
Ｐ

）
と
か
酸
化
ジ
ル

コ
ニ
ウ

ム

（
Ｔ

Ｐ

）
、
三
酸
化
ニ

ア
ン
チ
モ
ニ
ウ
ム

３

ぎ
Ｐ

）
な

ど
が
多
く
用

い
ら
れ
、
主
と
し
て
、
酸
化
チ
タ

ニ
ウ
ム
で

す
。

ゴ
Ｐ

は
か

つ
て
禁
止

に
な

っ
た
鉛
自

の
代
わ
り
に
、

昭
和

に
入

っ
て
か
ら
酸
化
亜
鉛

（
Ｎ
６

）
と
と
も

に

「
オ

シ

ロ
イ
」

の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
く
ら

い
で
す
か

ら
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
ジ

ル

コ
ン
と

ア
ン
チ
モ
ン
は
人
間
に
と

っ
て

あ
ま
り
必
要
と
し
な

い
元
素

（
ア
ン
チ
モ
ン
で
丁

〓
一ｐ
ｐ

ｍ
以
下
、
ジ
ル
コ
ン
で
Ｏ
ｏＯ
八
六

ｐ
ｐ
ｍ
以
下
と

い

っ
た

と

こ
ろ
）
の
仲
間
で
す
が
、
ま
あ
溶
出
量
は
微

々
た
る
も

の
な

の
で
、
ホ
ウ

ロ
ウ
に
ヒ
ビ
が
入
ろ
う
が
入
る
ま

い
が
、

こ
れ
だ
け

の
長

い
歴
史
を
も

っ
て
人
体
実
験
ず

み
な

の
で
、

あ
ま
り
気

に
し
な
く

て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。

５
、
炎
と
電
子
レ
ン
ジ
の
違
い

薪
だ
き
の
餌
部
の
飯
は
た
し
か
に
自

い
。
堅
炭
で
焼

い

た
醒

の
瀞
焼
も
潔
灘

に
美ぉ
い
し

い
。
泥
炭

で
焼

い
た

フ
ラ

ン
ス
パ

ン
も
飛
び
切
り
旨

い
。
な
ぜ
な

の
で
し

ょ
う
か
？

実

の
と

こ
ろ
私
に
も
良
く
判
り
ま
せ
ん
。
あ
る
人

々
は
煙

の
微
量
成
分
が
入
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
想
像
し

て
い
る
よ

う
で
す
。

し
か
し
、
良
く
考
え
て
み
る
と
電
子
レ
ン
ジ
と
炎
や
慎

火

の
加
熱

の
仕
方
は
全
く
原
理
的
に
正
反
対
な

の
で
す
。

①
火
で
熱
す
る
場
合
、
熱

せ
ら
れ
る
食
品
自
身
は
自
ら
は

全
く
発
熱
せ
ず
、
外

界

の
人
や
炎

に
よ

っ
て
温
度
を
上
昇

さ
せ
ら
れ
る
の
で
す
。

つ
ま
り
外

界
が

△
〔
陽
〕
で
内
界
が

▽
〔
陰
〕
な

の
で
▽
に
△
が
加
え
ら
れ
る
と

い
う
姿
で
す
。

つ
ま
り
熱
源
が
別
在
し
て
い
ま
す
。

②

電
ｒ
レ
ン
ジ
で
は
正
反
対
。
食
物
自
体
が
外

界
か
ら

の

猛

▽
な
高
周
波
電
界

の
エ
ネ

ル
ギ

ー
で
前
後
左
右

に
振
り

動
か
さ
れ
、
自
身
が
自
己
を

△
化
し
て
発
熱
し
、
自
ら
を

煮
た
り
温
め
た
り
す
る
と

い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
発
熱

源
は
食
品
そ

の
も

の
と

い
う
こ
と
な

の
で
す
。

で
も
、
ど
う
し
て
発
熱
す
る
の
か
と
申
し
ま
す
と
、
実

は
食
品
中

に
存
在
す
る
主
と
し
て

「
水

の
分
子
」
を
高
周

波

エ
ネ

ル
ギ
ー
が

ゆ
さ
ぶ
る
の
で
す
。
物
体
が
摩
擦

に
よ

っ
て
熱
を
発
す
る

の
は
ご
存

知
の
通
り
で
す
が
、
あ
れ
と

似
た
原
理
で
水

の
分
子
が
そ

の
隣
り
合
わ
せ
て
い
る
分
子

と
衝
突
し
た
り
、

こ
す
り
合

っ
た
り
す
る
た
め
に
熱
を
出

す

の
で
す
。
換
言
す
れ
ば
、
純
物
理
的
な
発
熱
を
利
用
し

て

い
ま
す
。

な
ぜ
水

の
分
子
が

コ
ス
リ
合

う
か
と

い
う
と
、
次

の
原

理
で
す
。
ま
ず
電
界

（高
周
波

の
電
場
）
の
極
性
は
１
秒

間

に
何
千
万
回
も

の
ス
ピ

ー
ド
で
プ

ラ
ス
（
△
）
と

マ
イ
ナ

ス
（
▽
）
と
を
交
換
す
る
猛
烈
な
交
番
電
界
な

の
で
す
。
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一
方
、
水

の
分
子
と

い
う

の
は
Ｆ

ｏ
で
す
か
ら
２
個

の
水

素
側

の
方
が
プ

ラ
ス
（
△
）
、
電
子
を
た
く
さ
ん
持

っ
て
い

る
酸
素

の
方
が

マ
イ
ナ
ス
（
▽
）
で
す
か
ら
、
当
然
水

の
分

子
と

い
う
の
は
▽
△
を
も

つ
双
極
子

（
ダ
イ
ポ

ー
ル
モ
ー

メ
ン
ト
と

い
う
）
を
持

っ
て
い
ま
す
。

△
と

△
、

▽
と

▽

は
互

い
に
反
発
し
、

▽
と

△
と
は
互

い
に
相
引
し
ま
す

の

で
、
水

の
分
子
は
電
界

の
極
性
が
変
る
度
ご
と

に

一
秒
間

に
何
千
万
回
も
向
き
を
変
え
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
右

に
向

い
た
と
思

っ
た
瞬
間
は
左

に
…
…
。
こ
の
向
き
を
変

え
る
運
動
が
周
囲

の
分
子
と
衝
突
し

て
、
摩
擦
熱
を
発
し
、

食
物
自
身
が
発
熱
す
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
御
飯
や
味
噌
汁

の
よ
う
に
水
分

の
多

い
食

品
は
２
分
前
後

で
温
ま
り
ま
す
が
、
水
分

の
少
な

い
も

の

は
長
時
間
か
か
り
ま
す
。
カ

ン
カ

ラ
カ

ン
に
干
し
た
高
野

豆
腐

の
よ
う
な
も

の
は
、
何
分
間

レ
ン
ジ
に
入
れ
た
と
こ

ろ
で
生
ぬ
る
く
な
る
‘

ら
い
の
も

の
。
だ
か
ら
、
レ
ン
ジ

は
瀬
戸
物
や
、
ガ

ラ
ス
、
金
属
な
ど
熱
を
出

せ
な

い
よ
う

な
材
料

で
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
電
子

レ

ン
ジ
は
自
分

の
内
部

に
在
る

「
水
」
が
熱
を
造
り
出
す

の

で
、
あ
ま
り
温
度
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
最
近
は
こ

れ

に
ガ

ス
や
電
熱
を
併
用
し
て
、
焦
げ
目

の
で
き
る
電
子

レ
ン
ジ
と
か
何
と
か
や

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
の
消
費
は
大
変
な
も

の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
①

の
方
は
燃
焼
と
い
う
化
学
反
応

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
不
完

全
プ
ラ
ズ

マ
と
考
え
て
も
よ
く
、
高
温
ガ
ス
で
あ
り
、
物

質
の
存
在
状
態
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
の
で

一
〇
〇
〇
度
Ｃ

近
里
高
温
ま
で
得
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
が

マ
ッ
チ
や
ロ
ー

ソ
ク
や
新
聞
紙
が
燃
え
る
炎
も
本
質
的
に
は
全
く
同
じ
な

の
で
②
の

電
子
レ
ン
ジ
と
は
根
本
的

に
異
な
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
源
で
す
。

つ
ま
り
、
Ｃ
と
②
を
比
べ
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ロ
ス

（損

失
）
の
点
か
ら
み
れ
ば
絶
対
的
に
Ｏ
Λ
Ｏ
に
な
り
ま
す
し
、

②
で
は
①
の
よ
う
な
高
温
を
得
よ
う
と
思
え
ば
、
今
の
技

術
で
は
不
可
能
で
す
。
今
後
と
も
調
理
に
は
電
子

レ
ン
ジ

を
用

い
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
た
だ
冷
え
た
食
物

を
温
め
る
目
的
以
外

に
使
用
す

べ
き
で
な

い
こ
と
は
原
理

か
ら
見

て
明
ら
か
で
す
。

６
、
新
の
熱
、
原
子
力
の
熱
、

電
子
レ

こ
の
三
者

の
発
熱

の
原
理
は
全
く
そ
れ
ぞ
れ
根
本
的
に

異
な

っ
て

い
ま
す
。
人
類
発
生

の
二
〇
〇
万
年
以
来
、
先

祖
は
火
を

知
ら
ず

に
百
数
十
万
年
を
過
ご
し
て
き
た

の
で

す
。
わ
が
人
類

の
祖
先
は

、
や

っ
と
数
十
万
年
前

に
、
山

火
事
を
経
験
し
て
初
め
て
火

の
意
味
を

知

っ
た

の
で
す
。

そ
の
焼
け
跡

の
栗
や
リ
ス
の
肉

の
美
味
し
か

っ
た

こ
と
。

そ

の
後
、
本
を

こ
す
り
合
わ
せ
て
火
を
お

こ
す
こ
と
を
覚

え
、

こ
れ
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
通
じ

て
子
孫

に
伝
え
ら
れ
た

の
で

す
。だ

か
ら
、
今

の
赤

ン
坊
な
ら
、
誰
が
教
え
な
く
と
も
遺

伝
子

の
記
憶

（潜
在
下

の
意
識
）
が
知

っ
て
い
る
は
ず

で
、

何
か

の
刺
激

（
生
後

の
学
習
と
呼
ば
れ
る
も

の
、

つ
ま
り

勉
強

の
こ
と
）
さ
え
あ
れ
ば
上

手
に
火
を
用

い
て
調
理
で

き
る
は
ず
な

の
で
す
。
こ
れ
は
、
他

の
動
物

に
は
で
き
ま

す
ま

い
。

で
も
、
祖
先
は
原
子
核

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
解
放
す
る
さ

い

放
出
さ
れ
る

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
熱
と
し
て
利
用
し
た
り
、
電

熱
や
電
子

レ
ン
ジ
式

の
加
熱
方
式
を
決
し
て
用

い
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
れ
ら

の
技
術
は
人
類
二
〇
〇

万
年

の
歴
史

の

中

で
、
た

っ
た
１５
年
そ

こ
そ
こ
で
す
。
も
し
仮

に
こ
れ
が

科
学
的
に
も
正
し

い
加
熱

の
利
用
方
法

で
あ
る
と
仮
定
す

る
な
ら
ば
、
あ
る

い
は
天
然
自
然

に
正
当
な
手
段

で
あ
る

と
考
え
る
な
ら
ば
、
も
う
あ
と
少
な
く
と
も

一
万
年
く
ら

い
の
人
体
実
験
が
必
要

で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で
現
代
は

瀬
戸
際
と
も
言
え
ま
す
。

今

の
今
ま
で
生
も

の
ば
か
り
を
食

べ
て
い
た
人
間
が
、

数
十
万
年
前

に
初
め
て
火
を
用

い
て
食
物
を
焼
く
と

い
う

仕
事
を
覚
え
た
時

の
驚
き
は
大
変
な
も

の
だ

っ
た
で
し
ょ

う
。
さ
ら

に
土
器
を
作
り
、
水
を
加
え

て
火
で
煮
る
こ
と

を
覚
え
た

の
は
大
分
あ
と
に
な

っ
て
か
ら
だ

っ
た
で
し

ょ

う
し
、
お
そ
ら
く
そ
の
頃

の
人
類
は
こ
の
煮
物
と

い
う
奇

珍
な
食
物
を
お
そ
る
お
そ
る
日
に
入
れ
た

の
で
は
な
か

っ

た
で
し

ょ
う
か
？
　
ま
さ

に
人
類
と
は
そ

の
意
味

で
強
大

な
知
恵
と
勇
気
と
を
持
ち
合
わ
せ
た
素
晴
ら
し

い
存
在
だ

っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

人

（
ヒ
ト
）
と
は
、
二
足
直
立
歩
行
す
る
唯

一
の
哺
乳

類
で
あ
り
、
火
を
自
己

の
意
志

で
自
由

に

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

し
得
る
霊
長
類

で
あ
る
と
豪
語
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

で
も
原
子
核

手
不
ル
ギ
ー
、換
言
す
れ
ば
素
粒
子

エ
ネ
ル
ギ

ー
を
人
智

の
科
学
に
よ

っ
て
解
放
さ
せ
、
直
間
接

に
わ
れ

わ
れ

の
日
常
生
活

に
利
用
し
よ
う
と
す
る
意
図

に
対
し
、

神
は
果
た
し
て
黙

っ
て
お
ら
れ
る
と
お
思

い
で
し
ょ
う
か
。

私
は

「
否
」
と
答
え
た

い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
原
子
核

エ
ネ

ル
ギ
ー
は
著
大
な
も

の
で
、
地
上

に
生
物
が
発
生
す

る
以
前

の
宇
宙

に
お

い
て
の
み
、
″
γ
ｒ
だ
が
ぜ
ガ
で
あ

ン
ジ
の
熱
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っ
た
か
ら
で
す
。
地
球
が
地
球
ら
し
く
存
在
す
る
よ
う
に

な

っ
て
か
ら
四
六
億
年
。
そ

の
地
上

に
生
命
ら
し
き
も

の

が
発
生
し
て
か
ら
三
〇
億
年
。
動
物
が
植
物
と
別
れ
て
か

ら
も
十
数
億
年
。
こ
の
よ
う
に
生
命

の
歴
史
を
考
え
て
み

る
と
、
原
子
カ

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
解
放
な
ど
と

い
う
放
れ
業

は
ど
ん
な

に
科
学
技
術
が
発
展
し
よ
う
と
も
、
人
間
と

い

う
生
物

の

一
員

の
み
が
成
す

べ
き
で
は
な

い
、
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。

森

の
木

々
、
草
原

の
草

々
、
野

に
遊
ぶ

一
匹

の
虫
も
、

河
川
、
海
洋

の
魚
達
も
、
庭

に
お
り
立

つ
小
鳥

一
羽
を
見

て
も
、
黙

っ
て
ご
先
祖
様
か
ら
頂

い
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
セ
ン
ト

ラ
ル
ド
グ

マ
の
お
申
し
付
け
通
り
、
食

べ
た

い
時

に
、
自

分

の
食

べ
た

い
も

の
だ
け
を
、
食

べ
た

い
だ
け
、
命
を
賭

け
て
、
自
由

に
生
の
も

の
を
食

べ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
そ
し
て

、
自
由

で
幸
福

で
健
康

に
毎

日
毎

日
を
遊

ん
で
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
病
む
と

い
う
こ
と
は
彼

等

に
は
お
そ
ら
く
あ
り
ま
す
ま

い
。
人
間
も
同
じ
は
ず

で

キツ
。で

も
人
間
が
火
を
用
い
て
か
ら
の
歴
史
は
古

い
の
で
、

人
に
関
す
る
限
り
Ｄ
Ｎ
Ａ
も
十
分
承
知
の
は
ず
で
す
か
ら
、

だ
か
ら
今
さ
ら
私
は
煮
焼
き
を
止
め
ろ
な
ど
と
は
申
し
ま

せ
ん
。
し
か
し
原
子
力
や
電
子
レ
ン
ジ
で
食
物
を
調
理
せ

よ
と
も
申
し
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の
高

圧
釜
の
中
に
何
万
年
来
の
人
体
実
験
と
し
て
の
歴
史
を
も

つ
陶
器
を
閉
じ
こ
め
て
、
そ
の
中
で
玄
米
を
炊
く
と
い
う

発
想
に
関
し
て
は
近
代
的
な
人
類
の

一
員
と
し
て
賛
意
を

表
わ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
あ
人
間
も
他
の
生
き
も
の
と
同
様
、
死
ぬ
ま
で
の
時

間
を
毎
日
毎
秒
遊
ぶ
た
め
に
産
ま
れ
て
き
た
は
ず
で
す
よ
。

遊

べ
な

い
人
生
な
ん

て
、
そ
ん
な
生
命
が
地
上

に
あ

っ
て

良

い
の
で
し
ょ
う
か
。
端

的
に
申
す
な
ら
、
調
理
に
は
日

本

の
先
祖
代

々
の
伝
統
を
守
り
、
西
欧

の
模
倣
追
従
を
捨

て
る
こ
と
。

つ
ま
り
は

「
和
魂
洋
才

」
と
で
も
申
し
ま
し

ょ
う
か
、
国
際
的
世
界
人
と
し
て
鮮
夕
毎
発
を
見
習

い
、

こ
と
ご
と
く
本
能
を

研
ぎ
澄
ま
す
と
き
な

の
で
は
あ
り
ま

す
ま

い
か
。

■
訂
　
正

●
前
号
５６
ペ
ー
ジ
ー
段
目
、
左
か
ら
１
行
日
、

い
＞
一＋
∞
工
ｏ
Ｏ
＝
Ｎ
＞
一
（〇
〓
ｙ
‥
…
…
…
・３
）
　
弁
、ヽ

Ｎ
＞
】＋
ω
ぎ

〇
＝
Ｎ
＞
】
（ｏ
〓
ｙ
＋
＼
Ｊ

↓
…
…
…
●

ｏ
同
ペ
ー
ジ
２
段
日
、
２
行
日
、

Ｎ
≧

（ｏ
〓
ｙ
＝
≧
Ю
ｏ
・
＋
∞
〓
ｏ
…
…
…
…
（９
　
を
、

Ｎ
＞
一
（
〇
〓
ｙ
＝
＞
ご
Ｏ
ω
一
＋
∞
工
ｏＯ
・…
…
■
空

●
同
ペ
ー
ジ
２
段
日
、
３
行
日
、

ク
問
式
の
よ
う
に
″
　

を
、

″
②
式
の
よ
う
に
″

●
５８
ペ
ー
ジ
左
か
ら
６
行
目
、

″
こ
で
恵
サ
〕
米
心
″
　

　

を
、

″
こ
ヾ
諄
サ
゛
※
゛
″

と
訂
正
し
ま
す
。

●
日
本
綜
合
医
学
会
大
会

『
米
と

日
本

人
』

農
林
水
産
省
、
食
糧
庁
後
援

＊
１０
月
６
日
、
７
日
　
９
時
１
５
時

＊
読
売
ホ
ー
ル

（有
楽
町
駅
前
）

＊
会
費
両
日
で
千
円
　
一
般
来
場
歓
迎
ノ

■
７
月
１８
日
、
リ
マ

・
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
修
了
式

＝
第
２４
回
試
作
会
が
イ
ン
タ
‥
マ
ッ
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
期
の
修
了
生
は
次
の
通
り
で
す
。

初
級
―
―
大
西
恭
子
、
渡
辺
君
江
、
渡
辺
公
子
、
飯
田
裕

理
、
遠
藤
し
げ
、栗
原
佳
子
、
矢
頭
タ
カ
子
、
斎
藤
セ
イ
子
、

中
村
由
美
子
、
薮
崎
陽
子
、
秋
月
和
子
、
安
藤
サ
ツ
子
、
飯

田
敏
乃
、
岩
名
紀
美
、
宇
塚
栄
子
、
加
藤
千
枝
、
小
峰
初
江
、

佐
古
雅
乃
、
竹
内
久
美
子
、
樋
ロ
テ
ル
、
松
本
芳
子
、
石
河

好
恵
、
大
島
澄
江
、
斎
藤
ス
イ
、
鈴
木
秀
俊
、
関
塚
文
子
、

田
中
七
生
子
、
徳
重
悟
、
丹
必
嘉

一
、
平
井
泉
、
平
井
俊
子
ｏ

中
級
―
―
石
川
雅
子
、
石
井
愛
子
、
橋
本
陽
子
。

上
級
―
―
安
藤
ゆ
り
、
金
田
祐
世
、
浜
中
清
子
、
益
子
節

子
、
加
藤
大
季
、
野
沢
伸
光
。

師
範
―
―
新
井
基
Ｆ
、
堀
込
泉
、
松
岡
典
子
、
松
宮
美
奈

子
、
村
井
部
設
、
大
石
則
ｒ
、
林
肥
三
子
、
古
市
弘
美
、
竹

下
真
代
、
八
木
美
詠
子
。
（敬
称
略
）

正
食
の
伴
侶
を
求
む

昭
１６

・
５

・
２５
生
‐７０
ｃｍ
６０
的
長
崎
産
。
ビ
ル
管
理
会
社

・勤
務
予
定

（ボ
イ
ラ
２
危
乙
４
溶
接
電
工
）
技
能
労
働

者
。
そ
の
他
フ
ォ
ー
ク
運
転
、
経
理
、
写
植
等
可
。
多

趣
味
欠
点
多
し
結
婚
歴
無
病
有
。
大
阪
九
州
な
ど
で
暮

ら
せ
る
方
、
独
り
身
同
類
の
方
お
便
り
下
さ
い
。

〒
‐６０
東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
２
の
１６
の
８

成
山
荘
５
号
　
小
師
孝
雄

■
研
修
室
用
テ
ー
ブ
ル
つ
き
イ
ス

一
脚
千
円
。
先
着
順
お
渡
し
し
ま
す
。
た
だ
し
、
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。

日
本
Ｃ
ｉ
協
会
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■
正
食

医
学

シ
リ

ー
ズ

子

供

の

Ｏ

脚

―
―
外
側
に
曲

っ
た
脚
は
、
酸

っ
ぱ
い
リ
ン
ゴ
で
治
す
―
―

大
森
英
桜
先
生
健
康
相
談

〔
″
Ｑ
″
は
質
問
相
談
者
、　
″―
―
″
は
大
森
英
桜
先
生
の

発
一亘司

会
／
二
歳
の
玄
米
児
で
、
Ｏ
脚
で
す
。
両
親
は
玄
米
を

食
べ
て
約
３
年
。
そ
の
間
、
肉
は
食
べ
て
い
ま
せ
ん
が
、
魚

を
相
当
と

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

―
―
魚
を
と
り
な
が
ら
玄
米
を
食
べ
て
い
た
ら
、
玄
米
児

は
、
み
な
、
Ｏ
脚
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。
こ
れ
は
、
リ

ン
ゴ
で
治
り
ま
す
。
そ
れ
も
、
酸

っ
ぱ

い
青
い
リ
ン
ゴ
が
効

き
ま
す
。

Ｑ
／
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
で
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
？

―
―
ジ
ュ
ー
ス
で
は
ダ
メ
で
す
。
お
ろ
し
て
も
よ
い
か
ら
、

実
を
食
べ
さ
せ
な
い
と
効
き
ま
せ
ん
。
ジ
ュ
ー
ス
は
、
利
尿

剤
で
す
。
Ｏ
脚
を
治
す
に
は
、
リ
ン
ゴ
の
繊
維
も
必
要
な
の

で
す
。
分
量
は
、　
一
日

一
個
食
べ
さ
せ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

Ｏ
脚
の
反
対
の
Ｘ
脚
は
、
玄
米
の
陽
性
を
ど
ん
ど
ん
入
れ

る
だ
け
で
、
ニ
ー
三
カ
月
で
治
り
ま
す
。
０
脚
で
も
、
Ｘ
脚

で
も
、　
一
日
に

一
′
二
回
、
生
姜
シ
ッ
プ
を
し
て
や
る
と
早

く
治
り
ま
す
。
子
供
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
熱
く
な
い
生
姜
湯

に
、
脚
を
五
‘

一
〇
分
つ
け
る
だ
け
で
い
い
で
す
。

こ
の
お
子
さ
ん
は
陽
性
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
陽
性
な
も
の

を
や
れ
ま
せ
ん
。
暑
い
時
期
に
は
、
野
菜
サ
ラ
ダ
な
ど
い
い

で
す
ね
。
リ
ン
ゴ
や
キ

ユ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
を
入
れ
て
与
え
ま

す
。
た
だ
し
、
た
と
え
有
精
卵
を
使

っ
た
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
も
、

使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
私
の
家
で
は
、
ゴ
マ
油
を
使

っ
て

い
ま
す
。
夏
ミ
カ
ン
な
ど
を
し
ぼ

つ
て
入
れ
れ
ば
、
け

つ
こ

う
お
い
し
い
で
す
。

Ｑ
／
ト
マ
ト
を
使

っ
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
？

―
―
子
供
で
す
か
ら
い
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
お
子
さ
ん

に
は
、
ソ
バ
は
不
要
で
す
。
暑
い
時
季
な
ら
、
ソ
ー
メ
ン
が

い
い
で
し
よ
う
。
そ
れ
に
、
下
あ
ご
が
だ
い
ぶ
出
て
き
て
い

る
の
で
、
リ
ン
ゴ
、
キ

ユ
ウ
リ
な
ど
を
上
手
に
使

っ
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
お
子
さ
ん
く
ら
い
陽
性
な
ら
ば
、
キ

ュ
ウ
リ
な

ど
、
塩
を

つ
け
て
生
で
食
べ
る
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
／
Ｏ
脚
で
亜
脱
臼
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
矯
正
は
必
要

で
し
ょ
う
か
？

―
―
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
指
圧
な
ど
で
、
外
か
ら
力
を
加

え
て
矯
正
し
て
も
、
体
の
内
部
が
治

っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、

す
ぐ
は
ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
ま
で
も
、
リ
ン
ゴ
で
た
く
さ
ん
の
Ｏ
脚
が
治

っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
甘
い
リ
ン
ゴ
で
は
ダ
メ
な
ん
で
す
よ
。
も
し
、

甘

い
リ
ン
ゴ
し
か
な
い
時
は
、
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

レ
モ
ン
汁
を
落
し
て
使

っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
／
こ
の
ご
ろ
子
供
が
玄
米
を
ほ
し
が
ら
な
い
の
で
す
が
、

ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？

―
―
暑
く
な

っ
て
く
る
と
、
ど
の
子
供
も
玄
米
を
ほ
し
が

ら
な
く
な
り
ま
す
。
私
の
家
で
も
、
男
の
子
は
多
少
は
食
べ

る
け
れ
ど
、
女
の
子
は
、
朝
に
は
野
菜
を
ち
ょ

っ
と
食
べ
る

く
ら
い
で
、
玄
米
を
ぜ
ん
ぜ
ん
食
べ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
夜

は
、
ほ
と
ん
ど
ソ
ー
メ
ン
で
す
。
子
供
を
大
人
と
同
じ
に
考

え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
血
が
濃

い
の
で
す
か
ら
、
う
す
く
し

て
や
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
す
。

果
物
は
、
あ
ま
り
甘
く
な
い
も
の
な
ら
、
与
え
て
い
い
で

す
。
甘
い
も
の
の
陰
性
を
与
え
る
と
、
太

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

蛋
白
過
剰
で
肉
が
か
た
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

ク
エ
ン
酸
や
リ
ン
ゴ
酸
を
も

つ
て
い
る
酸

っ
ぱ

い
果
物
を
と

っ
て
蛋
白
質
を
溶
か
す
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
ま
あ
、
夏
だ

っ
た
ら
、
ス
イ
カ
く
ら
い
い
い
で
し
ょ
う
。
．た
だ
、
こ
の
お

子
さ
ん
は
陽
性
だ
か
ら
、
赤
い
ス
イ
カ
よ
り
黄
色
の
も
の
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
／
あ
ま
リ
ス
イ
カ
を
要
求
し
な
い
の
で
す
が
。

―
―

で
は
、酸

っ
ぱ

い
も
の
を
要
求
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
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リ
ン
ゴ
な
ど
、
喜
ぶ
で
し
ょ
う
。
子
供
は
大
人
よ
り
本
能
が

は

っ
き
り
し
て
い
ま
す
か
ら
、
二
つ
並
べ
て
お
く
と
、
ま
ず

体
に
必
要
な
も
の
か
ら
口
に
し
ま
す
。
親
の
ヘ
タ
な
判
断
よ

り
も
た
し
か
で
す
。

こ
の
お
子
さ
ん
に
与
え
る
飲
み
物
は
、
暑
い
季
節
に
は
、

麦
茶
が
い
い
で
す
。
私
の
家
で
は
、
夏
は
梅
酢
を
う
す
め
て

飲
ま
せ
て
い
ま
す
。
夏
場
の
胃
腸
の
予
防
に
は
、
ク
エ
ン
酸

の
酸

っ
ば
さ
が
効
果
が
あ
り
、
食
中
毒
に
か
か
り
に
く
く
な

り
ま
す
。

ま
た
、
夏
ミ
カ
ン
や
レ
モ
ン
を
酢
の
代
用
に
し
て
、
酢
の

料
理
を
工
夫
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
油
料
理
に
も
、
夏
ミ

カ
ン
や
レ
モ
ン
の
汁
を
か
け
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
葉
菜
を
つ

け
合
わ
せ
て
、
油
消
し
を
し
ま
す
。
子
供
は
、
大
根
お
ろ
し

な
ど
を
喜
ば
な
い
の
で
、好
き
そ
う
な
生
野
菜
を

つ
け
ま
す
。

お
弁
当
に
は
、
油
物
の
横
に
、
生
野
菜
の
か
わ
り
に
リ
ン
ゴ

を
つ
け
て
や
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

シ
イ

タ
ケ
も
い
い
で
す
よ
。
コ
ン
プ
と
シ
イ
タ
ケ
で
だ
し

を
と

っ
て
料
理
を
し
、
シ
イ
タ
ケ
を
も
ど
し
た
汁
で
み
そ
汁

を
作
り
、
残

っ
た
コ
ン
ブ
と
シ
イ
タ
ケ
を
油
揚
げ
を
入
れ
て

つ
く
だ
煮
に
し
た
り
す
る
と
い
い
で
す
。
体
に
あ
る
古
い
油

分
を
抜
く
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
抜
く
だ
け
抜
い
て
し
ま

っ

て
も
あ
ぶ
な
い
で
す
か
ら
、
質
の
よ
い
油
揚
げ
な
ど
を
使

っ

て
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
な
ど
を
入
れ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

Ｑ
／
摂

っ
て
は
い
け
な
い
も
の
は
何
で
す
か
？

―
―
動
物
性
と
味
噌
以
外
の
大
豆
製
品
は
ダ
メ
で
す
。
よ

く
豆
乳
を
飲
ま
せ
て
失
敗
し
ま
す
。
豆
乳
を
与
え
る
と
、
い

っ
ぺ
ん
に
体
力
が
な
く
な
り
、
体
が
ガ
タ
ガ
タ
に
な

っ
て
し

ま
い
、
Ｏ
脚
も
治
り
ま
せ
ん
。
陽
性
だ
か
ら
陰
性
な
も
の
を

や
れ
ば

い
い
と
単
純
に
考
え
が
ち
で
す
が
、
こ
の
お
子
さ
ん

に
必
要
な
の
は
、
過
剰
蛋
白
を
溶
か
す
陰
性
な
の
で
す
。
豆

乳
は
、
た
だ
カ
リ
が
多
く
て
陰
性
な
の
で
す
。

Ｑ
／
納
豆
、
豆
腐
な
ど
の
大
豆
製
品
は
ど
う
で
す
か
？

―
―
け

っ
こ
う
で
す
。

Ｑ
／
０
脚
が
三
カ
月
く
ら
い
で
治
る
と
い
う
お
話
で
す
が
、

そ
ん
な
に
早
く
治
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

―
―
治
り
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
、
毎
晩
、
生
姜
シ
ッ
プ
を

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
一
〇
分
く
ら
い
ず

つ
で
い
い
で
す
。

生
姜
シ
ッ
プ
を
し
た
と
こ
ろ
が
赤
く
な
る
の
は
、
新
し
い
血

が
局
部
に
集
ま

っ
て
き
た
こ
と
な
の
で
す
。
Ｏ
脚
の
曲
が
り

方
が
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
圧
縮
さ
れ
て
毛
細
血
管
が
や
ら
れ

て
し
ま

っ
て
、
こ
ま
か
い
内
出
血
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
う

い
う
時
に
は
、
芋
パ
ス
タ
ー
を
し
て
み
ｒ
を
抜
い
て
や
り
ま

す
。
黒
ず
ん
だ
血
が
下
か
ら
浮
い
て
出
て
き
ま
す
。

Ｏ
脚
は
、
食
べ
す
ぎ
が
原
因
で
す
か
ら
、
比
較
的
治
し
や

す
い
の
で
す
。
最
近
の
ひ
ど
い
例
は
、
足
の
裏
が
上
に
む
い

て
い
る
子
供
で
、
こ
れ
は
治
す
の
に

一
年
か
か
り
ま
し
た
け

れ
ど
、
今
で
は
、
ピ
ョ
ン
ピ

ョ
ン
階
段
を
上
が

っ
て
い
ま
す

●よ
。Ｑ

／
リ
ン
ゴ
の
な
い
時
、
夏
ミ
カ
ン
で
代
用
で
き
ま
す
か
？

―
―
ダ
メ
で
す
。
過
剰
蛋
白
を
溶
か
す
に
は
、
リ
ン
ゴ
の

よ
う
に
酸
味
が
あ
り
、
し
か
も
、
あ
る
程
度
の
果
糖
の
あ
る

も
の
が
よ
い
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
お
子
さ
ん
の
場
合

は
、
腸
に
陽
性
の
宿
便
が
あ
る
の
で
、
リ
ン
ゴ
の
実
の
方
が

必
要
で
す
。
わ
り
と
代
用
に
使
え
る
の
は
、
キ

ュ
ウ
リ
で
し

ょ
う
。
繊
維
が
あ
り
、
血
液
を
う
す
く
す
る
作
用
が
あ
り
ま

す
か
ら
。

Ｑ
／
そ
の
他
に
与
え
て
い
い
野
菜
は
？

―
―
玉
ね
ぎ
で
も
キ
ャ
ベ
ツ
で
も
、
好
き
だ

っ
た
ら
何
を

与
え
て
も
い
い
で
す
。
子
供
だ
か
ら
、
か
な
り
広
範
囲
に
野

菜
を
摂
ら
せ
て
け

つ
こ
う
で
す
。
そ
れ
と
、
０
脚
の
子
供
に

は
、
あ
ま
り
玄
米
は
い
り
ま
せ
ん
。
麦
を
主
体
に
し
て
や
り

ま
す
。
バ
ン
も
い
い
で
す
よ
。
夏
場
な
ど
は
、　
一
日
に

一
回

玄
米
を
食
べ
れ
ば
十
分
で
す
。
子
供
向
き
の
炊
き
方
を
研
究

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
／
も
ち
米
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

―
―
も
ち
米
は
や
せ
て
い
る
子
に
や
る
も
の
で
す
。
こ
の

お
子
さ
ん
は
、
す
で
に
相
当
の
も
ち
米
が
入

っ
て
い
て
、
体

力
も
十
分
あ
る
よ
う
で
す
。
あ
ま
り
や

っ
た
ら
、
横
に
ま
す

ま
す
太

っ
て
き
ま
す
。

Ｑ
／
冬
の
間
、
餅
を
た
く
さ
ん
与
え
て
い
ま
す
。

―
―
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
だ
か
ら
上
体
が
重
く
な

っ
て
、

足
首
に
力
が
な
い
の
で
、曲
が

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
す
。

ケ
ガ
を
し
て
膿
む
体
質
で
な
か

っ
た
ら
、
ト
ー
モ
ロ
コ
シ

を
与
え
た
ら
い
い
で
す
。
モ
ロ
コ
シ
の
粒
は
大
き
め
で
す
か

ら
、
背
を
伸
ば
し
ま
す
。
体
が
横
に
広
が

っ
て
い
る
の
で
、

モ
ロ
コ
シ
で
上
に
伸
ば
し
た
ら
い
い
で
す
。
化
膿
す
る
体
質

は
、
甘

い
物
が
相
当
入

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

そ
う
い
う
人
は
、
モ
ロ
コ
シ
を
摂
る
と
膿
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

最
後
に
、
子
供
は
天
ぶ
ら
や
コ
ー
フ
ー
な
ど
が
好
き
で
要

求
し
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
、
か
な
ら
ず
小
麦
の
蛋
白

を
使

っ
て
く
だ
さ
い
。
豆
科
の
蛋
白
は
、
体
を
横
に
拡
げ
て

し
ま
う
の
で
、
も
し
大
豆
を
た
ま
に
食
べ
さ
せ
る
時
に
は
、

コ
ン
プ
と
抱
き
合
わ
せ
て
煮
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す

れ
ば
、
あ
ま
り
横
に
は
拡
が
り
ま
せ
ん
。

（昭
和
５４
年
７
月
８
日
の
健
康
相
談
よ
り
。
文
責
／
曽
我
部

一
美
子
）

■
こ
の
健
康
相
談
は
、
夏
場
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
主

食
、
野
菜
、
飲
み
物
は
、
季
節
、
体
質
に
よ

っ
て
摂
り
方
が

変
わ
り
ま
す
か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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７
月
２７
日
か
ら
３０
日
ま
で
、
恒
例
の
海
の

健
康
学
園
が
西
伊
豆

・
松
崎
の
宿
坊

『春
城

院
』
で
、
約
４０
名
の
参
加
者
を
集
め
て
開
か

れ
、
家
族
ぐ
る
み
の
参
加
が
多
か

っ
た
の
で
、

な
ご
や
か
な
ふ
ん
い
気
で
し
た
。

初
日
の
夜
は
、
ま
ず
大
森
先
生
の

『身
心

改
造
に
よ
る
反
応
の
見
分
け
方
と
処
置
法
』

で
、
舌
苔
、
宿
便
の
種
類
と
症
状
、
そ
の
処

置
法
、
身
心
浄
化
と
夢
と
の
関
係
な
ど
に
つ

い
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、
５
時
半
に
起
床
。
全
員
で
掃
除
。

子
供
た
ち
も
竹
ぼ
う
き
を
持

っ
て
庭
を
は
き

ま
し
た
。
そ
の
後
は
佐
藤
勝
彦
さ
ん

（
リ
マ

化
粧
品
販
売
勤
務
）
の
指
導
で
、
合
気
道
の

講
習
。
子
供
も

一
緒
に

「
エ
イ
ホ
、
エ
イ
ホ
」

の
か
け
声
を
か
け
、
大

い
に
体
を
動
か
し
ま

し
た
。

大
森
先
生
の
朝

の
講
義
は
、
『
民
間
療
法
の

長
所

・
短
所
と
利
用
法
』
。
青
汁
療
法
、
ハ
ウ

ザ
ー
食
、
ハ
チ
ミ
ツ
健
康
法
、
西
式
健
康
法
、

栗
山
式
健
康
法
、
健
康
器
具
な
ど
の
批
判
と

評
価
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
ま
ず

『
子
供
の
お
や

つ
を
考

え
直
す
」
と
い
う
食
品
添
加
物
を
取
り
扱

っ

た
‐６
ミ
リ
フ
イ
ル
ム
を
見
て
、
そ
の
後
、
大

森

一
慧
先
生
か
ら
、
食
品
添
加
物
の
こ
と
、

学
校
給
食
の
こ
と
な
ど
、
食
べ
物
に
つ
い
て

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
″
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
や

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
添
加
物
の
固
ま
り
だ

っ

て
こ
と
、
み
ん
な
知
っ
て
い
ま
す
か
？
″
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天
気
は
あ
い
に
く
の
く
も
り
空
。
涼
し
い

の
で
、
み
ん
な
思
い
思
い
に
散
歩
し
ま
し
た
。

大
先
輩
の
小
川
茂
年
さ
ん
が
、
下
田
か
ら
野

菜
を
お
み
や
げ
に
し
て
訪
ね
て
き
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

ま
た
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
墨
絵
や

マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
の
指
導
を
し
て
い
る
二

宮
器
鵬
さ
ん
が
、
た
ま
た
ま
帰
国
中
な
の
で

特
別
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
桜
沢
先
生
に
お

会

い
し
た
時
の
話
や
ア
メ
リ
カ
の
話
な
ど
、

あ
ま
り
の
迫
力
に
、
笑

い
こ
ろ
げ

て
止
ま
ら

＞
佐
藤
勝
彦
三
段
の
合
気
道
指
導

な
い
人
も
あ
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
カ
ボ

チ
ャ
、
メ
ロ
ン
、
玉
ネ
ギ
な
ど
の
静
物
画
の

か
き
方
を
習
い
ま
し
た
。

一
方
、
大
人
は
大
森

一
慧
先
生
の
講
義
で

『正
食
に
よ
る
妊
娠

・
出
産

・
育
児
の
実
際
』

に
つ
い
て
。
確
率
が

１００
％
近
い
田
村
式
避
妊

法
、
妊
娠
中
、
出
産
後
の
食
べ
物
、
心
が
け

の
注
意
な
ど
、
２
時
間
で
は
話
し
き
れ
な
い

内
容
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

毎
回
の
食
事
中
、
今
回
の
台
所
主
任
の
浮

津
宏
子
先
生
か
ら
、
料
理
の
説
明
が
あ
り
ま

＞

「ガ
ム
も
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
、
い
ろ
ん
な
わ
る
い
も
の
が
入
っ
て
い
る
か
ら
、

食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ね
」
大
森

一
慈
先
生
の
お
話
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し
た
。
参
加
者
の
自
己
紹
介
で
は
、
玄
米
は

初
め
て
で
す
と
い
う
人
も
数
人
。　
一
方
で
は

‐８
年
間
、
海
の
健
康
学
園
に
連
続
参
加
し
た

と
い
う
人
も
。
ま
た
、
東
京
の
中
島
修
さ
ん

は
体
調
を
く
ず
し
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、

全
期
間
、
断
食
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

２９
日
の
朝
は
、
松
崎
か
ら
２０
キ
ロ
ほ
ど
離

れ
た
雲
見
―
石
部
の
間
の
山
道
を

ハ
イ
キ
ン

グ
。
途
中
、
江
戸
城
の
石
を
切
り
出
し
た
所

を
見
学
し
、
海
岸
を
見
お
ろ
す
展
望
台
で
お

＞

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
来
た

墨
絵
の
二
宮

瑞
凰
先
生
が
絵
の
か
き
方
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

む
す
び
を
食
べ
、
風
に
吹
か
れ
て
全
員
で
合

唱
。３

時
か
ら
は

一
慧
先
生
を
囲
ん
で
井
戸
端

会
議
。

『
子
供
の
お
や

つ
を
考
え
直
す
』

の

フ
ィ
ル
ム
を
見
て
、
食
品
添
加
物
の
こ
と
を

中
心
に
、
活
発
な
話
し
合

い
が
か
わ
さ
れ
ま

し
た
。

夜
の
講
義
は

『
果
物
、
葉
菜
、
洋
菜
の
食

べ
方
、
使
い
方
』
で
、
食
べ
物
の
分
解
補
助

酵
素
と
し
て
野
菜
が
果
た
す
役
割
の
面
か
ら

の
お
話
で
し
た
。

子
供
達
は
最
後
の
晩
な
の
で
、
花
火
で
遊

び
、
ま
た
絵
や
作
文
を
完
成
し
ま
し
た
。
英

語
の
勉
強
も
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
３０
日
は
５
時
起
床
。
全
館
を
き

れ
い
に
掃
除
。
合
気
道
は
、
組
み
手
を
講
習

し
、
女
性
の
た
め
の
、
護
身
術
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

最
後
の
勉
強
は
質
疑
応
答

ｏ
陽
性
に
な

っ

て
ビ
ー
ル
が
飲
み
た
い
時
、
ど
ん
な

ツ
マ
ミ

が
よ
い
で
し
よ
う
か
、
過
食
を

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
コ
ツ
は
、
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

『中
庸
と
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
判
断

す
る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
大
森
先

生
か
ら

『
週
に
１
回
、
塩
を
お
と
し
た
食
事

に
し
て
み
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
食
事

で
す

っ
き
り
す
る
よ
う
だ

っ
た
ら
、
体
が
陽

性
す
ぎ
て
る
わ
け
だ
か
ら
、
少
し
塩
気
を

ヘ

ら
し
た
方
が
よ
い
と
判
断
で
き
る
」
と
い
う

答
え
が
あ
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
絵
や
作
文
の
発
表
会
。
絵
を

飾

っ
た
り
、
作
文
を
読
み
上
げ
た
り
し
て
、

ご
ほ
う
び
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
は
、母
親
だ
け
で
な
く
、
父
親
も
い
っ

■
心
身
改
造
に
よ
る
反
応
の
見
分
け
方
と
、

処
置
法

母
胎
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
い
つ
頃
、
悪

い
物
を
摂

っ
た
か
に
よ
り
、
血
液
、
体
内
脂

肪
、
臓
器
、
骨
な
ど
、
毒
素
の
入
る
所
が
わ

か
る
。

身
心
改
造
と
は
、
断
食
な
ど
で
胃
と
腸
を

き
れ
い
に
し
て
体
の
毒
を
抜
く
わ
け
だ
が
、

最
近
は
貧
血
気
味
の
人
が
多
く
、
断
食
は
不

向
き
。
ま
ず
玄
米
食
で
き
れ
い
な
血
液
を

つ

く
る
の
が
先
決
。

少
食

・
少
飲
を
し
て
舌
苔
が
出
て
来
て
、

玄
米
が
食
べ
ら
れ
な
く
な

っ
た
ら
、
お
か
ゆ
、

ク
リ
ー
ム
、
ス
ー
プ
と
軽
く
し
て
行
き
、
宿

便
の
出
た
あ
と
の
復
食
は
、
逆
の
順
序
で
元

に
戻
す
。

反
応
と
し
て
、
昔
か
か

っ
た
病
気
や
傷
の

痛
み
が
出
た
り
す
る
が
、
治

っ
て
い
く
過
程

の
痛
み
な
の
で
、
手
当
は
キ
ャ
ベ
ツ
を
貼
る

ぐ
ら
い
で
よ
く
、
心
配
は
な
い
。
昔
食
べ
た

も
の
が
欲
し
く
な

っ
た
時
に
、
同
じ
も
の
を

摂

っ
た
ら
、
そ
の
毒
は
抜
け
な
い
。
正
食
と

し
ょ
に
参
加
し
た
家
族
が
目
立
ち
ま
し
た
。

一
家
そ
ろ

っ
て
食
養
を
実
行
す
る
傾
向
が
強

く
な

っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

は
体
と
心
を
治
す
も
の
。

■
民
間
療
法
の
長
所

・
短
所
と
利
用
法

現
在
あ
る
巷
間
の
健
康
法
だ
け
で
も
相
当

な
数
に
な
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
「
す
べ
て

の
病
気
に
効
く
』
と
い
う
宣
伝
文
句
が

つ
い

て
い
る
が
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
。
病
気
は

自
律
神
経
が
陰
か
陽
か
に
偏
よ

っ
た
時
に
な

る
の
で
、
陽
性
な
病
気
に
は
陰
を
、
陰
性
な

時
は
陽
を
用
い
た
ら
効
く
。

だ
か
ら
、
自
分
の
体
質
の
陰
陽
と
、
そ
の

健
康
法
の
陰
陽
を
は

っ
き
り
つ
か
ん
で
か
ら

用
い
る
こ
と
。

今
の
健
康
法
は
ほ
と
ん
ど
が
陰
性
療
法
で
、

肉
、
王
子
、
魚
、
果
物
食
の
欧
米
型
の
食
生

活
者
に
向
い
て
い
る
。
日
本
も
食
事
が
欧
米

化
し
て
き
て
い
る
が
、
歴
史
も
浅
く
、
質
的

に
も
違
う
の
で
、
い
ち
が
い
に
は
ど
う
こ
う

〓
甲
え
な
い
。

長
寿
村
の
人
々
は
健
康
法
も
健
康
食
も
や

っ
て
い
な
く
て
元
気
で
長
寿
で
あ
り
、
彼
ら

の
食
生
活
を
解
明
し
て
お
く
の
は
大
切
。
た
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だ
、
長
寿
村
か
ら
、
文
化
を
創
造
す
る
よ
う

な
人
が
出

に
く
く
、
植
物
的
な
長
寿
な
の
は

な
ぜ
か
、
こ
れ
は
重
要
な
問
題
。

■
正
食
に
よ
る
妊
娠
、
出
産
、
育
児
の
実
際

（
こ
の
講
義
の
み
大
森

一
慧
先
生
）

玄
米
正
食
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
妊

ヽ

娠
、
出
産
の
注
意
は
根
本
的
に
は
、　
一
般
と

同
じ
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
基
礎
体
温
、
田

村
式
避
妊
法
、
胎
教
、

つ
わ
り
の
原
因
と
対

処
法
、
出
産
、
出
産
後
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

妊
娠
に
は
家
族
計
画
を
た
て
、
正
食
の
人

は
特
に
中
絶
は
し
な
い
こ
と
。
正
食
、
生
活

信
条
、
家
庭
の
和
が
育
児
に
最
重
要
、
憂
情

―
―
母
性
愛
―
―
と
が
ま
ん
強
さ
を
養
う
よ

う
に
。

玄
米
っ
子
は
他
人
か
ら
も
ら
っ
た
物
を
食

べ
な
い
よ
う
し
つ
け
る
。
３
歳
ま
で
は
体
罰

を
し
て
も
よ
い
が
、
ひ
ん
ば
ん
に
は
し
な
い

こ
と
。
過
保
護
は
子
供
を
ダ
メ
に
す
る
。

■
果
物
、
葉
菜
、
洋
菜
の
食
べ
方
、
使
い
方
。

果
物
は
日
本
原
生
の
も
の
が
な
く
、
種
々

の
文
化
の
伝
来
と
と
も
に
、
外
国
か
ら
持
ち

こ
ま
れ
て
き
た
。
二
千
年
の
長
い
間
、
日
本

で
定
着
す
れ
ば
相
当
に
陽
性
に
な

っ
て
き
て

は
い
る
が
、
『
果
物
の
大
本
の
あ
る
家
は
病
人

が
出
る
」
と
言
わ
れ
る
。

つ
い
つ
い
食
べ
す

ぎ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
本
当
に
熟
し
た
も
の

を
嗜
好
品
と
し
て
摂
る
な
ら
、
そ
ん
な
に
心

配
は
い
ら
な
い
。

日
本
の
昔
か
ら
の
野
菜
は
根
菜
が
中
心
で
、

葉
の
も
の
が
少
な
い
。
洋
菜
は
肉
食
に
合

う

今
回
の
海
の
健
康
学
園
に
参
加
し
た
子
供

達
の
年
齢
構
成
は
、
小
学
校
低
学
年
と
、
幼

稚
園
児
と
、
幼
児
が
中
心
と
な

っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
集
団
生
活
の
経
験
が
少
な

い

彼
等
に
、
決
し
て
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
集
団
生
活
の
ル
ー
ル
を
知

っ
て
も

ら
う
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
や

っ
て
き
ま
し

た
。子

供
係
を
担
当
し
て
ま
ず
気
付
い
た
こ
と

は
、
小
さ
な
子
供
ほ
ど
客
観
的

（
一
般
的
な

意
味
と
は
多
少
異
な
り
ま
す
が
、
子
供
は
大

人
の
世
界
の
波
動
を
す
な
お
に
感
じ
取
る
こ

と
が
出
来
る
ｏ
つ
ま
り
、
大
人
の
世
界
を
ま

ん
べ
ん
な
く
み
て
い
る
と
い
う
こ
と
）
に
物

事
を
感
じ
取

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

思
わ
れ
ま
し
た
。

も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
が
陰
性
。

低
血
圧
や
貧
血
の
人
に
生
野
菜
は
向
か
な

い
。
丈
夫
な
人
や
、
夏
な
ど
に
葉
の
も
の
が

お
い
し
く
感
じ
た
ら
摂

っ
て
も
よ
い
。
洋
風

料
理
に
つ
け
る
の
も
よ
い
。
肉
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
い
た
人
が
玄
米
食
に
入

っ
た
時
は
、

肉
の
毒
を
と
か
す
の
に
、
し
ば
ら
く
洋
菜
を

摂

っ
て
い
い
時
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る

こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
子
供
が
大
き
く
な
る
に
従

っ
て

自
我
が
大
き
く
育

っ
て
来
、
お
も
に
主
観
的

に
し
か
物
事
が
見
え
な
く
な
る
か
、
ま
た
年

齢
を
増
す
こ
と
に
よ
り
、
客
観
的
に
物
事
を

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が
、
人
の

一
生
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
「鉄
は
熱

い
う
ち
に
打
て
」
と
、

諺
に
も
あ
る
よ
う
に
、
子
供
が
客
観
的
に
物

事
を
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
る
間
に
、
躾
の

基
礎
を
す
ま
し
て
お
く
の
が
理
想
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

子
供
を
し

つ
け
る
場
合
、
人
間
に
と

っ
て

何
が
大
切
な
の
か
、
何
が
正
し
い
の
か
と
い

う
基
準

（世
界
観
）
を
、
親
が
正
し
く
把
握

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で

は
じ
め
て
、
客
観
的
な
躾
が
出
来
る
の
で
は

＞

伊
豆

・
下
日
の
小
川
茂
年
さ
ん

（『生
き
て
い
る
」
主
筆
）
と
大
森
先
生
。
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▼ サア、この絵はなんでしょう?

な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
子
供
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
も
通

用
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
と
い
っ
て

は
女
性
に
失
礼
で
す
が
、
物
事
を
よ
り
客
観

的
に
み
る

（
と
思
う
）
父
親
の
役
割
が
必
要

に
な

っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

次
に
、
子
供
は
健
康
で
、
お
お
ら
か
に
、
す

な
お
に
育

っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
て

る
の
が
い
ち
ば
ん
良
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

現
実
に
は
、
都
会
な
ど
に
住
ん
で
い
る
方
に

と

っ
て
は
、
む
ず
か
し
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、　
一
年
に

一
日
で
も
二
日
で
も

い

い
の
で
す
。
出
来
る
だ
け
機
会
を
作

っ
て
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
存
分
に
遊
ば
し
て
あ
げ

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
大
人
に
と

っ
て
は

三
六
五
日
の
中
の
た

っ
た

一
日
か
二
日
の
時

間
で
し
ょ
う
が
、
子
供
達
に
と

っ
て
は
、
そ

れ
が
長
い
、
充
実
し
た
時
間
と
な

っ
て
心
に

残
る
も
の
だ
と
、
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
健
康
学
園
に
お
い
て
も

不
十
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、
な
る
べ
く
自
然

の
中
に
子
供
達
を
連
れ
て
行
き
、
昆
虫
、
魚
、

野
菜
な
ど
を
観
察
し
た
り
、
触
れ
た
り
し
て

も
ら
い
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
し
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
情
緒
面
を

豊
か
に
す
る
ひ
と
つ
の
方
法
で
は
な

い
か
と

思
い
ま
す
。

自
然
の
中
に
子
供
を
お
く
こ
と
は
、
自
然

へ
の
関
心
を
高
め
、
同
時
に
、
自
然
の
中

の

摂
理
を
肌
で
感
じ
取

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

子
供
の

「な
ぜ
、
ど
う
し
て
？
」
と
い
う
疑

間
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
、
準
備
を
し
て
お
く

の
が
よ
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
達
大
人
は
、
子
供
の
外
見
や
、
目
に
見

え
る
動
作
だ
け
か
ら
で
子
供
を
見
、
決
め
つ

け
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う
の
は
、

子
供
達
の
描
い
た
絵
を
み
て
、
子
供
が
、
外

か
ら
は
見
え
な

い
自
己
の
内
面
を
す
な
お
に

表
現
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
今
ま
で
の

考
え
方
を
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
教
育
と
か
躾
と
か
い
う
も
の
は

も
の
を
教
え
こ
む
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
も

つ
個
性
を
認
め
、
そ
れ
を
十
分
に
伸
ば
し
育

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い

か
、
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
思

っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
子
供
を
大
事
に
育
て
て
い
か
な
け

れ
ば
と
い
う
ユ
い
が
わ
い
て
く
る
の
で
し
ょ

う
。
実
際
、
彼
等
に
は
大
き
な
可
能
性
が
秘

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

最
後
に
、
今
回
の
健
康
学
園
に
お
け
る
子

供
係
の
世
話
は
、
決
し
て
満
足
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
達
は
子
供
の

世
話
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
否
応
な
く
自
分

自
身
を
見

つ
め
ざ
る
を
得
ず
、
自
分
を
前
進

さ
せ
て
こ
そ
、
よ
り
良
く
子
供
達
の
世
話
が

出
来
る
の
で
は
な

い
か
と
思

い
ま
し
た
。
そ

の
意
味
で
、
子
供
も
私
達
も
と
も
に
成
長
で

き
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
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▼ ハイ、よそ見しているのはだれですか?
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ま
た
、
こ
れ
は
お
母
さ
ん
方
へ
の
お
願
い

で
す
が
、
こ
の
健
康
学
園
に
お
い
て
身
に
付

い
た
良

い
作
法
な
ど
を
、
少
し
で
も
家
庭
で

応
用
し
て
み
て
下
さ

い
。
た
と
え
ば
、
正
し

い
食
事
作
法
。
ま
た
、
今
ま
で
家
庭
内
で
の

み
遊
ん
で
い
た
子
供
は
、
近
所
の
子
供
と
遊

ぶ
よ
う
に
さ
せ
る
い
い
機
会
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
う
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
私
達

は
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

も
う
少
し
健
康
学
園
の
日
程
が
長
け
れ
ば

も

っ
と
子
供
達
が
成
長
し
、
私
達
も
も

っ
と

楽
し
く
生
活
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
、
残

念
に
思

っ
て
い
ま
す
。
　

（山

口
喜
久
雄
）

味
暗
汁

（玉
ね
ぎ
、
隠
元
、
焼
き

ふ
）

サ
ラ
ダ

（
き
ゅ
う
り
、
ワ
カ
メ
、

夏
み
か
ん
、
リ
ン
ゴ
）

南
瓜
煮
付
け
、
た
く
あ
ん
、
新
生

姜
梅
酢
漬
け
、
大
根
葉

■
子
供
の
朝
食

（子
供
は
朝
に
軽
く
食
事

を
し
、
１
日
３
食
と
し
ま
し
た
。
）

％
　
南
瓜
入
り
お
じ
や
、
ひ
じ
き
煮
付
け
、

サ
ラ
ダ

％
　
枝
豆
入
り
お
じ
や
、
お
や
き
、
き
ゅ

う
り

ｏ
ワ
カ
メ

・
夏
ミ
カ
ン
の
和
え

も
の

％
一
野
菜
入
り
お
じ
や

ぽ
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開
く
。

山
の
PU
特
副‖
ゼ

足
と
頭
を
鍛
え
た

８
月
１４
日
か
ら
１８
日
ま
で
の
５
日
間
、
山

梨
県
富
士
酎
湖こ
の
ほ
と
り
、
足
和
田
村
杷
場

の
根
場
山
荘
で
、
山
の
Ｐ
Ｕ
特
訓
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。

約
３０
名
の
参
加
者
が
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
登

山
に
、
ま
た
、
大
森
英
桜
、
榎
本
雅

一
、
杉

浦
強
各
先
生
の
講
義
に
と
、
足
と
頭
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
参
集
し
ま
し
た
。

前
日
ま
で
曇
り

つ
づ
き
だ

っ
た
西
湖
周
辺

も
カ
ラ
リ
と
晴
れ
わ
た
り
、
刻
々
と
色
、
姿

を
変
え
る
富
士
山
を
望
む
中
で
講
習
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
初
日
と
２
日
目
の
講
義
は
榎

本
先
生
の
担
当
。

漢
法
に
お
け
る
陰
陽
虚
実
と
、
正
食
と
の

接
点
、
今
ま
で
の
食
養
の
ま
ち
が

い
、
手
の

ひ
ら
を
頭
に
お
い
て
病
気
を
み
る
頭
診
法
、

爪
で
み
る
陰
陽
判
断
、
子
供
の
体
の
老
人
．化

と
、
そ
の
見
方
、
原
因
な
ど
の
テ
ー
マ
で
話

が
あ
り
ま
し
た
ｏ

今
ま
で
の
食
養
の
欠
点
は
油
の
摂
り
す
ぎ

に
あ
り
、
こ
の
た
め
塩
が

い
く
ら
で
も
体
に

入
り
、病
気
治
し
に
は
よ
い
が
、
体
の
中
の
古

い
悪
い
も
の
を
油
と
塩
で
包
ん
で
し
ま

い
、

排
他
性
が
強
く
な
る
。
食
べ
る
こ
と
だ
け
を

考
え
る
の
で
な
く
、
前
に
摂

っ
た
悪

い
も
の

を
出
す
こ
と
で
、
そ
れ
に
は
よ
く
体
を
動
か

し
、
少
食
で
２００
回
、
Ⅷ
回
と
よ
く
か
み
、
今

ま
で
摂
り
す
ぎ
て
い
た
も
の
を
止
め
る
こ
と

で
、
油
は
玄
米
が
含
む
油
と
ゴ

マ
塩
く
ら
い

で
充
分
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
我
々
食
養

人
は
若
々
し
く
、
み
ず
み
ず
し
く
な
け
れ
ば

融赫一韓設いれ〉ｒ報れ輝一時̈
『いヽ

醐
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な
ら
な

い
こ
と
。

も
し
動
物
性
食
品
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
甘
い

も
の
な
ど
を
食
べ
る
な
ら
、
大
量
に
摂
る
こ

と
で
、
そ
う
す
れ
ば
翌
日
、
排
泄
さ
れ
る
。

い
ち
ば
ん
悪
い
の―が
毎
日
ち
び
ち
び
食
べ
る

こ
と
で
、
体
に
残
っ
て
し
ま
う
。

一爪
で
み
る
病
気
診
断
は
、
親
指
の
三
日
月

と
飽
な
基
準
に
す
る
。
偏
平
な
爪
は
陽
性
、

瀬
長
い
爪
は
陰
性
過
多
。
三
日
月
は
爪
を
押

え
ゲ
陽
性
の
緊
張
力
で
、
三
日
月
が
大
き
す

ぎ
た
ら
陽
性
（動
物
性
）過
多
で
、
中
く
ら
い

が
よ
い
。
爪
の
色
は
桜
員
の
よ
う
な
ゼ
ン
ク

色
が
理
想
的
．で
、真

っ
赤
は
動
物
性
が
多
い
。

赤
黒
蠍
肝
臓
、
腎
臓
と
も
に
悪
く
、
自
色
は

貧
血
。
爪
の
縦
筋
は
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
陰
性
の

飲
食
物
が
原
因
、
横
筋
は
動
物
性
や
精
神
的

難
儀
な
ど
が
原
因
。

最
近
は
小
学
生
の
遠
視
（老
眼
）が
多
く
な

っ
て
い
て
、
ひ
ね
こ
び
た
、
す
で
に
老
化
し

た
顔
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、

動
物
性
食
品
が
原
因
。
ま
た
反
対
に
、
加
代
、

∞
代
で
幼
稚
な
顔
の
者
も
お
り
、
こ
れ
は
陰

性
食
過
多
で
、
発
育
が
止
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
判
断
す
る
に
は
、
顔
の
上
半
分
、
眼
の

回
り
が
観
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
、
な
ど
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

実
習
で
は
ま
ず
、
手
の
ひ
ら
療
法
が
あ
り

ま
し
た
。
２
人
１
組
に
な

っ
て
、
榎
本
先
生

の
指
示
す
る
部
に
手
の
ひ
ら
を
あ
て
合
い
、

療
法
後
の
感
想
を
述
べ
合
い
ま
し
た
。

手
の
ひ
ら
を
す
る
際
に
は
、
自
分
の
力
で

治
そ
う
と
し
な
い
こ
と
。
大
宇
宙
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
我
々
の
体
を
経
由
し
て
相
手
に
入
っ

て
効
く
も
の
で
あ
り
、
自
分
を
な
く
せ
ば
な

く
す
ほ
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
入
っ
て
く
る
こ

と
、
な
ど
の
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
征
道
の
事
晨
修
法
、均
斉
斎
法
、

数
息
観
（呼
吸
法
）な
ど
の
導
引
を
朝
晩
、
実

習
し
ま
し
た
。

・５
日
は
、玄
米
む
す
び
の
朝
食
を
持
っ
て
、

富
士
五
湖
を
見
渡
す
足
和
田
山
ヘ
ハ
イ
キ
ン

グ
．
万
全
の
登
山
ス
タ
イ
ル
あ
り
、
ま
た
、

腰
弁
当
ス
タ
イ
ル
あ
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
い

で
た
ち
。
出
発
が
９
時
と
遅
か
っ
た
た
め
、

暑
い
中
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
が
、

一
人
の
落
伍
者
も
な
く
、

７０
歳
に
な
る
榎
本

先
生
も

一
緒
に
、
足
和
田
山
ま
で
の
往
復
６

時
間
コ
ー
ス
を
踏
破
し
ま
し
た
。

低
血
圧
で
貧
血
と
い
う
女
性
も
頑
張
り
抜

き
、
「歩
け
た
の
が
奇
跡
」
と
喜
ん
で
い
ま
し

去に
。食

事
の
あ
と
は
榎
本
先
生
の
講
義
と
、
夜

の
導
引
、
そ
れ
に
手
の
ひ
ら
療
法
の
仕
上
げ
。

頭
診
法
に
つ
い
て
は
、
桜
沢
先
生
が

『牛
乳

を
飲
ん
だ
ら
、
頭
に
角
が
生
え
て
く
る
」
と

話
し
た
こ
と
が
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て
研
究
を
し

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
使
う
に
は

手
の
ひ
ら
を
当
て
て
判
断
す
る
と
い
う
こ
と

で
す

（図
１
）。

３
日
目
の
１６
日
は
４
時
半
起
床
、
５
時
出

栄養剤、医薬品、香辛料

手のひら療法に

よる頭鰺法
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発
。
一
七
三
八
メ
ー
ト
ル
の
鬼
ケ
岳
を
経
て
、

十
二
ケ
岳
、
毛
無
山
の
６
時
間
コ
ー
ス
に
挑

戦
。
鬼
ケ
岳
に
近
づ
く
に
つ
れ
息
が
苦
し
く

な
り
、
あ
え
ぎ
あ
え
ぎ
鬼
ケ
岳

へ
到
着
。
朝

食
の
お
む
す
び
を
開
き
、
ほ

っ
と

一
息
。
山

の
上
で
食
べ
る
お
む
す
び
は
、
ま
た
格
別
。

ひ
と
休
み
し
て
か
ら
ま
た
出
発
。
や
ぶ
こ

ぎ
を
登
り
お
り
し
な
が
ら
抜
け
る
と
、
日
の

前
に
岩
場
。
こ
こ
が
十
二
ケ
岳
。
眼
前
に
は

雄
大
な
富
士
山
。
そ
の
手
前
に
、
昨
日
登

っ

た
足
和
田
山
が
低
く
横
た
わ

っ
て
い
る
。
足

和
田
山
が
子
供
で
、
十
二
ケ
岳
が
大
人
の
よ

う
で
、
高
い
所
に
登

っ
た
と
い
う
感
じ
が
あ

ら
た
め
て
あ
り
、
み
な
満
足
気
。

十
二
ケ
岳
を
後
に
し
て
進
む
と
岩
場
、
岩

場
で
、
鎖
に
つ
か
ま

っ
て
登
り
お
り
。
気
を

抜
く
ヒ
マ
も
な
い
。

最
後
の
毛
無
山
へ
登
る
頃
は
み
な
、

？
ら

そ
う
だ

っ
た
が
、
グ
ミ
と
り
に
興
じ
た
り
、

熊
笹
の
中
で
ひ
と
休
み
し
た
り
と
、
し
ば
し

苦
し
さ
を
忘
れ
る
。
毛
無
山
に
着
く
と
、
右

に
西
湖
、
左
に
河
口
湖
を
見
お
ろ
し
、
回
り

一
面
は
花
畑
。

右
左
と
い
そ
が
し
く
花
を
見
な
が
ら
山
を

下
る
。
直
線
的
な
下
り
で
、
足
に
こ
た
え
る
。

下
り
切

っ
た
所
が
バ
ス
停
で
、
根
場
行
き
の

バ
ス
を
待
ち
な
が
ら
、
売
店
の
ビ
ー
ル
が
チ

ラ
チ
ラ
ロ
に
入
る
。
ぐ

っ
と
が
ま
ん
し
て
バ

ス
で
根
場
山
荘

へ
。

山
荘
で
は
、
料
理
班
が
小
豆
南
瓜
の
汁
粉

を
用
意
し
て
待

っ
て
お
り
、
そ
の
お
い
し
か

っ
た
こ
と
。
２
日
間
、
ぎ

っ
ち
り
歩
い
た
た

め
、
玄
米
が
食
べ
ら
れ
な
く
な

っ
た
人
も
出

ま
し
た
。
登
山
で
足
の
指
を
痛
め
た
人
に
は
、

実
習
を
か
ね
て
、
生
姜
湿
布
と
芋
パ
ス
タ
ー

の
サ
ー
ビ
ス
。

‐６
日
夜
か
ら
、
講
義
は
大
森
先
生
。
食
養

手
当
法
と
、
宿
便
の
出
し
方
、
乳
製
品
の
研

究
の
３
テ
ー
マ
。
特
に
宿
便
の
出
し
方
は
参

加
者

一
同
、　
一
回
目
の
宿
便
が
出
る
頃
と
あ

っ
て
、
勉
強
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。

‐７
日
の
午
後
か
ら
は
杉
浦
先
生

（上
智
大

学
人
間
社
会
学
）
の
話
で

『
日
本
人
の
自
然

観
の
変
遷
』
に
つ
い
て
、
「
自
然
と
調
和
し
な

が
ら
日
本
人
は
生
き
て
き
た
』
の
で
は
な
く
、

『自
然
に
反
抗
し
な
が
ら
、
雑
草
と
の
た
た

か
い
の
中
で
生
き
て
き
た
」
と
い
う
こ
と
で
、

日
常
、
常
識
と
思

っ
て
い
る
こ
と
が
、
実
は

誤
り
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

言

い
た
か

っ
た
、
と
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
論
点
と
し
て
、
資
源
と
し
て
の
水
の

用
途
３
つ

（生
活
用
水
、
工
業
用
水
、
農
業

用
水
）
の
う
ち
、

７２
パ
‐
セ
ン
ト
が
農
業
用

水
、

１９
パ
‐
セ
ン
ト
が
工
業
用
水
、
９
パ
ー

セ
ン
ト
が
生
活
用
水
で
あ
る
が
、
私
達
は
生

活
用
水
が

い
ち
ば
ん
多
い
と
思
い
が
ち
な
こ

と
、
聖
徳
太
子
の
開
基
創
建
と
さ
れ
る
法
隆

寺
は
、
実
は
太
子
の
怨
霊
を
鎮
魂
、
閉
鎖
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
梅
原
猛
の
説
、
ア

ラ
ブ
人
の
宇
宙
観
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
佐
藤
信
久
さ
ん
、
武
井
達
郎
さ

ん
（解
脱
会
）
の
指
導
で
、
足
心
道
も
練
習
。

夕
方
か
ら
は
野
外
パ
ー
テ
ィ
。
庭
に
プ
ロ
ッ

ク
を
積
み
、
鉄
板
を
の
せ
、
本
を
燃
や
し
て

野
菜
、
コ
ー
フ
ー
、
と
う
も
ろ
こ
し
で
バ
ー

ベ
キ

ュ
ー
。
ち
ょ
っ
と
色
を

つ
け
て
、
ビ
ー

ル
（
と
い
っ
て
も
ア
ル
コ
ー
ル
な
し
）
で
乾
杯
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
最
後
の
夜
と
あ

っ
て
、
夜
遅

く
ま
で
歌
を
歌

っ
た
り
、
西
湖
の
ほ
と
リ
ヘ

行

っ
て
話
を
し
た
り
と
い
う
グ
ル
ー
プ
も
。

最
終
日
は
雨
。
講
義
、
朝
食
を
す
ま
せ
、

み
な
で
昨
日
練
習
し
た
Ｐ
Ｕ
歌
『
別
れ
の
歌
』

と

『
昔
な
じ
み
』
を
輸
に
な

っ
て
歌

い
、
元

気
に
解
散
し
ま
し
た
。
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ｏ
は
じ
め
て
の
参
加
で
す
が
、
今
ま
で
の
私

の
経
験
に
は
な

い
面
白
さ
、
楽
し
さ
に
満
ち

た
合
宿
で
し
た
。
も

っ
と
も

っ
と
勉
強
し
な

け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

痛
感
し
ま
し
た
。
ほ
ん
の
少
し
で
も

い
い
か

ら
、
毎
日
の
つ
み
重
ね
に
努
力
す
る
よ
う
に

心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

（東
京

・
稲
田

真
樹
子
）

●
最
高
に
有
意
義
だ

っ
た
こ
と
は
、
大
森
先

生
の
話
を
詳
し
く
聞
け
た
こ
と
で
す
。
ま
た

最
後
の
晩
、
同
志
の
方
々
と
楽
し
く
過
ご
し

た
こ
と
は
、
非
常
に
思
い
が
け
な

い
出
来
事

で
あ
り
、
私
の
今
後
の
生
き
て
い
く
日
々
に

対
し
て
、
決
定
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と

と
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
有
意
義

な
日
々
を
忘
れ
ず
に
、
自
分
ら
し
く
楽
し
く

生
き
て
行
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
く

し
て
下
さ

っ
た
友
の
方
々
、
お
世
話
に
な

っ

た
Ｃ
Ｉ
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
し
て
お
り

ま
す
。
（千
葉

・
島
田
温
）

●
玄
米
を
食
べ
始
め
て
ま
だ
３
週
間
。
そ
の

間
に
は
邪
食
も
。
玄
米
食
の
こ
と
は
父
か
ら

話
に
だ
け
は
聞
い
て
い
た
が
、
な
か
な
か
実

行
に
移
す
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
た
ま
た

ま
先
月
、
仕
事
中
に
腰
を
痛
め
、
治
療
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
通
う
と
い
う
条
件
付
き
の
、

予
期
し
な
い
１
カ
月
の
夏
休
み
を

い
た
だ
い

た
。
こ
れ
を
機
会

に
、
よ
し
や

っ
て
み
よ
う

と
決
心
。

そ
れ
か
ら
７
号
食
ら
し
き
も
の
を
続
け
る

こ
と
３
日
。
お
な
か
ペ
コ
ペ
コ
。
４
日
目
に

は
悪

い
心

が

ニ
ョ
キ

ッ
と
出
て
、
友
達
が
お

み
や
げ
に
持

っ
て
き
て
く
れ
た
桃
を
パ
ク
リ
。

意
志
の
弱
さ
に
自
己
嫌
悪
。
そ
こ
で
山
の
Ｐ

Ｕ
ゼ
ミ
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

２
日
目
、
玄
米
お
に
ぎ
り
２
個
と
水
を
持

っ
て
五
湖
台
へ
。
行
き
は
ま
だ
よ
か

っ
た
が

帰
り
が
水
を
飲
み
す
ぎ
た
せ
い
か
、
疲
れ
て

ダ
ウ
ン
寸
前
。
や

っ
と
の
思
い
で
山
荘
に
た

ど
り
着
く
。
足
が
カ
チ
カ
チ
。
で
も
、
お
風

呂
に
入
る
と
疲
れ
も
と
ん
で
し
ま

っ
た
。
夜

の
講
義
も
ぜ
ん
ぜ
ん
眠
く
な
ら
な

い
。
私
に

し
て
は
と
て
も
不
思
議
。

３
日
目
は
と
て
も
感
激
。
歩
い
て
も
歩

い

て
も
、
少
し
も
疲
れ
な
い
こ
と
の
喜
び
を
発

見
ノ
と
て
も
け
わ
し
い
山
道
な
の
に
ど
ん
ど

ん
歩
け
る
。
玄
米
お
む
す
び
２
個
で
こ
ん
な

に
歩
け
る
な
ん
て
。
水
の
代
り
に
、

３熱

ぃ
ぉ

茶
を
少
し
に
し
た
の
も
よ
か

っ
た
の
か
な
。

今
ま
で
、
健
康
に
だ
け
は
自
信
が
あ
る
と

思

っ
て
い
た
私
で
す
が
、
今
回
の
ゼ
ミ
に
参

加
し
て
、
健
康
と
い
う
言
葉
の
も

つ
本
当
の

意
味
が
わ
か

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
毎

日
毎
日
の
食
事
の
大
切
さ
、
食
事
に
対
す
る

心
が
け
、
人
と
人
と
の
心
の
ふ
れ
合

い
な
ど
、

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
こ
の
感
激
を
、
喜
び
を
誰
か
に
わ
け

各分野の最新1青報を提供すると共に、 ―クなテ

―マを取 り上げた論文、ェッセイ、取材言己事など満
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●  い

田たと

'lEllい内とう
美 気

て
あ
げ
た
い
、
伝
え
て
あ
げ
た

持
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

（東
京

加
）

●
右
足
が
悪
く
て
登
山
な
ど
で
き
な
い
状
態

だ

っ
た
の
で
す
が
、
短

い
コ
ー
ス
な
ど
作

っ

て
下
さ
り
、
大
変
有
難
く
思
い
ま
し
た
。

家
に
い
た
ら
絶
対
こ
ん
な
締
め
る
食
事
な

ど
し
て
い
な
い
の
で
、
ま
す
ま
す
悪
化
し
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
変
症
状
が
良
く
な

り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

を
終

っ
て
も
、
何
か
深
い
友
情
で
結
ば
れ
た

絆
は
断
ち
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ｏ
（岡

山

・
富
岡
照
子
）

ｏ
ｌ
年
前
か
ら

一
人
だ
け
の
不
安
な
玄
米
食
。

副
食
の
料
理
法
も
あ
ま
り
知
ら
ず
、
卵
や
バ

タ
ー
、
チ
ー
ズ
は
食
べ
て
い
ま
し
た
。
体
重

が
減
り
、
両
親
や
友
に
、
玄
米
食
を
や
め
る

よ
う
に
言
わ
れ
、
気
持
が
ぐ
ら
つ
い
て
い
る

時
で
し
た
。
仲
間
を
求
め
、
看
護
婦
の
仕
事

に
疑
間
を
持
ち
な
が
ら
、
山
口
か
ら
１２
時
間

か
け
て
出
て
来
ま
し
た
。
同
じ
目
的
で
集
ま

っ
て
い
る
た
め
か
、
皆
と
す
ぐ
う
ち
と
け
る

こ
と
が
で
き
、
互
い
に
悩
み
を
話
し
合

い
、

玄
米
食
を
続
け
て
い
く
自
信
を
持

つ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

大
好
き
な
山
も
２
日
登
り
、
料
理
も
教
え

て
い
た
だ
き
、
実
り
多
き
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
し

た
。
大
森
先
生
の
講
義
は

一
言

一
言
、
看
護

婦
と
し
て
の
私
の
胸
に
つ
き
さ
さ
り
、
こ
れ

か
ら
仕
事
を
続
け
る
か
ど
う
か
、
大
き
な
宿

題
を
持

っ
て
帰
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（山
口

・
縄
田
や
よ
い
）

●

『
足
と
頭
を
鍛
え
よ
う
」
と
い
う
題
を
見

て
、
ラ」
の
５
日
間
で
徹
底
的
に
体
を

い
じ
め
、

で
き
た
ら
宿
便
を
抜
き
、
さ
え
た
頭
で
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
生
き
る
道
を
さ
が
そ
う
と
思

い
参
加
し
ま
し
た
。

体
の
改
造
は
１４
日
の
食
事
後
、
先
生
に
、

み
な
、
か
み
方
が
少
な
い
と
言
わ
れ
、
以
後

は
‐５０
１
２００
回
か
み
な
が
ら
や

っ
た
結
果
、
舌

に
自

い
コ
ケ
が
出
、
少
し
は
効
果
が
あ

っ
た

と
思
い
ま
す
。

座
談
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
若
者
の
生
き

方
、
生
き
甲
斐
と
い
う
テ
ー
マ
が
最
後
に
出

さ
れ
、
自
分
の
ご
く
狭

い
範
囲
で
悩
ん
で
い

る
こ
と
を
皆
の
前
で
ぶ
ち
ま
け
、
少
し
は
す

っ
き
り
し
た
気
分
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
自

分
の
歩
む
道
、
情
熱
を
傾
け
る
べ
き
も
の
が

は

っ
き
り
で
は
な

い
が
、
方
向
が
開
け
て
き

た
よ
う
な
気
持
で
す
。
（山
梨

・
三
浦

一
平
）

●
開
催
地
と
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
中
に
登
山

が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
ひ
か
れ
て
参
加
し

ま
し
た
。
場
所
は
予
想
通
り
に
緑
が
多
く
、

虫
も
生
き
て
い
て
、
日
本
に
ま
だ
こ
う
い
っ

た
所
が
あ
る
こ
と
に
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

本
題
の
Ｐ
Ｕ
に
つ
い
て
は
、
講
義
の
中
だ

け
で
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

わ
か
ら
な

い
こ
と
を
こ
れ
か
ら
わ
か

っ
て
行

き
た
い
と
い
う
気
持
が
ム
ク
ム
ク
湧
い
て
き

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
何
ら

か
の
形
で
力
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
し
、
そ

う
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
友
達
も
で
き

ま
し
た
。
名
古
屋
へ
帰

っ
て
、
ま
た
Ｐ
Ｕ
の

友
達
を

つ
く
り
た
い
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
自
然
農
法
の
農
業
者
を
目
ざ
す

者
と
し
て
、
心
の
底
か
ら
思
う
の
で
す
。
宇

宙
の
秩
序
を
知
り
、
身
に
つ
け
た
い
と
′

頑
張
り
ま
す
。
（愛
知

・
山
内
み
さ
え
）

ｏ
は
じ
め
て
会

っ
た
そ
の
日
か
ら
、
お
体
裁

な
し
の
あ

い
さ

つ
で
顔
を
寄
せ
、
何
の
て
ら

い
も
な
く
心
の
奥
の
自
分
の
悩
み
を
話
し
ま

し
た
。
ま
た
帰
る
ま
で
に
、
お
互

い
の
明
日

か
ら
の
生
活
や
希
望
を
友
達
同
士
の
悩
み
と

し
て

一
緒
に
考
え
て
も
ら
え
た
、
こ
ん
な
巡

り
合

い
が
あ

っ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
私
に
苦
言
を
暖
か
い
心
で
言

っ
て
下
さ

っ
た
、
同
じ
屋
根
の
下
で
寝
た
方
々
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
（東
京

・
山
口
浩
子
）

■

炉

開
き

の
茶

事

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
懐
石
料
理
。

■
月
■
日
（
日
）
ユ
１
２
時
　
２
千
５
百
円
。

立
川
市
砂
川
町
三
四
六
三
―
二
七
　
●
冒
霊

・≡
あ
空
六
　
浮
津
宗
宏
宅
　
要
予
約
。

%
(朝 )

%
(夕 )

夕 隠 野

(夕 )

塩
昆
布
、
ゴ
マ

リ
ン
ゴ
入
り
お

%
(朝 )

平
の
ギ

コ

ー

フ

の
浅
漬

（庄
内

ン̈
キ
ず

フ

ー

ヤ

ベ

ろ

こ

、
里
芋

瓜
、

●●●●●●●●●●●●●●●麟

山
の
Ｐ
Ｕ
特
訓
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
献
立

枝
豆
入
り
ご
飯
、
ソ
ー
メ
ン
、

菜
煮

（南
瓜
、
人
参
、
玉
葱
、

一匹
、
一
ロ
カ
ツ
と
キ
ャ
ベ
ツ
、

ク
ア
ン

弁
当

（む
す
び
、
梅
千
、
ゴ
マ
塩
、
　

％
朝

タ

ク

ア

ン
）

お
や
つ
―
―
小
豆
南
瓜
の
汁
粉

ψ

ヂ
」飯
、
金
平
、
ウ
ド
ン
、
ソ
ー
メ

ン
、
胡
瓜
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
浅
漬
、

％
朝

タ

ク

ア

ン

弁
当

（む
す
び
、

塩
、
タ
ク
ア
ン
、

や
き
）

(夕 )

ご
飯
、
ザ
ル
ソ
バ
、
金

―
ザ
、
大
根

・
人
参

・

炒
め
物
、
胡
瓜
と
大
根

タ
ク
ア
ン

麦
入
り
ご
飯
、
み
そ
汁

ヮ
カ
メ
、
玉
ネ
ギ
）、
ヒ

タ
ク
ア
ン

バ
ー
ベ
キ

ュ
ー

（
コ
ー

元
、
人
参
、
南
瓜
、
キ

む
す
び
、
そ
ば
、
と
う
も

ご
飯
、
み
そ
汁

（大
根

玉
葱
）、
ネ
ギ
み
そ
、
胡

ア
ン

-32-



新
し
い
世
界
へ

正
金
の
よ
る
こ
が
）

玄
米
を
お
い
し
く

炊
浄

あ
げ
る

天
鑢
釜
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わ
た
く
し
の
家

の
玄
米
食
は
、
長
女

の

病
気
と
と
も

に
始
ま
り
ま
し
た
。

も
し
長
女
が
生
ま
れ
な
か

っ
た
ら
、
わ

た
く
し
た
ち
は
玄
米
と

の
ご
縁
が
生
ま
れ

た
か
ど
う
か
、
ち

ょ

っ
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

玄
米
は
長
女

の
生
命

の
恩
人

で
あ
り
、

長
女
は
わ
た
く
し
と
わ
が
家
の
生
命

の
恩

人

で
す
。

玄
米
が
な
ぜ
長
女

の
生
命

の
恩
人
で
、

長
女
が
な
ぜ
、
わ
た
く
し
と
わ
が
家

の
生

命

の
恩
人
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
か
ら
書

く

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

西
洋
医
学

・
栄
養
学

を
盲
信
し
て

長
女
は
、
昭
和
三
十
九
年
十

一
月
、
長

男

の
生
ま
れ
た
二
年
後

に
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
ま
だ

食
養
と

い
う
こ
と
も
、
玄
米
食
と

い
う
こ

と
も
、
ま

つ
た
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

知
ら
な

い
ど
こ
ろ
か
現
代
栄
養
学

の
盲
信

者

で
し
て
、
毎

日
毎
食
、
栄
養

の
あ
る
食

べ
も

の
を
あ
さ

っ
て

い
ま
し
た
。
た
と
え

ば
、
一
日
に

一
度
は
必
ず
肉
か
魚
を
食

べ
、

卵
や
牛
乳
、
チ
ー
ズ
、
バ

タ
ー
は
毎

日
摂

り
、
果
物
は
食
後

に
欠
か
さ
ず
、
そ
れ
で

も
足
り
な
く

て
は

い
け
な

い
と
思

っ
て
、

ビ

タ
ミ
ン
剤
や
ミ
ネ

ラ
ル
剤
と
称
さ
れ
る

保
健
薬
を
用

い
て

い
た

の
で
す
。

そ
の
頃

の
わ
た
く
し

の
体
調
は

い
つ
も

不
良

で
、
そ

の
た
め
に
ま
す
ま
す
栄
養
を

摂
ら
な
く
て
は

い
け
な

い
気

に
な

っ
て
、

栄
養
学

の
信
奉
者

に
な

っ
て
ゆ
く

の
で
し

たた
。長

女
が
生
ま
れ

て
三
カ
月
後

の
こ
と
で

す
。
ど
う

い
う
加
減
か
ら
か
、
長
女

の
食

欲
が
減
退
し
は
じ
め
て
き
ま
し
た
。
同
時

に
、

日
に
入
れ
た
も

の
を
吐
き
出
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

わ
た
く
し
は
栄
養
学

の
盲
信
者

の
ほ
ど

で
す
か
ら
、
現
代
医
学
を
も
盲
信
し

て
い

た

の
は
当
然
で
す
。
身
体

の
具
合
が
悪
け

れ
ば
す
ぐ
お
医
者

へ
、
と

い
う
の
が
わ
が

家
の
長

い
あ

い
だ

の
風
習

で
し
た

の
で
、

娘

の
変
調
に
気
づ
く
と
、
す
ぐ

に
か
か
り

つ
け
の
小
児
科
病
院
通

い
が
始
ま

っ
た
わ

け
で
す
。

長
女

の
症
状
は
、
古
回
熱
を
出

し
た
と
か
、

お
な
か
を

こ
わ
し
て
下
痢
と
か
便
秘
が
続

い
て
る
と
か
、
呼
吸
が
困
難

に
な

っ
て
る

と
か
、
そ
う

い
っ
た
急
性
的
な
症
状

で
は

な
く
、
食
欲
が
減
退
し
て
飲
ん
だ
も

の
を

吐
く
程
度
で
し
た

の
で
、
最
初

の
う
ち
は

そ
う
重
大

に
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
児

科
医
も
わ
た
く
し
た
ち
同
様
、
し
ば
ら
く

薬
を

の
ま
せ
れ
ば
、
そ

の
う
ち

に
元
気
を

回
復
す
る
で
し
ょ
う
と

い
う
簡
単
な
気
持

の
よ
う
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
ど
う
で
し
ょ
う
。
お
医
者

で

い
た
だ

い
た
薬
を

の
ま
せ
始
め
ま
し
た
ら
、

症
状
が

一
段
と
烈
し
く
な

っ
た

の
で
す
。

吐
き
方
が

一
段
と
強
ま
り
、
吐
出
物

の
量

も
倍
加
し
て
き
ま
し
た
。

わ
た
く
し
も
お
医
者
も
、
こ
れ
は
こ
の

薬
が

こ
の
娘

の
体
質

に
あ
わ
な
か

っ
た

の

だ
ろ
う
と
考
え
、
お
医
者
さ
ま
は
薬

の
調

合

に
い
ろ

い
ろ
と
工
夫
を

こ
ら
し
ま
し
た
。

し
か
し
娘

の
症
状
は
鎮
静
す
る
ど
こ
ろ

か
、
ま
す
ま
す
烈
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

吐
き
方
が
烈
し
く
な
れ
ば
衰
弱
も
烈
し
く

な
り
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
娘

の
衰
弱
を
見
か

ね

て
、
薬
を
変
え
て
み
る
の
と
同
様

に
、

お
医
者
も
変
え
て
み
る
こ
と

に
な
り
ま
し

たた
。こ

う
し
て
、
と
う
と
う
、
病
院
巡
礼
が

始
ま

っ
た

の
で
す
。

巡
礼
と
は
本
来
、
生
命
力
を
強
め
、
生

命
力
を
強
め
て
く
れ
る
も

の
へ
の
感
謝

の

″
行
″

の
ひ
と

つ
な

の
で
し

ょ
う
が
、
病

院
巡
礼

に
も
そ

の
気
持
が

こ
め
ら
れ

て

い

る

の
は
事
実
で
す
。
病
院
を

め
ぐ

っ
て
、

す
こ
し
で
も
早
く
健
康

に
な
り
た

い
、
そ

ん
な
願

い
な

の
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
も
、
そ

の
気
持
に
変

り

あ
り
ま

せ
ん
。
Ａ
の
病
院
で
駄
目
な
ら
Ｂ

の
病
院
で
、
Ｂ
の
病
院

で
駄
目
な
ら
Ｃ

の

病
院

で
、
Ｃ
の
病
院
も
思
わ
し
く
な

い
な
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ら
Ｄ

の
病
院

こ
そ
と
、
ま

す
ま
す
病

院
と

お
医
者

さ
ま
を

頼

る
気
持

は
強
ま

っ
て
ゆ

き
ま
す
。

し
か
し
ど

う
し
た
わ

け

で
し

ょ
う
。
ど

こ
の
お
医
者

さ
ま
も

、
娘

の
病
気
が
な

に

な

の
か
、
ど
う
手
当
を

し
た
ら
よ

い
の
か
、

適
確
な

処
方
を
講

じ
ら
れ
な

い
の
で
す
。

そ
し

て
、
そ

の
果

て
が

、
Ｃ
大

学
付
属
病

院
送
り
と
な

り
ま

し
た
。
そ

の
理
由

は
、

施

設

の
整

っ
た
と

こ
ろ
で
精
密
検
査

の
必

要
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
な

の
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
依
然
と
し
て
、
お

医
者
さ
ま
さ
ま
、
病
院
さ
ま
さ
ま
、
で
す
。

お
医
者
さ
ま

こ
そ
全

て
で
あ
り
、
病
院
さ

ま

こ
そ
全

て
で
す

の
で
、

こ
う
し
た
ほ
う

が
よ

い
、
あ
あ
し
な
さ

い
と
言
わ
れ
れ
ば
、

な

に
は
さ
て
お
き
、
そ
れ

に
頼
り
ま
す
。

薬
が
ひ
と

つ
変

っ
た
だ
け
で
も
目

の
玉

の

飛
び
出
る
ほ
ど
の
ベ
ラ
ボ
ー
な
薬
代
で
も
、

な
ん
と
か
か
と
か
工
面
し

て
払

い
ま
す
。

し
か
し
、
不
思
議
な

こ
と
に
、
薬
が
高

価

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
娘
は
烈
し
く
吐

く

の
で
す
。

つ
い
に
は
ケ
イ
レ
ン
を

ひ
き

起

こ
し
は
じ
め
ま
し
た
。

Ｇ
大
学
付
属
病
院

で
、
娘

は
拷
間

に
か

け
ら
れ
る
よ
う
な
検
査

で
す
。
精
密
検
査

を
し
な
く

て
は
、

こ
の
娘

の
病
気

の
治
し

よ
う
が
な

い
と

い
う

の
で
す
か
ら
、
ね
え

が
ま
ん
し
て
お
く
れ
、
ね
え
泣
か
な

い
で

お
く
れ
と
、
わ
た
く
し
た
ち
は
立
ち
会

っ

て

い
ま
し
た
。

親

失

格
…

。

必
死

の
抵
抗
と

い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

生
後
四
カ
月

に
満
た
な

い
娘
が
、
必
死

に

な

っ
て
、
あ

の
拷
間

の
よ
う
な
検
査

に
抵

抗
す
る
の
で
す
。
拒
絶
す
る

の
で
す
。
あ

り
た
け
の
力
を

こ
め
て
泣
き
、
あ
り
た
け

の
力
を

こ
め
て
採
血

の
針
や
、
食
道

に
差

し
込
ま
れ
る
医
療
器
具
を

こ
ば
む

の
で
す
。

す
で
に
衰
え
き

っ
て
い
る
娘
は
、
腕
や

足
や
股
に
血
管
を
さ
が
さ
れ

て
も
血
管
が

浮
き
出
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
突
き
刺
し
た

針
は
、
ガ
リ
ガ
リ
と
音
を
立

て
て
肉
を
か

き
む
し

っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ

れ
る
動
き
で
血
管
を
さ
ぐ
り
当

て
よ
う
と

し
ま
す
。

痛

い
だ
ろ
う
、
苦
し

い
だ
ろ
う
と
思

っ

て
も
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
な
ん
ら
、
手

の
ほ
ど

こ
し
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。
お
医

者
さ
ま

の
言
う
通
り
に
す
る
ん
で
す
よ
、

と

い
う
気
持
と
方
法
し
か
な

い
の
で
す
。

何
と
薄
情
な
、
何
と
意
気
地
な
し

の
、
何

と
ダ

ラ
シ
な

い
親
な
ん
で
し

ょ
う
。

子
ど
も
を
勝
手
に
生
ん
で
、
そ
の
子
を

丈
夫

に
生
め
な

い
で
苦
し

い
思

い
を
さ
せ

た
果

て
に
、
拷
間

の
苦
痛
を
与
え
、
そ
れ

で
も
な
お
手
の
出
し
よ
う
が
な
く
、
お
医

者
さ
ま
と

い
う
他
人
ま
か
せ
な

の
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
実
は
、
親

の
資
格

の

な

い
親
だ

っ
た

の
で
す
。
親

の
格
好
を
し

た
だ
け
の
夫
婦

で
、
自
分

で
生
ん
だ
子
を

自
分

で
育

て
ら
れ
な

い
と

い
う
、
動
物

に

も
は
る
か

に
劣
る
親
だ

っ
た

の
で
す
。

「
検
査

の
結
果
は

一
週
後

に
出
ま
す
。　
一

週
間
た

っ
た
ら
、
指
定

の
時

間
に
ま
た
来

て
く
だ
さ

い
。
そ

の
間

の
薬
を
調
合

し
ま

―し
しょ

，うノ」

こ
の

一
週
間
の
、
な
ん
と
長
か

っ
た

こ

と
か
。
こ
の
間
、
娘

の
容
態
は
悪
化

の

一

途

で
す
。
も
う
、
な

に
を

や

っ
て
も
お
な

か

に
入

っ
て
ゆ
き
ま
せ
ん
。
薬
は

い
う
ま

で
も
な
く
、
番
茶

で
も
、
ミ
ル
ク

（
粉

ミ

ル
ク
、
師
誰
“
ミ
ル
ク
、
練
リ

ミ
ル
ク
、
牛
‐

乳
、
豆
乳

）
、
ジ

ュ
ー
ス
類
、
ス
ー
プ
類
、

わ
ず
か
に
出

て
い
た
母
乳

で
さ
え
、

日
に

▲病院の待合室
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入
れ
た
量

の
三
倍
―
五
倍

の
量
を
す
ぐ

に

吐
き
出
す

の
で
す
。
そ
し

て
、
そ

の
時

の

苦
し
そ
う
な
様
子

っ
た
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま

に
も
窒
息
死
す
る
の
で
は
な

い
か
と

幾
度
思

っ
た
か
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
状
態

で
す
か
ら
、
娘
は
す

っ
か

り
衰
弱
し
き

っ
て
い
ま
す
。
体
は
、
し
ぼ

ん
だ
風
船

の
よ
う
に
ぶ
よ
ぶ
よ
と
な
り
、

皮
膚
は
土
色
が
か

っ
た
灰
色

で
す
。

妻
は
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
気
味

で
す
。
わ
た
く

し
は
、
な

に
か
栄
養

に
な
る
も

の
を
と
、

一昼
示
へ
出

て
は
外
国

フ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
な

ど

へ
行

っ
て
、
外
国

の
乳
製
品
や
ミ
ル
ク

状

の
も

の
の
な
か
に
、
娘

に
適
す
る
も

の

が
あ
り
は
し
な

い
か
と
、
病
院
巡
礼
を
し

て
な

い
間
は
栄
養
食
品
巡
礼
で
す
。
こ
う

し
た

こ
と
が
、
親
と
し

て
の
せ
め
て
も

の

つ
と
め
で
あ
り
、
娘

へ
の
愛
情
だ
と
信
じ

て
い
た

の
で
す
。

現

代

医

学

に

見
は
な
さ
れ
て

こ
う
し
て
検
査
結
果
の
出

る

一
週
間
が

過
ぎ
ま
し
た
。
結
果
が
わ
か
れ
ば
救
わ
れ

る
、
わ
た
く
し
も
妻
も
そ
う
信
じ
て
の
検

査
結
果
待
ち
な

の
で
す
。

そ

の
日
、
妻
は
衰
え
き

っ
た
長
女
を
抱

き
じ
め
て
Ｇ
大
学
病
院

へ
行
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
日
は
何

の
確
た
る
報
告
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
明
日
ご
主
人
同
道

で
来
る
よ
う
に
、
と

の
指
示
で
す
。

翌
日
、
わ
た
く
し
と
妻
は

一
番

で
大
学

病
院

へ
行
き
ま
し
た
。
そ
し

て
主
任
医
師

か
ら
、
わ
た
く
し
た
ち
と
し
て
は
想
像
も

で
き
な

い
宣
告
を
さ
れ
た

の
で
す
。

娘

の
主
任
医
師
は
次

の
よ
う

に
富
一告
し

た

の
で
す
。

「
大
変
申
し
あ
げ

に
く

い
こ
と
で
す
が
、

お
子
さ
ん

の
症
状

に
つ
い
て
は
、
は

っ
き

り
し
た
原
因
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
原
因
が

わ
か
ら
な

い
状
態

で
す
か
ら
、
治
療

の
見

通
し
が
た
た
ず
、
わ
た
く
し
た
ち
と
し
て

は
現
状

で
は
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
」

「
エ
ッ
′
こ

わ
た
く
し
は
驚

き

の
叫
び

声
を

あ
げ

た

ほ
ど

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
た
く
し
は
わ

が
国

の
現
代
医

学
と
医
療

技
術
を

信
頼

し

き

っ
て

い
ま

し
た

の
で
、
治
療
法
が
な

い

な

ど
と

い
う

こ
と
は
想
像

も

で
き
な
か

っ

た
か
ら

で
す
。

「
こ

の
、

日
本

の
す
ぐ
れ
た
医

学

で
で
す

ム″
ｏ
‥
」

わ
た
く
し
は
、

そ
う
尋
ね
た

ほ
ど

で
す
。

「
は

い
、
申

し
あ
げ

に
く

い
こ
と

で
す
が

、

あ

き
ら
め

て
く
だ

さ

い
」

「
は
あ
？
」

わ
た
く
し
も
妻
も
、
断
崖
か
ら
突
き
落

と
さ
れ
た
よ
う
に
、
し
ば
ら
く
の
あ

い
だ

言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な

に
を
あ
き
ら
め

て
く
だ
さ

い
と

い
う
意
味
な

の
か
、
と

っ

さ

に
わ
か
り
ま
せ
ん
。

「
そ
ん
な
、
バ
カ
な

っ
／
」

わ
た
く
し
は
、
思
わ
ず
そ
う

つ
ぶ
や
き

ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
、
わ
が
国

の
医
学

は
世
界
最
高

の
水
準

に
あ
る
と
、
そ

の
当

時
も
現
在
も
理
解
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

何
と
か
な
る
と
信
じ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、

こ
れ
は
大

い
な
る
錯
党
だ

っ

た

の
で
す
。
医
学
水
準
が
世
界
最
高
だ
と

し
て
も
、
医
学
万
能

で
は
な

い
の
で
す
。

自
分

の
か
ら
だ
を
、
お
医
者
ま
か
せ
、
薬

ま
か
せ
で
生
活
し
て
き
た
無
批
判
性
が
医

学
万
能

の
盲
信
と
な

っ
て
、
わ
た
く
し
た

ち
は
錯
党

に
気
づ
け
な
か

っ
た

の
で
す
。

そ
れ

に
し
て
も
、

い
ま
考
え
る
と
、
わ

た
く
し
た
ち
は
、
良
心
的
な
お
医
者
さ
ま

に
お
世
話
に
な
れ
た

の
で
す
。
も
し
も
、

娘
を
担
当
さ
れ
た
主
任
医
師
が
医
師
と
し

て
の
メ
ン
ツ
や
体
裁
を
少
し
で
も
気

に
か

け
る
ひ
と
で
し
た
ら
、

こ
う
ま
で
率
直

に

実
情
を
述

べ
ら
れ
た
か
ど
う
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
反
対

に
、
き

っ
と
良
く
な
り
ま
す

か
ら
、
あ
あ
し
て
み
ま
し

ょ
う
、

こ
う
し

ま
し
ょ
う
で
、

つ
い
に
生
命

の
き
れ
る
ま

で
見
通
し
な

い
ま
ま
扱
わ
れ
て
い
た
と
し

て
も
、
そ
れ
ま
で
だ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
う
さ
れ

て
、
娘
を
救
え
な
か

っ
た

と
し

て
も
、
わ
た
く
し
た
ち
は
文
句

の

つ

け
よ
う
も
言

い
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、

現
代

の
医
療
制
度
か
ら
み
て
も
非
難
さ
れ

る
と
こ
ろ
は
無
か

っ
た

の
で
す
。

そ
れ
を
、
わ
た
く
し

の
娘

の
主
任
医
師

に
し
て
み
れ
ば
、
己

の
恥
を
と
り

つ
く
ろ

わ
ず

に
非
力
を
表
明
し
た

の
で
す
。

こ
の

率
直
な
表
明
が
無
か

っ
た
ら
、
わ
た
く
し

た
ち
は
食
物

に
よ
る
病
気
治
療
と

い
う
こ

と

に
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
け
な
か

っ
た

の

で
す
。

残
さ
れ
た
道
は

食
物
療
法
だ
け

わ
た
く
し
た
ち
は
信
頼
し
き

っ
て
い
た

大
学
病
院
と
主
任
医
師

に
見
放
さ
れ
て
、

そ
れ

こ
そ
、
と
ぼ
と
ば
と
家

へ
帰
り
ま
し

た
。
そ
の

一
方
、
わ
た
く
し
は
、
そ
れ
で

は
こ
れ
か
ら
ど
う
せ
ね
ば
な
ら
な

い
か
を
、

必
死

に
求
め
始
め
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
思

い
当

っ
た

の
が
、
食
物

に
よ

る
病
気
治
療
法
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
し

た
。
現
代
医
学
で
尽
く
せ
る
だ
け
の
こ
と

を
努
力
し
て
、
そ
れ
で
見
放
さ

・
れ
ｔ

の
で

す
か
ら
、
も
う
現
代
医
学

に
頼
る
気
が
し

ま
せ
ん
。
な
ん
と
か
別

の
方
法
は
な

い
も

の
か
と

い
う
心

の
動
き
と
な
る

の
は
、
し

ぜ
ん

の
流
れ
だ

っ
た

の
で
し
ょ
う
。
食
物
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に
よ
る
病
気
治
療
と

い
う
こ
と
に
気
づ
か

せ
て
い
た
だ
け
た

の
に
は
、

つ
ぎ

の
よ
う

な

い
き
さ

つ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
娘

の
生
ま
れ
る
ち

ょ
う
ど

一

年
ほ
ど
前

の
こ
と
で
す
。
当
時

、
わ
た
く

し
の
会
社
は
、

こ
の
業
界
で
は
大
阪

で
指

折
り

の
山
本
建
材
社
と
、
わ
た
く
し
ど
も

が

メ
ー
カ
ー
の
立
場

で
、
新
商
品

の
取
引

き
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
わ
た
く
し

ど
も

の
工
場

へ
、
当
時
専
務
だ

っ
た
山
本

耕
蔵
氏
が
見
学

に
来
ら
れ
た

の
で
す
。
わ

た
く
し
は
新
商
品

の
販
売
営
業
担
当
を
し

て
い
ま
し
た

の
で
、
山
本
専
務

の
接
待

に

あ
た

っ
た
わ
け
で
す
。
彼
は
新
幹
線
列
車

の
中

で
読
む
た
め
に
、

『
健
康
と
平
和
』

（
『
正
食
』

の
前
身
名
）
と

い
う
雑
誌
を

持

っ
て
来

て
い
た

の
で
す
。
接
待

の
食
事

の
席
で
、
彼
か
ら
玄
米
食
や
食
養

の
お
話

が
出
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
代
西
洋
式
栄

養
学

の
信
奉
者

で
し
た
わ
た
く
し
は
、
彼

の
お
話
を
聞

い
て

い
て
も

、
チ
ン
プ

ン
カ

ン
プ

ン
で
、
そ

の
腹

の
中

で
は
、
そ
ん
な

栄
養
学
は
あ
る
も
ん
か
、
と
彼

の
述

べ
ら

れ
る
お
話
を
無
視
し
て
い
た

の
で
す
。
「
食

べ
も

の
で
病
気
が
治
せ
る
？
　
そ
ん
な
バ

カ
な
」

と
、
腹

の
中

で
は
そ
う
あ
ぎ
笑

っ

て
い
た

の
で
す
。
あ

の
時
、
あ
ざ
笑

っ
た

そ
の
こ
と
だ
け
が
、
わ
ず
か

に
記
憶
さ
れ

た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

彼
は
ひ
と
通
り
話
し
た
ほ
か
に
、
持
参

し
て
き
た

『
健
康
と
平
和
』
誌
を
、
わ
た

く
し
に
プ

レ
ゼ

ン
ト
し
て
帰

っ
た

の
で
す
。

娘

の
病
気

に
途
方

に
く
れ
て
み
て
、
は

じ
め
て
、
わ
た
く
し
は
、
食

べ
も

の
で
病

気
が
治

せ
る
と

い
う
こ
と
と
、
家

の
本
棚

の
ど
こ
か
に
、
山
本
氏
か
ら
頂

い
た

『
健

康
と
平
和
』
誌
が
あ
る
と

い
う

こ
と
を
思

い
出

し
た

の
で
す
。

わ
た
く
し
は
病
院
か
ら
家

全
戻
る
と
、

夢
中

で

『
健
康
と
平
和
』
誌
を
さ
が
し
出

し
ま
し
た
。

窮
す
れ
ば
通
ず

る
と

い
う
か
、

「
求
め

よ
、
さ
ら
ば
与
え
ら
れ
ん
」

で
、
必
死

に

求
め
た
お
か
げ

で
し

ょ
う
か
。
山
本
氏

の

ご
縁
を
思

い
出
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
と

い

う

の
は
、
天
啓
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

『
健
康
と
平
和

』
誌
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。

わ
た
く
し
は
す
ぐ

に
、
当
時
は
食
養
新

生
会

と

い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

の
世

界
正
食
協
会

へ
電
話
し
た

の
で
す
。
電
話

に
出
ら
れ
ま
し
た

の
が
、
ま
た
実

に
幸
運

な
こ
と

に
、
岡
田
周
三
先
生
で
し
た
。

そ

の
時

の
わ
た
く
し

の
応
対
が
ど
ん
な

有
様
だ

っ
た
か
、
わ
た
く
し
は
全
く
覚
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
無
我
夢
中

で
、

こ
ち
ら

の
言

い
た

い
こ
と
だ
け
を
勝
手
に

述

べ
た

こ
と
で
し

ょ
う
。
娘
ど
こ
ろ
か
、

わ
た
く
し
自
身

の
方
が
は
る
か
に
重
症

の

傲
慢
な
、
要
領
を
得
ぬ
、
失
礼
な
応
対
だ

っ
た

で
し
ょ
う
。

そ
れ

に
対
し
て
、
．岡
田
先
生
は
玄
米
乳

粉
を

、
そ
の
作

り
方
、

の
ま
せ
方

の
ポ
イ

ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ

っ

た

の
で
す
。

玄
米
ミ
ル
ク
に

救

わ

れ

る

妻
は
わ
た
く
し
よ
り
真
剣
で
す
。
す
ぐ

に
お
米
屋
さ
ん
か
ら
玄
米
を
買

っ
て
き
て
、

玄
米

の
お
か
ゆ
を

こ
し
ら
え
、
そ
れ
を
さ

ら

に
薄
め
て
濾
し
て
ミ
ル
ク
状

に
し
ま
し

た
。
そ
し
て
哺
乳
ビ

ン
に
入
れ
て
、
娘

の

口
に
含
ま
せ
た

の
で
す
。

こ
の
頃

の
娘
は
、
も
う
ど
ん
な
も

の
を

口
に
含
ま
せ
よ
う
と
し
て
も
、
乳
首
を
近

づ
け
る
と
哺
乳
ビ

ン
の
中

の
も

の
の

ニ
オ

イ
か
何
か
で
反
応
す
る
の
か
、
口
を
く

い

し
ば

っ
て
乳
首
を
拒
絶
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
が
ど
う
で
し

ょ
う
。
妻
は
、
お
そ

る
お
そ
る
、
玄
米
ミ
ル
ク
を
入
れ
た
乳
首

を
娘

の
口
に
近
づ
け
ま
す
。娘

の
表
情

に
、

い
ま
ま
で
の
よ
う
な
不
快
と
苦
痛
を
訴
え

る
、
わ
た
く
し
た
ち

に
と

っ
て
は
恐
怖

の

表
情
と
な

っ
て
い
た
、
あ

の
表
情
と
な
ら

な

い
の
で
す
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
や
や
様

子
を

う
か
が

っ
て
か
ら
、
乳
首

に
吸

い
つ

く
よ
う

に
口
を
動
か
し
始
め
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ

の
頃

の
娘

に
は
、
丈
夫
で

元
気
な
赤
ち

ゃ
ん
が
示
す
、
あ

の
む
さ
ぼ

り

つ
い
て
ゆ
く
よ
う
な
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

無
理
に
で
も
注
入
し
て
や
ら
な
く

て
は
、

飲
み
こ
む
力
が
失
せ
て
し
ま

っ
て
い
る
よ

う
な
状
態
な

の
で
す
。
か
と

い

っ
て
、
無

理
に
注
ぎ
込
も
う
も

の
な
ら
、
そ
の
次

の

瞬
間
に
は
、
ど

こ
に
そ

の
力
が
あ
る

の
か

と
思
わ
れ
る
拒
否
反
応

で
、
注
入
し
た
も

の
を
三
倍
―
五
倍

に
し
て
、
吐
き
出
し
て

く
る

の
で
す
。

し
か
し
玄
米

ミ
ル
ク
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

娘
は
数
滴

の
少
量
し
か
呑
み
こ
め
な

い
の

で
す
が
、
十
分
た
ち
、
二
十
分
、
三
十
分

た

っ
て
も
吐
き
出
し
ま
せ
ん
。
こ
の
時

の

わ
た
く
し
た
ち

の
嬉
し
さ

っ
た
ら
、
文

字

で
は
上

手
に
表
現
で
き
ま
せ
ん
。
驚
喜
と

い
っ
た
ら
よ

い
の
で
し

ょ
う
か
。
ほ

っ
と

し
て
、
全
身

の
力
が
抜
け
る
よ
う
な
嬉
し

さ
で
す
。
そ
れ
と
同
時

に
、
す
ぐ

に
疑
問

が
わ

い
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
玄
米
ミ
ル
ク

は
吐
か
な

い
か
、
と

い
う
疑
間
で
す
。

最
初

の
三
日
間
ほ
ど
は
、

の
み
こ
ん
だ

と

い

っ
て
も
、
ほ
ん

の
少
量

に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
少
量

に
す
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
け

っ
し
て
吐
き
出
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
な

に

よ
り
あ
り
が
た
か

つ
た

こ
と
で
し
た
。
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こ
う
し
て
玄
米

ミ
ル
ク
が
お
な
か

に
落

ち

つ
く
よ
う

に
な

っ
て
、
次
第

に
飲
む
量

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
娘

の
か
ら
だ

に
も
、

表
情
に
も
、
生
気
が
戻
り

つ
つ
あ
る
の
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

お
塩
を
ち
ょ

っ
ぴ
り
加
え
た
だ
け

の
玄

米
ミ
ル
ク
、
そ
れ
が
娘

の
生
命
を
救

っ
て

く
だ
さ

っ
た

の
で
す
。

そ
の
頃
は
、
わ
た
く
し
た
ち
は
正
食
料

理
法
も
、
食
養
も
、
Ｐ
Ｕ
も
、
な

に
も
知

り
ま
せ
ん
。
娘
が
元
気

に
な
る

の
を
見

つ

め
な
が
ら
、
か
け
こ
み
の
玄
米
食
勉
強
で

す
か
ら
、
食
養
療
法

の
微
妙
な
サ
ジ
加
減

や
応
急
手
当

て
を
上

手
に
で
き
ま
せ
ん
。

そ

の
た
め
、
娘
を

一
日
も
早
く
丈
夫

に
し

た

い
ば
か
り
に
、
玄
米

ミ
ル
ク
の
味

つ
け

の
塩

の
量
を
、
や
や
多
く
与
え
す
ぎ

て
し

ま

い
ま
し
た
。
毎
度
、
塩
を
加
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
た
ま
、
ほ
ん

の
チ

ョ

ッ
ピ

リ
入
れ
る
程
度
で
、
味
な
ど
感
じ
ら

れ
な
く

て
よ
か

っ
た

で
し
ょ
う
。
塩
加
減

は
唯

一
の
失
敗

で
し
た
。
だ
か
ら
と

い
っ

て
、
そ
の
た
め

の
反
応
や
症
状
が
す
ぐ

に

出
た
と

い
う
の
で
は
な

い
の
で
す
が
、
成

長
期

の
過
程

に
、
そ

の
た
め
で
は
な

い
か

と
思
わ
れ
る
心
あ
た
り
が
後

に
な

っ
て
出

て
く
る
の
で
す
。

し
か
し
、

い
ず
れ

に
せ
よ
、
玄
米

の
お

か
げ

で
、
娘
は
救
わ
れ
た

の
で
す
。
赤
ち

ゃ
ん
時
代

の
、
玄
米

ミ
ル
ク
の
塩
加
減

の

た
め
に
、
や
や
チ
ビ

ッ
コ
の
発
育

で
す
が
、

い
ま
は
中
学
一一一年
生
と
な
り
、
元
気

に
ク

ラ
ブ
活
動

の
ス
ポ

ー

ツ
に
専
心
し

て
い
ま

キツ
。先

天

性

代

謝

異

常

の

原

因

最
近
、
先
天
性
代
謝
異
常
児

の
出
生
増

加
が
小
児
医
学
界
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
は
医
学
者

で
は
な

い
の
で
上

手

に
専
門
的

に
表
現
で
き
ま

せ
ん
が
、
先
天

性
代
謝
異
常
と

い
う

の
は
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
代
謝
能
力
や
代
謝
機
能
が
不
順
不
調

で
、
正
常
な
生
活
能
力
を
欠

い
て
い
る
症

状
を

い
う
の
で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
わ
た
く
し

の
娘
は
、

こ
の
代
謝

異
常

の
ハ
シ
リ
だ

っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

い
ま

で
は
、
も
う
十
四
、
五
年
前

の

こ
と
と
な
り
ま
す
か
ら
、
当
時
と
し
て
は
、

医
学
界
と
し
て
も
そ
の
例
症
が
少
な
か

っ

た

の
か
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
、
原
因

も
治
療
法
も
不
明
だ

っ
た

の
で
し

ょ
う
。

い
ま
、
わ
た
く
し
は
、
先
天
性
代
謝
異
常

症
と

い
う
表
現
を

き

い
て
、
ビ

ー
ン
と
感

じ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
す
。

先
天
性
代
謝
異
常
を
病
気
と
称
し
て
よ

い
か
ど
う
か
、
適
切
な
表
現
で
は
な

い
と

思

い
ま
す
が
、　
一
応
病
気
と
呼
ぶ

こ
と
に

し
ま
す
。
そ
れ
と
、
わ
た
く
し
の
娘

の
病

気
が
、
ま
ち
が

い
な
く
先
天
性
代
謝
異
常

だ

っ
た
と
決
め
る
こ
と
も

で
き
な

い
の
で

す
が
、
わ
た
く
し

の
観
察
し
て
い
た
範
囲

で
は
、
そ
の
よ
う
に
思
え
ま
す

の
で
、
娘

の
病
気

の
メ
カ

ニ
ズ

ム
に

つ
い
て
考
察
し

た

こ
と
を
記
し
て
み
た

い
と
存
じ
ま
す
。

そ
し

て
、
わ
た
く
し
た
ち

の
体
験
が
、
似

た
よ
う
な
症
状

の
赤
ち
ゃ
ん
や
ご
両
親

に
、

な

に
が
し
か

の
参
考

に
な
れ
ば
嬉
し

い
こ

と
で
す
。

す
で
に
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、
わ
た
く

し
も
妻
も
、
大

の
西
洋
医

学
、
西
洋
栄
養

学

の
信
奉
者
、
盲
信
者

で
し
た
。
わ
た
く

し
は
虚
弱
体
質

で
し
た

の
で
、
薬

の
大

フ

ァ
ン
で
し
た
。
中
学
生

の
後
半
頃
か
ら
、

何
か
し
ら

の
薬
物
を

手
か
ら
離
し
た

こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

妻

の
方
は
、
わ
た
く
し
と
は
ち
が

っ
て
、

健
康

で
丈
夫
な
お
か
げ

で
薬
と
は
縁
は
な

か

っ
た

の
で
す
が
、
栄
養

に
は
や
か
ま
し

い
育
ち

で
し
た
。
で
す
か
ら
、

こ
の
二
人

が
夫
婦
と
な

っ
た

の
は
西
洋
薬
学
と
西
洋

栄
養
学
が

一
体
化
し
た
よ
う
な
も

の
だ

っ

た

の
で
す
。
わ
た
く
し
は
、
栄
養
食
と
称

さ
れ
る
食
事
を

豊
富
に
食

べ
た
上

に
栄
養

剤
を

の
み
、
妻
は
従
来

の
栄
養
あ
る
食
事

に
加
え
て
薬
物
を
も

の
む
よ
う
に
な

っ
た

の
で
す
。
そ
う
す
る
日
常
生
活
が
、
近
代

的
な
洋
式
な
生
活
だ
と
思

い
こ
ん
で

い
た

の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
わ
た
く
し
た
ち

の
生
活

の
間
違

い
を
、
娘
は
身

の
生
死
を
賭
け
て
、

わ
た
く
し
た
ち

に
知
ら
し
め
て
く
れ
た

の

で
す
。

新
生
児

の
先
天
性
代
謝
異
常
は
、
両
親

の
生
活

の
誤
り
の
表
現
で
あ
る
、
と
言
え

主
Ｉ
し
ょ
う
。

わ
た
く
し
た
ち

の
場
合

、
娘

の
代
謝
異

常
は
、
明
ら
か

に
わ
だ
く
し
と
妻

の
化
学

薬
品

の
の
み
す
ぎ

に
よ

る
の
で
す
。
妻
は
、

も
と
も
と
薬
物

は
大
嫌

い
で
縁

の
な

い
生

活
を
し

て
い
た

の
で
す
が
、
わ
た
く
し
と

結
婚
し

て
の
影
響

で
、
娘
を
妊
娠
す
る
と

ビ

タ
ミ
ン
剤
等
を
服
用
し
は
じ
め
て
し
ま

っ
た

の
で
す
。
妻
は
、
大
変
健
康
な
体
質

だ

っ
た
だ
け
に
、
薬

の
効
果
は
実
に
顕
著

で
す
。
娘
を
妊
娠
し
た
た
め
に
服
用
し
た

つ
わ
り
止
め
や
、
顔

に
出

る
シ
ミ
を
予
防

し
た

い
と
思

っ
て
服
用
し
た
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ

剤
等
、

こ
れ
ら
が

ス
ト
レ
ー
ト
に
胎
児
を

狂
わ
す
原
因
と
な
る

の
は
明
ら
か
で
す
。

妻
は
化
学
薬
品
を
平
生
常
用
し

て
い
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

こ
の

程
度

の
子
供

へ
の
影
響

で
済
ん
だ

の
か
し

れ
ま
せ
ん
。
も

っ
と
多
量

に
、
も

っ
と
劇

薬
を
服
用
し
て
い
た
な
ら
、

ア
メ
リ
カ
環
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境
衛
生
学
者

の
ゴ
ー
ド

ン

・
パ
ー
ク
氏
の

指
摘
通
り
、

「
日
本

で
生
ま
れ
る
赤
ん
坊

の
二
十
パ
ー
セ

ン
ト
は
奇
形

に
な
る
だ
ろ

う
」

の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の

一
員

に
娘
を

し

て
し
ま

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

わ
た
く
し
は
長
年

に
わ
た

っ
て
薬
物
を

常
用
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
関
節
や
首
筋

の
硬
化
が
、
同
年
輩

の
普
通

の
ひ
と

に
く

ら
べ
る
と
、
か
な
り
進
行
し
て
い
ま
し
た
。

化
学
物
質
は
首
か
ら
頭
部

に
侵
入
し

て
沈

着
す
る
傾
向
を
も

つ
よ
う
で
す
。
わ
た
く

し
た
ち

の
本
能
は
、
不
純
物
を
脳
細
胞

に

入
れ
た
く
な

い
た
め
に
、
首
を
関
所
と
し

て
化
学
物
質

の
侵
入
を
防
ぐ
よ
う

で
す
。

そ

の
た
め
に
、
長
年

に
わ
た

っ
て
薬
物
類

や
化
学
製
品
を
常
用
し

て
い
る
ひ
と

の
首

筋
は
、
そ
れ
ら
が
細
胞
組
織
に
沈
着
し
て
、

鉄
板
を

ハ
メ
こ
ん
だ
よ
う

に
硬
く
な

っ
て

し
ま

い
ま
す
。

娘
も
わ
た
く
し
も
、
玄
米
食

の
お
か
げ

で
、
首
筋
を
硬
化
さ
せ
て
き
た
不
純
物

の

排
除
を
す
る
こ
と
が

で
き
て
き
て
い
ま
す
。

玄
米
食

の
威
力
は
驚
く
ば
か
り
で
す
。

最
近
、

「
妊
娠
し
た
ら
薬

に
ご
注
意
」

と
叫
ば
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
薬
は
奇
形

児
を

つ
く
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
精
薄
児

や
さ
ま
ざ
ま

の
障
害
児
を

つ
く
り
ま
す
。

妊
娠
し
た
ら
薬

に
ご
注
意
、
は
申
す
ま
で

も
な
く
、
妊
娠
す
る
ず

っ
と
以
前
か
ら
薬

は
ご
注
意
す
べ
き
で
す
。
青
年
男
女
は
、

い
か
な
る
薬

に
も
縁

の
な

い
生
活
を
し

て
、

結
婚

に
備
え
な
く

て
は

い
け
な

い
と
言

っ

た
方
が
よ

い
で
し
よ
う
ｏ

母
乳
不
足
の
原
因

は
栄
養
過
剰
？

生
後
三
カ
月

の
娘
が
、
生
死
を
賭
け
て

吐
き
に
吐
き
続
け
、
ケ
イ

レ
ン
を
も

っ
て

薬
物
や
化
学
製
品
を
拒
否
し
た

の
は
、
人

工
の
不
純
物
を
排
除
し
拒
絶
す
る
崇
高
な

る
本
能

の
反
応
だ

っ
た

の
で
す
。

そ
れ
に
、

い
ま
ひ
と

つ
、
わ
た
く
し
た

ち

の
愚
か
さ
を
記
し
ま
し

ょ
う
。

長
男

の
時
は
か
な
り
出
た
母
乳
が
、
長

女

の
時

は
ほ
と
ん
ど
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
娘

の
発
育
が
思
わ
し

く
な
か

っ
た

の
で
、
せ
め
て
母
乳
だ
け
で

も
十
分

に
あ
げ
ら
れ
れ
ば
ど
ん
な

に
助
か

る
か
し
れ
な

い
と
、
母
乳

の
出

の
悪

い
の

を
情
け
な
く
思

っ
た
も

の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
母
乳

の
出
が
悪

い
の
に
は
、
そ
れ
な

り

の
道
理
な

の
で
す
。

豊
富
な
十
分
な
栄
養
を
摂
ら
な
く
て
は
、

十
分
な
母
乳
は
出
な

い
と
考
え
た
が
る
の

が
常
識

で
す
。
現
に
病
院
や
お
医
者
さ
ま

は
、
妊
婦

に
は
も
と
よ
り
、
ほ
と
ん
ど

の

病
人
に
対
し
て
も
、
十
分
栄
養
を
摂
ら
な

く

て
は

い
け
な

い
と
助
言
し
、
指
導
し

て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
ら
か

の
訴
え
を
し

よ
う
も

の
な
ら
、
必
ず
何
ら
か

の
化
学
薬

品
や
栄
養
剤
を
与
え
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
そ

の
典
型
的
信
者

で
し
た
。
そ

の
結
果
が
、
母
乳

の
出
が
悪

い
の
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
食
生
活

の
間
違

い
に

気

づ
い
て
の
ち
、
質
素

で
簡
素
な
玄
米
食

に
な

っ
て
、
妻

の
母
乳

の
出

は
正
常
に
な

り
ま
し
た
。

お
か
し
な

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
お
か

し
く
、
不
思
議

に
思
う

の
は
、
わ
た
く
し

た
ち

の
常
識
が
狂

っ
て
間
違

っ
て

い
た
か

ら

に
す
ぎ
な

い
の
で
す
。
桜
沢
先
生
は
、

無
知
ほ
ど
大

き
な
罪
は
な

い
と
申
し

て
い

ま
す
。
真
理
、
宇
宙

の
秩
序

に
無
知
な

こ

と
ほ
ど
大

き
な
犯
罪
は
な

い
こ
と
が
、
よ

く
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
ま

っ
た
く
宇
宙

の

秩
序
か
ら
は
ず
れ
た
生
活
を
、
そ
れ
が
正

し
く
唯

一
の
も

の
と
信
奉
し

て
い
た

の
で

す
。
宇
宙

の
秩
序
な
る
も

の
を

知
ら
な
か

っ
た

の
で
す
。

最
近
、
「
栄
養
過
剰
が
母
乳
を
止
め
る
」

と

い
う
説
が
泉
谷
希
光
教
授

（共
立
女
子

大
学
栄
養
食
品
研
究
所

）
に
よ

っ
て
発
表

さ
れ

て
い
ま
す
。
フ
過
栄
養

″
が
、
母
乳

分
泌
機
能
低
下

の
大

き
な
原
因

の

一
つ
で

は
な

い
か
」
と
、
ま
だ
確
信
あ
る
発
表

で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
を
考
察
し
て
み
て
、
赤
ち

ゃ
ん

に
与
え
て
は
な
ら
な

い
よ
う
な
母
乳

し
か

つ
く
れ
な

い
母
親
は
、
必
然
的
に
分
泌
が

止
め
ら
れ

て
し
ま
う
と

い
う
、

こ
れ
は
自

然

の
摂
理
な

の
で
す
。
母
体

の
本
能
な

の

で
す
。
で
す
か
ら
、
宇
宙

の
秩
序

に
そ
う

生
活
を
し
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
胎
児
も
赤

ち

ゃ
ん
も
難
な
く
正
常

に
発
育
す
る
も

の

で
あ
り
、
母
乳
も
正
常

に
出

る
も

の
な

の

で
す
。

そ
れ
で
は
、
宇
宙

の
秩
序

に
そ

っ
た
生

活
と
は
ど
ん
な
生
活
な

の
で
し
ょ
う
か
。

桜
沢
如

一
先
生
は
、
そ
れ
を
、
真
生
活

法
と
し

て
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
す

べ
て
を
、
娘

は
わ
た
く
し
た

ち
に
教
え
て
く
れ
た

の
で
す
。
何
と
も
あ

り
が
た

い
こ
と
で
す
ｏ
わ
た
く
し
た
ち
は
、

娘

の
生
命
を
救

っ
て
く
だ
さ

っ
た
さ
ま
ざ

ま

の
恵

み
と
、
そ
れ
を
与
え
て
く
だ
さ

っ

た
沢
山

の
ひ
と
た
ち
や
触
れ
合

い
を
、
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
わ

た
く
し
は
、
玄
米
正
食
と
無
双
原
理

（
Ｐ

Ｕ
）
を

一
人
で
も
多
く

の
ひ
と

に
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
く
、
微
力
な
が
ら

つ
と
め

た

い
と
心
が
け
て
い
る
次
第

で
す
。

（
５４

・
７

・
３０
）
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読
者
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、

私
た
ち
行
進
団
も
力
強
く
歩
み
続
け
、
東
北

で
梅
雨
前
線
を
切
り
抜
け
、
千
五
百
キ
ロ
、

ニ
カ
月
半
か
け
て
、
七
月
二
十

一
日
、
予
定

通
り
東
京
に
到
着
し
ま
し
た
。

途
中
、
各
地
で
素
晴
ら
し
い
仲
間
た
ち
と

出
会
い
、
交
流
を
深
め
、
楽
し
く
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東

京
滞
在
中
に
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
通
信

５
号
も
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
２０
日
現
在
、
行
進
団
は
残
暑
厳
し
い

伊
豆
大
島
の
塩
造
リ
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。

《
有
機
農
業
と
の
出
合
い
》

無
農
薬
の
リ
ン
ゴ
園
と
鯉
の
養
殖
場
を
経

営
す
る
、
十
和
田
市
の
中
野
渡
さ
ん
の
農
場

で
、
僕
は
行
進
団
と
合
流
し
ま
し
た
。
行
進

団
は
、
こ
こ
が
初
め
て
の
援
農
で
、
日
焼
け

し
た
体
で
リ
ン
ゴ
園
の
手
伝

い
を
し
て
い
る

ひ
と
り
ひ
と
り
の
顔
が
、
す
が
す
が
し
く
目

に
映
り
ま
し
た
。
中
野
渡
さ
ん
の
案
内
で
、

有
機
農
法
の
リ
ン
ゴ
園
と
鯉
の
養
殖
場
、
ミ

ミ
ズ
を
利
用
し
た
堆
肥
造
り
を
見
せ
て
も
ら

い
、
初
め
て
リ
ン
ゴ
の
木
に
さ
わ
り
、
皆
で

摘
果
作
業
を
し
ま
し
た
。

こ
の
時
か
ら
、
有
機
農
業
に
つ
い
て
大

い

に
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
多

く
の
農
場
を
訪
れ
、
農
作
業
を
手
伝

い
、
交

流
す
る
な
か
で
、
有
機
農
法
、
農
薬
の
害
に

関
し
て
、
知
識
、
理
解
を
深
め
つ
つ
あ
り
ま

す
。

（
自
給
自
足
を
め
ざ
し
て
》

福
島
の
猿
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
山
の
奥
深

い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
け
も
の
道
の
よ
う
な
笹

の
繁
み
を
か
き
分
け
て
進
ん
だ
と
こ
ろ
の
小

さ
な
盆
地
に
あ
り
ま
す
。
四
方
を
山
に
囲
ま

れ
、
間
こ
え
る
の
は
川
の
流
れ
と
、
鳥
の
鳴

く
声
だ
け
。

狽
の
住
人
、
マ
サ
イ
さ
ん
は
言
い
ま
し
た
。

「
機
械
化
と
農
薬
は
同
じ
こ
と
だ
よ

」

自
給
自
足
を
め
ざ
し
、
自
然
農
法
を
実
践

し
て
い
る
青
年
で
す
。
僕
た
ち
は
、
豊
か
に

実

っ
た
ラ
イ
麦
畑
の
麦
刈
り
と
、
梅
落
と
し

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
自
分
た
ち
で
収
穫
し
た
麦
を
石
臼
で

粉
に
ひ
き
、
パ
ン
を
焼
き
ま
し
た
。
や

っ
ぱ

り
違
う
、
こ
の
う
ま
さ
″

《
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
》

福
島
の

「
自
然
食
を
食
べ
て
健
康
に
な
る

〈
ご
か
ら
交
流
会
に
参
加
し
た
吉
田
さ
ん
は
、

有
機
農
法
を
長
年
実
践
し
て
い
ま
す
。
行
進

団
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
質
問
に
答
え
て
い
た

彼
が
、

「
見
て
も
ら
う
の
が

一
番
い
い
ん
だ
が
」

と
言
う
の
で
、

「
よ
し
行
こ
う
〃
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
稲
作
を
中
心
に
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
碁
盤
目
に
植
え
ら
れ

た
苗
は
、
隣
の
田
の
農
薬
を
使

っ
て
い
る
苗

に
比
べ
る
と
、
株
の
大
き
さ
で
は
見
劣
り
す

る
が
、
苗
の
緑
に
は
、
生
命
力
の
強
さ
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
苗
を
少
な
く
植
え
て
も
、

収
穫
期
に
は
他
の
田
に
劣
ら
な
い
収
穫
高
が

あ
る
と
い
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
説
明
を
う
け
る
な
か
で
、
自

然
の
摂
理
を
守
る
、
と
い
う
こ
と
が
本
物
を

作
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
を
手
伝

っ
た
後
で
、
帰
り
に
頂
い

た
た
く
さ
ん
の
玉
葱
は
、　
一
カ
月
近
く
行
進

団
の
味
噌
汁
の
実
に
な
り
ま
し
た
。

《
開
墾
作
業
》

茨
城
県
■
覇
農
場
の
野
原
さ
ん
の
農
場
は
、

東
京
の
西
荻
窪
に
あ
る
無
農
薬
野
菜
の
人
百

屋
、
ナ
モ
商
会
の
協
同
経
営
体
に
よ
る
新
し

い
開
墾
地
で
、
私
た
ち
が
着
い
た
時
に
は
、

６
人
の
青
年
達
が
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
を
使
い
、
松
の
木
を
伐
採
し
て
い
ま
し

た
。
行
進
団
に
当
て
ら
れ
た
仕
事
は
、
切
ら

れ
た
松
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
、
久
し
ぶ
り

の
力
仕
事
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
重
い
パ
ッ
ク

パ

ッ
ク
を
背
負

っ
て
歩
い
て
来
た
の
で
、
太

い
丸
太
も
何
と
か
か
つ
ぎ
き
り
、
積
み
上
げ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
丸
太
で

一
軒
の
家
が

建

つ
こ
と
を
考
え
る
と
、
僕
も
自
分
の
家
を

造

っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
出
会

っ
て
き
た
有
機
農
家
は
べ

テ
ラ
ン
が
多
か
つ
た
が
、
玉
造
農
場
は
、
若

い
人
た
ち
が
自
ら
の
手
で
こ
れ
か
ら
切
り
開

い
て
ゆ
く
地
な
の
で
、
こ
う
い
う
所
が
行
進

の
コ
ー
ス
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
幸
福
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

本
を
伐
採
し
、
家
を
建
て
、
畑
を
造
り
、

生
産
し
、
流
通
を
図
る
、
農
業
の

一
連
の
行

程
を
手
伝
い
な
が
ら
見
て
来
ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る
人
々
は
、
未
来
ヘ

の
明
る
い
展
望
を
持
ち
、
本
物
の
食
物
作
り

に
大
き
な
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

出
会

っ
た
情
熱
あ
ふ
れ
る
人
々
は
、
年
輩
の

人
も
青
年
た
ち
も
、
気
軽
に
話
せ
る
明
る
い

人
た
ち
で
し
た
。

《
行
進
に
お
い
で
″
》

歩
い
て
い
る
と
、
苦
し
い
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
る
け
れ
ど
、
楽
し
い
こ
と
も
多
く
、
生

き
て
い
る
こ
と
の
本
当
の
喜
び
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
雨
の
日
も
風
の
日
も
、
そ
し

て
も
ち
ろ
ん
、
晴
れ
た
日
も
、
歩
く
楽
し
さ

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
が
新
し
い
姿
で
僕

の
前
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
感
動
は
、
歩
く
こ
と
に
よ

っ
て
あ
な
た
に

も
き

っ
と
訪
れ
る
で
し
ょ
う
。　
一
緒
に
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
″

沖
縄
県
か
ら
行
進
に
参
加

前
里
朝
次
郎

-40-―



〓
れ
ふ

峰
　
　
　
　
¨

ヽ
鴇

夕■` 1摯



連載第 12
桜 沢 如一 著

■前号 (8・ 9月 合併号)よ りつづく。

第
十
二
章
　
柔
道
と
キ
リ
ス
ト

イ
エ
ス
は
柔
道
の
大
巨
匠
の

一
人
で
あ
る
。

イ
エ
ス
は
自
分
よ
り
は
る
か
に
強
力
な
何
千
も
の
敵
に
攻
撃
さ
れ
た
。
し
か
し
、
イ
エ
ス
は
こ
れ
ら
の
敵
を
打

ち
負
か
し
、
勝
利
は
千
九
百
年
以
上
続
い
て
い
る
…
…
。
パ
リ
サ
イ
人
や
ユ
ダ
ヤ
律
法
士
、
異
教
徒
、
イ
エ
ス
の

死
後
生
れ
た
す
べ
て
の
者
も
、
ま
む
し
の
種
族
で
イ
エ
ス
を
理
解
し
な
い
と
は
い
え
、
心
か
ら
イ
エ
ス
に
敬
服
し

て
い
る
。

イ
エ
ス
は
力
と
い
う
も
の
を
決
し
て
用
い
な
か
っ
た
。
彼
は
自
分
を
殺
そ
う
と
す
る
敵
を
許
し
た
。
彼
は
こ
の

敵

の
力
を
用
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
敵
が
彼
を
殺
し
た
の
だ
。
し
か
し
、
千
九
百
年
を
経
た
今
日
、
こ
の
敵
は
人

民
の
審
判
の
十
字
架
に
さ
ら
さ
れ
、
罰
せ
ら
れ
て
い
る
。
イ
エ
ス
は
無
抵
抗
、
無
暴
力
、
無
努
力
に
よ
っ
て
、
す

べ
て
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
、　
と
い
う
勝
利
を
手
に
し
た
。

彼
の
敵
は
千
九
百
年
の
間
、　
不
幸
を

味
わ
い
続
け

た
。
イ
エ
ス
は
千
九
百
年
間
、
多
く
の
人
々
に
勇
気
、
歓
び
、
平
和
、
高
貴
さ
、
永
遠
、
静
け
さ
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
反
対
に
、
ィ
エ
ス
の
敵
は
、
悲
し
み
や
悔
い
、
憎
し
み
、
失
望
し
か
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

し
、
ま
た
今
も
そ
れ
し
か
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
永
遠
に
幸
福
の
楽
し
み
、
歓
び
、
平
和
、
勇
気
を
ば
ら
ま

い
た
イ
エ
ス
と
、
永
遠
に
憎
し
み
や
悔
い
、
悲
し
み
を
つ
く
り
出
し
た
イ
エ
ス
の
敵
と
、
い
っ
た
い
ど
ち
ら
が
征

服
者
だ
ろ
う
か
？
　
ィ
ェ
ス
は
完
全
な
永
遠
の
平
和
で
あ
り
、　
一
方
、
彼
の
敵
は
常
に
不
安
と
恐
怖
で
あ
る
。

「
最
高
の
方
法
と
は
、
　
一
見
、　
敗
北
の
よ
う
に
見
え
る
勝
利
を
得
る
こ
と
で
あ
る
」
と
、
孫
子
は
言

っ
た
。
こ

の
言
葉
は
ま
さ
し
く
ィ
ェ
ス
の
た
め
に
言
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

恐
怖
、
後
悔
、
憎
悪
、
悲
し
み
な
ど
は
敗
北
者
を
支
配
し
て
い
る
感
情
で
あ
る
。
歓
び
や
安
心
、
平
和
、
勇
気

を
与
え
る
も
の
こ
そ
勝
利
な
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
勝
利
は
、
と
こ
し
え
の
平
和
、
勇
気
、
愛
、
歓
び
で
、
永
遠

な
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
今
日
、
恐
怖
、
失
望
、
不
安
な
ど
の
鎖
で
つ
な
が
れ
た
不
幸
は
、
ま
む
し
の
種

族
に
端
を
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

柔
道
は
イ
エ
ス
の
道
で
あ
る
。

反
対
方
向
を
持

つ
二
つ
の
力
が
互
い
に
衝
突
す
る
時
、
争
い
を
生
じ
、
そ
れ
は
次
の
陰
陽
二
つ
の
性
質
に
よ
っ

て
発
展
す
る
。

０
　
カ
と
訓
練
に
よ
る
要
塞
の
よ
う
な
陽
性

（△
）

０
　
精
神
的
探
求
に
よ
る
適
応
性
を
つ
く
る
陰
性

（▽
）

の
二
つ
で
あ
る
。
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力
と
鍛
練
に
よ
る
要
塞
の
よ
う
な
陽
性
は
生
理
学
的
生
物
学
的
法
則
に
よ
っ
て
非
常
に
大
き
な
制
限
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
精
神
探
求
に
よ
る
戦
法
の
方
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
伸
び
る
。
こ
れ
は
二
つ
の
新
し
い
方
向
に

分
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

四
　
武
器
の
発
明

（△
）

回
　
戦
略

（
▽
）

の
二
つ
で
あ
る
。

武
器
は
簡
単
な
棒
切
れ
や
石
こ
ろ
か
ら
火
器

（
▲
）
に
至
る
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
の
中
で
最
も
新
し
い
も

の
が
原
子
爆
弾
で
あ
る
。
武
器
と
い
う
も
の
は
す
べ
て
暴
力
の
探
求
に
ほ
か
な
ら
な
い

（△
↓
▲
）
。

戦
略
は
二
つ
の
新
し
い
方
向
に
発
展
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、

Ｂ
．

（△
）

Ｂ
２

（▽
）

戦
略
Ｂ
．
は
、
単
純
な
術
策
か
ら
レ
ー
ニ
ン
の
よ
う
な
複
雑
極
ま
る
戦
略
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
展
開
し
て
い
く
。

戦
略
Ｂ
２
は
ヽ
は
る
か
に
精
神
的
な
も
の
で
あ
り
、
日
に
見
え
な
い
も
の
で
、
ス
パ
イ
か
ら
始
ま
っ
て
、
孫
子
の

よ
う
な
哲
学
的
戦
略
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。
孫
子
の
兵
法
は
柔
道
、
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
合
気
道
で
、
い
ま

な
お

発
展
し
て
い
る
し
、　
こ
の
合
気
道
の
窮
極
の
形
が

イ
エ
ス

。
キ
リ
ス
ト
の
戦
略
な
の
で
あ
る
。　
こ
の
意
味

で
、
合
気
道
は
諸
君
を
生
命
の
国
、
神
の
国
、
す
な
わ
ち
自
由
と
平
和
の
大
宇
宙
国
に
導
く
も
う

一
つ
の
狭
き
門

な
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
名
の
狭
き
門
か
ら
入
る
と
か
、
あ
る
い
は
他
の
狭
き
門
か
ら
入
る
に
は
、
そ
れ
が
何
で
あ

る
の
か
よ
く
理
解
し
、
そ
れ
を
実
行
し
、
何
よ
り
も
ま
ず
諸
君
の
内
体
的
適
応
能
力
を
発
達
さ
せ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
だ
か
ら
、
多
く
の
者
は
狭
き
門
よ
り
入
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
見

つ
け
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
彼
ら
は
見

る
眼
、
聞
い
た
り
理
解
す
る
耳
を
用
い
る
す
べ
を
知
ら
な
い
の
だ
。
で
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
理
解

力
や
理
性
、
記
憶
、
判
断
力
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
か
。

も
し
諸
君
が
本
能
と
い
う
驚
く
べ
き
性
質
の
こ
れ
ら
適
応
能
力
や
理
解
力
、
理
性
、
記
憶
、
判
断
力
を
持
た
な

い
と
し
た
ら
、
諸
君
は
体
質
の
再
建
を
図
れ
ば
い
い
の
だ
。
そ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
す
べ
て
は
不
可
能
で
あ
る
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
言

っ
た
。

『
も
し
、　
か
ら
し
種

一
粒
ほ
ど
の
信
仰
が
あ
る
な
ら
、　
こ
の
山
に
向

っ
て

「
こ
こ
か
ら
あ
そ
こ
に
移
れ
」
と
言
え

ば
移
る
で
あ
ろ
う
』

こ
こ
で
、
私
は
、
東
洋
に
生
ま
れ
た
人
間
の

一
人
と
し
て
、
幸
い
に
も
文
明
精
神
あ
る
い
は
西
洋
精
神
に
ま
だ

触
れ
て
い
な
い

一
未
開
人
と
し
て
、
東
洋
未
開
精
神
流
に
こ
の

「
信
」
と
い
う
言
葉
を
諸
君
に
解
説
す
る
こ
と
は

日
本
Ｃ
ｉ
協
会
新
刊

＊
カ
レ
ル
『
ｎ八
　
一聞
］』
よ
り

●
生
活
様
式
の
激
し
い
変
化
が
、
家
族
的
、
社
会
的
な
単
位

を
崩
壊
せ
し
め
、
そ
の
個
性
や
独
特
の
伝
統
を
失
わ
し
め
た

の
で
あ
る
。
真
の
教
養
な
る
も
の
は
、
も
は
や
ど
こ
に
も
見

ら
れ
な
い
。
新
聞
や
ラ
ジ
オ
や
映
画
の
恐
ろ
し
い
洪
水
は
、

こ
の
社
会
の
知
識
階
級
を

一
等
低
い
レ
ベ
ル
に
切
り
下
げ
て

し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
は
こ
と
に
各
個
人
の
家
庭
に
、

大
衆
を
喜
ば
す
よ
う
な
俗
悪
な
も
の
を
送
り
込
む
。
大
学
や

専
門
学
校
で
は
優
れ
た
講
義
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
世
間
に

は
ま
す
ま
す
無
知
、
愚
鈍
が
広
ま

っ
て
い
る
。

こ
の
愚
鈍
さ
が
し
ば
し
ば
高
度
な
科
学
的
知
識
と
同
居
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
小

・
中
学
生
や
大
学
生
が
、
ラ
ジ
オ
や

お
な
じ
み
の
映
画
の
ば
か
ば
か
し
い
内
容
に
う
つ
つ
を
ぬ
か

し
て
い
る
。
現
代
の
社
会
の
環
境
は
、
知
能
の
発
達
を
助
け

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
か
え

っ
て
そ
れ
を
阻
害
し
て
い
る
傾

き
が
あ
る
の
で
あ
る
。

●
今
こ
そ
人
間
革
新
の
大
業
に
着
手
す
べ
き
時
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
奮
起
し
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ

わ
れ
を
盲
目
的
な
機
械
主
義

・
技
術
主
義
か
ら
解
放
さ
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
あ
ら
ゆ
る
潜
ん
だ
能
力
の
そ
の

複
雑
と
豊
富
さ
を
、
十
分
に
実
現
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

生
命
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
わ
れ
わ
れ
の
目
的
が
何
で
あ
る

か
を
指
示
し
、
そ
れ
に
達
す
べ
き
た
め
の
手
段
を
わ
れ
わ
れ

の
手
中

へ
握
ら
せ
て
い
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
、
無

生
物
質
の
諸
科
学
が
、
わ
れ
わ
れ
の
本
質
に
関
す
る
法
則
を

無
視
し
て
建
て
た
世
界
の
中
に
陥
り
こ
ん
で
い
る
。
そ
の
世

界
は
わ
れ
わ
れ
の
い
る
べ
き
世
界
で
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ

-43-



大
き
な
歓
び
で
あ
る
。

実
に
、
「
信
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
未
開
精
神
に
よ
れ
ば
、
「
幸
せ
な
幼
な
子
」
の
精
神
を
意
味
す
る
の
だ
。

合
未
開
人
精
神
」
と
は
法
律
も
道
徳
も
全
く
な
い
天
国
以
外
の
何
物
で
も
な
い
）
「
尊
敬
」
と
か

「
貞
潔
」
と
か

「
人
間
」
「
自
由
」
な
ど
、
は
じ
め
の
何
章
か
で
提
案
し
た
最
も
基
本
的
、
最
も
重
大
な
ニ
ダ
ー
ス
ば
か
り
の
言
葉

の
よ
う
に
、
近
代
西
欧
語
の

「
信
」
と
は
全
然
違
う
。

「
信
」
（ま
た
は
信
仰
、
ま
た
は

信
頼
）
と
い
う
西
洋
語
は

一
見
、
日
本
語
の

「
信
」
（ま
た
は
誠
）
と
正
確
に

対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
哲
学
的
意
味
と
し
て
は
全
く
反
対
で
あ
る
。
と
言
え
ば
間
違
い
だ
ろ
う

か
０
・

「
信
」
と
は
全
き
最
高
の
智
恵
で
あ
る
。

「
信
」
の
構
成
は
、
完
全
に
透
明
で
、
同
時
に
透
過
力
が
あ
る
。

「
信
」
の
外
見
は
、
最
高
に
優
美
で
、
最
高
に
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
「
信
」
は
、　
単
な
る

「
ク
レ
ド
」
で
も
な
け
れ
ば

「
盲
信
」
で
も
な
い
。　
そ
れ
は
完
全
な
る
知

恵
、
あ
る
い
は
完
全
な
認
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
科
学
と
正
反
対
の
も
の
で
は
な
い
。
本
質
的
に
は
、
そ
れ
は
正
義

ま
た
は
自
由
な
の
で
あ
る
。
外
見
は
、
愛
で
あ
り
、
喜
び
で
あ
る
。
た
と
え
話
で
、
そ
れ
を
説
明
し
て
み
よ
う
。

「
信
」
と
は
、
海
面
も
海
底
も
な
い
、　
ま
た
時
間
空
間
の
終
り
も
な
い
大
洋
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。　
し
か
し
、

す
べ
て
は
秩
序
だ

っ
て
い
る
。
無
限
大
の
速
度
で
動
い
て
い
る
よ
う
な
極
微
の
世
界
の
も
の
に
し
て
も
、
宇
宙
の

は
ず

連
帯
性
か
ら
外
れ
て
い
る
も
の
は
何

一
つ
な
い
。　
こ
の
速
度
、　
す
べ
て
の
構
成
物
が
持
つ
こ
の
超
透
明
性
の
た

め
、
大
洋
の
中
で
見
た
り
感
じ
た
り
す
る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
い
と
も
優
雅
に
踊
り
、
動
き
回
る
愛
と
歓

び
の
泡
か
ら
で
き
た
無
数
の
真
珠
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
以
外
の
何
物
で
も
な
い
の
だ
。

東
洋
の

「信
」
と
は
、　
し
た
が
っ
て
、　
個
々
の
人
間

（小
我
）
の
中
に
、　
最
大
の
個
性

（大
我
）
や
絶
対
無

限
、
す
べ
て
の
母
体
、
す
べ
て
の
活
動
の
原
動
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

一
つ
の
反
響
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
幻
の
、

な
か
を

傍
い
、　
一
個
人
と
他
の
個
人
と
の
つ
な
が
り
や
連
絡
で
は
な
い
。

お
か
し
な
こ
と
に
、
多
く
の
人
は
、
考
え
、
想
像
し
、
記
憶
の
中
に
し
ま
い
こ
む
心
と
い
う
も
の
が
、
我
々
の

脳
の
中
に
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
反
対
で
あ
る
。
我
々
の
身
体
、
こ
と
に
我
々
の
脳
は
、
ど
ん

な
電
波
で
も
自
動
的
に
と
ら
え
る
受
信
機
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
自
動
性
こ
そ
記
憶
力
、
思
考
力
、
理
解

力
、
理
性
あ
る
い
は
想
像
力
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
記
憶
、
想
像
、
思
考
、
そ
れ
に
こ
れ
ら
の
組
合
せ
で
あ

る
理
解
力
、
判
断
力
、
意
志
力
な
ど
は
、
た
だ
空
中
電
波
を
と
ら
え
る
だ
け
の
機
能
し
か
持
た
な
い
今
流
行
の
受

信
機
で
な
く
、
時
間
的
に
も
過
去
、
現
在
、
未
来
に
作
用
す
る
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
の
感
度
で
あ
る
。

れ
は
わ
れ
わ
れ
の
理
性
の
あ
や
ま
り
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
り
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
無
知
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
世
界
へ
わ
れ
わ
れ
を
適
応
さ
せ
る
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
の
な
し
得
る
と
こ
ろ
で
な
い
。
し
た
が

っ
て
わ
れ

わ
れ
は
こ
の
世
界
に
対
し
て
反
逆
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
価
値

を
変
更
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
に
適

当
な
も
の
と
し
て
整
頓
し
、
秩
序
立
て
る
で
あ
ろ
う
。
い
ま

や
科
学
は
、
わ
れ
わ
れ
を
し
て
、
自
分
の
中
に
潜
ん
で
い
る

す
べ
て
の
潜
在
能
力
を
発
展
せ
し
め
得
る
の
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
は
心
身
の
活
動
に
つ
い
て
の
秘
密
な
機
構
を
知
り
、
わ

れ
わ
れ
の
弱
さ
が
ど
こ
か
ら
く
る
か
を
知
っ
て
お
り
、
い
か

に
わ
れ
わ
れ
が
自
然
の
法
則
を
破

っ
て
き
た
か
を
知

っ
て
お

り
、
な
ぜ
罰
せ
ら
れ
て
い
る
か
、
な
ぜ
暗
間
の
中
を
さ
ま
よ

い
歩
い
て
い
る
か
を
知

っ
て
い
る
。
し
か
も
ま
た
、
わ
れ
わ

れ
は
同
時
に
、
黎
明
の
狭
霧
を
通
じ
て
救
い
へ
の
本
道
を
見

出
し
か
け
て
い
る
。

有
史
以
来
こ
こ
に
初
め
て
、　
一
つ
の
文
明
が
、
没
落
の
第

一
歩
に
突

っ
か
か
り
な
が
ら
、
自
ら
の
害
悪
が
何
事
に
原
因

し
て
い
る
か
を
識
り
得
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
分
、
こ
の

知
識
を
利
用
し
、
科
学
の
驚
く
べ
き
偉
力
に
助
け
ら
れ
て
、

過
去
の
あ
ら
ゆ
る
大
民
族
に
共
通
の
悲
惨
な
運
命
を
避
け
得

る
で
あ
ろ
う
。

新
し
い
道
へ
！

わ
れ
わ
れ
は
す
ぐ
に
、
今
か
ら
、
発
足
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

■
福
岡
先
生
曾
然
農
じ

ア

メ

リ

カ

便

り

橋
本
政
憲
様

渡
米
以
来
、
寸
暇
も
な
い
状
態
で
今
日
ま
で
走
り
回
り
、
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我
々
の
身
体
は
、
脳
の
中
だ
け
で
も
少
な
く
と
も
百
億
の
細
胞
と
い
う
名
の
真
空
管
を
持
つ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
り
、
地
球
の
上
を
目
も
く
ら
む
恐
ろ
し
い
速
さ
で
通
過
す
る
電
波
の
大
洋
に
よ
っ
て
骨
の
髄
ま
で
す

っ
か
り
浸

さ
れ
て
い
る
。

（地
球
の
公
転
速
度
と
我
々
の
太
陽
が

銀
河
系
の
中
を
公
転
す
る
速
度
…
…
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
地
球
の
自
転
速
度
は
、
全
く
恐
ろ
し
い
速
さ
で
あ
る
）
各
瞬
間
、
瞬
間
に
行
な
わ
れ
る
我
々
の
行
動
の
す
べ

て
は
、
そ
れ
が
行
な
わ
れ
た
そ
の
場
か
ら
、
こ
の
超
高
速
度
で
遠
ざ
か
っ
て
行
く
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
映
写
機

の
窓
か
ら
遠
ざ
か
り
、
そ
し
て
フ
ィ
ル
ム
の
ケ
ー
ス
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
ト
ー
キ
ー
フ
ィ
ル
ム
の
シ
ー
ン
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
は
、
意
識
と
か
心
と
か
超
感
覚
的
視
覚
と
い
う
我
々
の
奇
跡
的
映
写
機
に
よ

っ
て
、
各
瞬
間
、
各
位
置
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
行
動
の
シ
ー
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
も

複
雑
な
映
写
機
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
我
々
の
身
体
は

「
心
」
と
か

「魂
」
と
か
、
英
語
の

「
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
と
い
う
名
の
電
波
ま
た
は
波

動
の
無
限
大
大
洋
の
海
底
に

ひ
た
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

思
考
す
る
我
々
の
心
は
肉
体
と
い
う

こ
わ
れ
や
す

い
、
は
か
な
い
監
獄
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
逆
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
我
々
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

想
像
で
き
、　
記
憶
で
き
、　
一
つ
の
シ
ー
ン
と
他
の
シ
ー
ン
と
を
比
較
で
き
る
の
で
あ
る
。
『東
と
西
の
む
す
び
』

を
書
い
た
、　
エ
ー
ル
大
学
の
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
教
授
あ
て
の
私
の
公
開
書
簡
の
中
で
、
こ
の
宇
宙
の
弁
証
法
的
構
成

の
問
題
を
論
じ
た
が
、
諸
君
も
そ
れ
を
参
照
し
て
欲
し
い
。
教
授
は
こ
の
構
成
に
つ
い
て
私
と
同
意
見
で
あ
る
。

イ
エ
ス
の

「
信
」
こ
そ
、　
こ
の

「
心
」
の
強
さ
で
あ
り
、　
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、　
作
用
な
の
で
あ
る
。　
つ
ま

り
、
こ
の

「
心
」
と
い
う
奇
跡
の
映
写
機
は
、
次
か
ら
次

へ
と
映
写
機
の
窓
の
前
で
恐
ろ
し
い
速
さ
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
シ
ー
ン
を
映
し
出
し
、
同
時
に
、
ど
ん
な
シ
ー
ン
で
も
、
ま
た
随
意
に
ス
イ
ッ
チ
を
使

っ
て
す
で
に
巻
い

た
シ
ー
ン
を
映
し
出
せ
る
す
ば
ら
し
い
機
械
で
あ
る
。
実
に
、
こ
の
映
写
機
は
、
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
を
映
す
多
元

映
写
機
で
あ
り
、
同
時
に
、
す
べ
て
の
シ
ー
ン
を
好
き
な
時
に
貫
く
光
で
あ
り
、
映
画
製
作
者
で
あ
り
、
演
出
家

で
あ
り
、　
監
督
で
あ
り
、
脚
本
家
で
あ
り
、　
装
飾
家
で
あ
り
、　
音
楽
家
で
あ
り
、　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指
揮
者
で
あ

り
、
作
家
で
あ
り
、
撮
影
技
師
で
あ
り
、
俳
優
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
有
料
入
場
の
観
客
で
も
あ
る
わ
け
だ
。
こ
の

よ
う
に
、　
こ
の
映
写
機
は
、
好
き
な
よ
う
に
自
ら
書
き
、　
自
ら
監
督
し
、
自
ら
映
し
出
す
。
「
心
」
は
生
命
と
い

う
無
限
の
大
洋
で
あ
り
、
「
一
」
な
る
も
の
で
あ
る
。　
一
方
、　
内
体
と
い
う
も
の
は
、　
興

っ
て
は
消
え
て
い
く
泡

の
よ
う
に
数
限
り
な
く
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
を
創
り
出
し
た
者
は
、
彼
ら
を
現
実
に
出
現
さ
せ
、
彼
ら

の
一
つ
を
他
の
も
の
と
区
別
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
は
お
互
い
に
理
解
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
だ

か
ら
こ
そ
、
人
間
以
外
の
も
の
で
も
人
間
の
よ
う
に
扱
お
う
と
す
る
気
持
が
働
く
の
だ
。

こ
の
よ
う
な

「
信
」
は
、
全
く
無
智
な
ク
レ
ド
ー
の
態
度
を
必
要
と
し
な
い
。
日
に
涙
を
浮
べ
、
神
の
恩
寵
を

哀
願
す
る
乞
食
の
よ
う
な
態
度
も
い
ら
な
い
。
生
理
学
的
に
言
え
ば
、
我
々
は
拶
い
幻
の
泡
で
は
あ
る
が
、
同
時

毎
日
、
講
演
、
話
し
合
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
予
想
以
上
に

歓
待
さ
れ
、
日
本
に
い
た
と
き
よ
り
体
も
快
調
、
大
き
な
収

穫
を
得
ま
し
た
。
自
然
農
法
が
米
国
で
大
き
く
役
立
て
そ
う

で
す
。
加
州
の
政
府
の
高
官
や
営
林
局
長
官
な
ど
と
も
話
し

合
い
が
で
き
、
加
州
の
砂
漠
化
に
つ
い
て
の
意
見
に
大
賛
成

の
よ
う
で
し
た
。
こ
ち
ら
の
松
枯
れ
は
根
の
病
害
説
で
、
日

本
の
と
似
て
い
ま
す
。
土
産
話
は
十
分
で
き
ま
し
た
。
今
日

ま
で
は
山
や
果
樹
地
帯
で
、
今
か
ら
水
田
を
み
に
行
き

（農

試
）
ま
す
。
加
州
の
自
然
改
造
と
い
う
壮
大
な
夢
も
ふ
く
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
は
盛
会
で
し
た
。
歓
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

（八
月
六
日
、
相
原
氏
宅
）

■
″各
地
の
行
事
″
欄

募
集
／

本
誌
の

″各
地
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
活
動
″
欄
は
、

日
本
全
国
各
地
の
行
事
案
内
と
し
て
、
読
者
の
方
々
に
喜
ば

れ
て
き
ま
し
た
が
、
次
の
、
十
二
月
号
か
ら
、
有
料
の
案
内

欄
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
各
地
で
開
か
れ
る
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
趣
旨
に

の
っ
と
っ
た
行
事
。

一
、
毎
月
１０
日
以
降
の
行
事
を
、
前
々
月
末
日
必
着
で
、
料

金
と
と
も
に
内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

一
、
書
き
方
は
、
例
月
の
掲
載
の
仕
方
に
準
じ
て
お
願
い
し

ま
す
。

（横
書
き
）

（太
字
は
赤
ペ
ン
指
定
）

一
、
料
金
は
、
見
出
し

（
１２
字
分
の
太
字
）
を
の
ぞ
い
て
、

本
文
１５
字
づ
め

一
行
に
つ
き
三
百
円
で
す
。

（見
出
し
が
２

行
以
上
に
な
る
時
は
、　
一
行
に
つ
い
て
五
百
円
増
し
）

一
、
掲
載
で
き
な
い
場
合
は
、料
金
を
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

日
本

Ｃ

Ｉ
協
会

　
編
集
部
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に
、
「
心
」
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
無
限
な
る
大
洋
の
創
造
者
で
も
あ
る
わ
け
だ
。

我
々
は
み
な
、　
こ
の
二
重
の
弁
証
法
的
構
成
を
持

っ
て
い
る
。　
だ
か
ら
こ
そ
、　
我
々
の
肉
体
と
魂

（心
）
と

は
、
同

一
人
物
の
中
で
す
ら
互
い
に
対
立
し
合
う
の
で
あ
る
。
ま
し
て
多
く
の
人
間
の
間
に
お
い
て
は
、
な
お
さ

ら
の
こ
と
で
あ
る
。
肉
体
と
魂
と
の
抗
争
は
次
の
よ
う
な
争
い
に
形
を
変
え
て
い
く
。

宗
教

（霊
魂
の
）
と
科
学

（感
覚
的
す
な
わ
ち
肉
体
的
）
。

北
の
人
間
と
南
の
人
間
。
北
の
人
間
は
、
原
料
や
天
然
資
源
、
熱
、
光
の
不
足
で
、
生
き
る
た
め
の
果
て
し
な

い
闘
い
に
慣
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
南
の
人
間
は
、
光
や
熱
、
食
べ
物
を
楽
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と

い
う
よ
り
、
そ
れ
ら
の
も
の
に
恵
ま
れ
す
ぎ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
北
の
人
間
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
城
砦
や
、
東

か
ら
西
に
走
る
長
い
壁
が
、
中
国
の
万
里
の
長
城
を
は
じ
め
、
英
国
や
北
イ
タ
リ
ヤ
や
イ
ン
カ
帝
国
等
に
三
つ
四

つ
あ
る
。

北
の
人
間
は
、
南
の
国
に
た
く
さ
ん
あ
る
原
料
や
食
料
や
快
楽
を
探
し
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
南
の
住

民
は
、
む
し
ろ
熱
や
光
に
反
対
で
あ
る
。
彼
ら
は
多
く
の
仏
陀
の
よ
う
に
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ

〔
涅
槃
〕
や
ク
ー

ニ
ャ

や
ヴ

ェ
ー
ダ

ン
タ
を
発
明
し
た
。

生
命
論
者
と
機
械
論
者
。

生
命
論
者
は
神
秘
主
義
的
傾
向
を

持

つ
者
と

同
じ
宗
教
的
起
源
か
ら
の
出
身
で
あ

り
、
機
械
論
者
は
科
学
者
と
い
う
種
族
の
出
身
で
あ
る
。

Ｉ
フ
ス
ム
ス
対
ル
ー
テ
ル
。

ま
だ
他
に
も
例
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
こ
こ
で
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
教
授
の

『
気
候
と
文
明
』
に
諸
君
の
注
意
を
向

け
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
本
の
中
で
教
授
は

「
誕
生
の
季
節
」
と
い
う

一
章
を
設
け
、
あ
る
風
土
の
下
で
、
あ
る

い
は
あ
る
場
所
に
お
け
る
出
生
の
季
節
ま
た
は
生
ま
れ
月
に
よ
っ
て
性
格
を
異
に
す
る
、
と
書
い
て
い
る
。

教
授
は
、
性
格
の
相
違
に
つ
い
て
生
理
学
的
説
明
は
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
二
月
生
ま
れ
に
、
将

軍
や
第

一
級
の
軍
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
は
、
戦
争
の
神

マ
ル
ス

〔
マ
ル
ス
は
二
月
の
意
に
も
用
い
ら
れ
る
〕
の

お
か
げ
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
屁
理
屈
を
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
全
然
あ
た

っ
て
い
な
い
。
二
月
ま
た
は
四
月

（
ま
た
は
二
月
）
に
生
ま
れ
た
者
は
、
そ
の
胎

児
期
の
終
り
頃
の
五
、
六
カ
月
間
、
寒
い
季
節
を
過
ご
し
て
い
て
、
か
れ
ら
の
母
は
、
自
分
の
身
体
を
暖
め
る
塩

気
の
効
い
た
陽
性
の
食
べ
物
を
当
然
摂
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
（暑
い
季
節
の
三
、　
四
カ
月
は
、　
こ
の
塩
気
を

中
和
さ
せ
る
陰
性
の
食
べ
物
を
摂
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
）
胎
児
期
の
後
半
は
、
生
理
学
的
体
質
完
成
と
い
う
点

か
ら
見
て
、
前
半
期
よ
り
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
陰
性
の
季
節
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
陽
性
の
食
べ
物
し
か

な
い
し
、
さ
ら
に
母
体
は
よ
り
塩
か
ら
い
陽
性
食
だ
け
を
摂
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
述
べ
た
こ
と
が
、
三
月
生

各地のマクロビオテ ィック活動
■凡例/0-時間 ○一講
師 ○一料金 0-会場
⑬一問い合せ ⑤=内容

□
横浜・サニークラブ例会

010月 18日 ⑥
C「つわりを防ぐ」012100～ 13:

30 ②座蟄会013:∞ ～17:00030
0円 (食 事付)O⑬山県良江●04

5-7117019(横 浜市南区大岡341
14/京 浜急行上大岡駅下卓→磯
F行 パス万福寺 下卓2分 )男性の
参カロも歓迎 (毎 月18日 )

リンゴ狩と交流会

O10月 21日 ①
O松 田果樹園 (群 島県渋川市六本
松3-35●02792-211974)

交流場所/バ ンガロー浩葉荘 (北
群馬郡吉lMl村 水沢217●0279723
017*集合場所/高崎駅東口09:

000大 人Y500、 F71t¥250*高 崎よ
リマイクロバス有¥1300M木 述
子●0273■ 64921

日
神宮前・食養料理教室

0毎月第 1.2・ 3金 曜
●13:00～ 16:00、 18:00～ 21:00

1期 3カ 月間(9～ 10月 )0′ lヽ り,み

ち03カ 月前納 1301111円 、 1カ 月
分納50∞ |] 11可 20011円 ウ神宮前
区民会館●034094%5(原 宿駅10

分、千fヽ 1■ 線神宮前駅 3分 )●小
川宅●03464-5657(早朝か夜出 )

ロードクラブ例会
●10月 28日 ○ り13:00～ 17:∞
「育児そのⅡ―誕生日から入学前
まで、保育口にて、おやつ、お弁
当、しつけ など」○大森一慧
O一般-17∞円、ロー ドクラブ会
員llXXl円 0万世橋区民会館 3F区
民集会室●251-4691(秋 葉原駅万
世橋ロー電気衡― 下卓 3分 )O盛

谷奈加● 8661020 男性の参加・ r

回
目田料理数室●∞-491-1477/阪

急園 1日 駅 ド卓
●10月 4日 ●・ 26日 (D

岩倉自然食品センター●058737
2479

010月 10日 ③

愛燿自然食品センター●089943
6464

010月 14日 ○
福井料理教窒 (三 島祥園宅)● 07

76-36“ 747

●10月 15日 ○
枚方子供会010:00～ 13:000● 07

20-53-22CXl        .

えびす自然食品センター●06-752

9"3013:30～ 16:30
010月 18日 (D

岐阜健康自然食品センター (千 葉
宅)● 0582-32■Э

“

1

010月 21日 ◎
岸和田自然食品センター●07243
3-2666

※詳細は 上記および下記へ 問合せ。

●山本詳園●0720-532200

名古屋・食養講演会

010月 28日 ①

第 1部「食物 に関する置を PUで
見る ?」 010:llll～ 12:30

第 2部 「口腔内の病気について」
013:30～ 16:3⑮ 大森英桜○中小
企業セ ンター 7階0愛知陰陽会/
f,藤誠●05“ 762731(小牧市寺
,甫2943)

小牧・正食料理講習会

011月 11日 O010:30～ 16:00

「料理実習と座談会」O大森一慧
ウ25kll](要 r約 11月 3日○迄)

●小牧市民会館調FIEttD愛 知陰陽
会 (上記参照)

回
正食料理教室 (山 本祥口 )

●10月 2日 ④
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ま
れ
の
者
が
な
ぜ
陽
性
か
、
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
そ
の
他
、
体
質
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
創
り
出
す
要
素
は
い

く
ら
で
も
あ
る
し
、
こ
れ
ら
の
条
件
は
す
べ
て
、
南
半
球

へ
行
く
と
反
対
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

時
間
的
空
間
的
対
撫
点
や
反
対
は
親
和
力
を
持
ち
、
互
い
に
ひ
き
合
う
。
こ
れ
は
、
暑
さ
と
寒
さ
、
雄
と
雌
、

北
の
人
間
と
南
の
人
間
、
と
い
う
よ
う
な
形
而
下
の
世
界
、
す
な
わ
ち
物
理
学
的
、
生
理
学
的
、
心
理
学
的
世
界

に
お
け
る
宇
宙
の
法
則
の
部
分
的
表
現
で
あ
る
。
こ
の
暑
さ
ま
た
は
寒
さ
が
我
々
の
生
理
学
的
心
理
学
的
体
質
形

成
に
直
接
影
響
す
る
の
で
は
な
く
、　
あ
る
季
節
、　
あ
る
風
土
の
野
菜
や

そ
の
他
の
産
物
を

通
し
て
体
質
を
構
成

し
、
具
体
化
し
、
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
食
物
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
事
な
の
は
、
そ
の
選
び
方
、
調

理
の
仕
方
、
取
り
合
わ
せ
方
、
味
つ
け
、
食
べ
方
、
量
で
あ
る
。

面
白
い
こ
と
に
、　
空
間
的
、　
時
間
的
に
反
対
の
も
の
、　
つ
ま
り
、　
北
と
南
と
か
、
あ
る
い
は
互
い
に
生
ま
れ

月
が
軌
道
の
対
昧
点
で
あ
る
者
、
す
な
わ
ち
、
お
よ
そ
六
カ
月

へ
だ
た
っ
た
者
同
士
は
と
て
も
よ
く
引
き
合
う
の

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
チ
ャ
ー
ル
ズ

。
ウ
エ
ズ
レ
ー

（
一
七
〇
七
年
十
二
月
十
八
日
生
ま
れ
）
と
ジ

ョ
ン
・
ウ
エ

ズ
レ
ー

（
一
七
二
九
年
六
月
十
七
日
生
ま
れ
）
、　
マ
ル
ク
ス

（
一
八

一
八
年
二
月
五
日
生
ま
れ
）

と
エ
ン
グ
ル
ス

一
八
二
〇
年
十

一
月
二
十
八
日
）
、　
レ
ー
ニ
ン

（
一
八
七
〇
年
四
月
十
日
生
ま
れ
）

と
ス
タ
ー
リ
ン

（
一
八
七
九

年
十

一
月
二
十
八
日
生
ま
れ
）
。

し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
強
く
引
き
合
う
と
、
そ
こ
に

一
つ
の
衝
突
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、　
一
方
の
、
あ
る
い

は
両
方
と
も
に
そ
の
世
界
観
や
字
宙
観
が
低
い
水
準
で
あ
っ
た
り
、
偏
狭
な
時
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
そ
の
目
的
が
、
た
と
え
ば
金
銭
で
あ
る
と
か
、
限
ら
れ
た
土
地
、
と
い
う
よ
う
な
低
次
元
の
場
合
で
、
時
に

は
粗
暴
、
残
酷
に
衝
突
す
る
の
は
至
極
当
然
の
話
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
世
界
観
な
り
宇
宙
観
が
高

く
、
最
高
の
見
通
し
を
持
つ
時
、　
つ
ま
り
、
神
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
時
間
と
空
間
を
超
え
て
世
界
の
一
切
を
観

照
で
き
る
な
ら
、
争
い
に
至
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。

な
ぜ
か
と
言
え
ば
、　
口
論
や
闘
争
の
起
こ
り
と
い
う
の
は
世
界
観

宇
宙
観
の
違
い
か
ら
く
る
か
ら
だ
。　
し
か

し
、
体
質
や
行
動
、
感
覚
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
世
界
観
と
い
う
も
の
は
、
胎
児
期
、
幼
年
期
の
環
境
に
し
た
が

っ
て
多
か
れ
少
な
か
れ
蝕
ま
れ
る
。
た
と
え
双
生
児
で
あ
っ
て
も
、
同
じ
よ
う
な
胎
児
条
件
、
生
物
学
的
、
生
態

学
的
、
経
済
的
、
政
治
的
、
感
覚
的
条
件
を
持
つ
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
生
理
学
的
個
人
観
点
か
ら
同

一

の
宇
宙
像
を
画
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
相
談
で
あ
る
。
各
個
人
の
見
方
と
い
う
も
の
は
生
理
学
的
体
質
に
よ
っ

て
全
く
違
う
の
で
あ
る
。　
し
か
し
、
「
精
神
」、
「
心
」
と
呼
ば
れ
る
超
感
覚
的
視
覚
に
よ
っ
て
、　
同

一
宇
宙
観
を

抱
く
ほ
ど
易
し
い
も
の
は
他
に
な
い
。

と
に
か
く
、
あ
る
対
立
や
あ
る
闘
争
が
存
在
す
る
と
き
、
そ
こ
に
こ
そ
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
だ
け
相
互
理
解
を

確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
他
の
場
所
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、　
一
つ
の
ス
イ
ッ
チ
、

み
　
　
ち
　
　
お

久
司
御
知
夫

来

日
講
演

テ
ー
プ

①

人
間
の
運
命
―
生
と
死

②

文
明
人
の
退
化
と
新
し
い
世
界

③

宇
宙
意
識
と
記
憶
の
開
発

■
各
巻
９０
分
カ
セ
ッ
ト
　
ー
巻
１
５
０
０
円

（〒
２
０
０
円
）

三
巻

一
セ
ッ
ト
４
５
０
０
円

（〒
３
０
０
円
）

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒
‐５‐
　
渋
谷
区
大
山
町
十

一
―
五

奮

（〇
三
）
四
六
九

・
七
六
三

一

（有
）
グ
リ
ー
ン
ハ
！
ト
サ
ー
ビ
ス
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一
つ
の
鍵
ま
た
は

一
つ
の
公
式
と
い
う
ほ
ん
の
小
さ
な
道
具
で
十
分
間
に
合
う
。

つ
ま
り
、
図
式
化
さ
れ
た
宇
宙

観
ま
た
は
日
常
生
活
に
役
立
つ
コ
ン
パ
ス
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
題
に
戻
ろ
う
。

最
高
の
、
そ
し
て
永
遠
の
全
世
界
的
平
和
を
確
立
す
る
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
無
限
に
対
立
が
存
在
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
我
々
は
す
べ
て
の
対
立
性
を
相
補
性
に
変
え
て
し
ま
う
鍵
を
持

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
弁
証
法
と
い

う

コ
ン
パ
ス
で
あ
り
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
す
べ
て
の
言
葉
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
言
葉
は
、
今
で
は
す
う
か
り

時
代
遅
れ
に
な

っ
て
し
ま

つ
て
、
正
し
く
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
そ
の
新
版
を
出
す
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
る
。
合
気
道
は
、　
一
つ
の
実
際
的
解
釈
で
あ
り
、　
ま
た
、　
こ
の
小
冊
子

（
な
ら
び
に
す
べ
て
の
私
の

本
）
は
無
双
原
理
か
ら
の
解
釈
で
、
イ
エ
ス
。
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
の
新
版
で
あ
る
。

イ
エ
ス
は
言

っ
た
。
「
あ
な
た
が
た
は
、　
こ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
を
見
な
い
か
。　
よ
く
言

っ
て
お
く
。
そ
の
石

一
つ
で
も
く
ず
さ
れ
ず
に
、
そ
こ
に
他
の
石
の
上
に
残
る
こ
と
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
（
マ
タ
イ

一
一四
章
二
節
）

「
人
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
さ
い
。

多
く
の
者
が
わ
た
し
の
名
を
名
乗

っ
て
現
わ
れ
、　
自
分
が

キ
リ
ス
ト
だ
と
言

っ
て
、
多
く
の
人
を
惑
わ
す
で
あ
ろ
う
。
ま
た
戦
争
と
戦
争
の
う
わ
さ
を
聞
く
で
あ
ろ
う
。
注

意
し
て
い
な
さ
い
、
あ
わ
て
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
は
起
こ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
だ
終
わ
り
で
は
な
い
。
民

は
民
に
、
国
は
国
に
敵
対
し
て
立
ち
上
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
あ
ち
こ
ち
に
、
き
き
ん
が
起
り
、
ま
た
地
震
が
あ

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
す
べ
て
こ
れ
ら
は
産
み
の
苦
し
み
の
初
め
で
あ
る
。
そ
の
と
き
人
々
は
、
あ
な
た
が
た

を
苦
し
み
に
あ
わ
せ
、
ま
た
殺
す
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
あ
な
た
が
た
は
、
わ
た
し
の
名
の
ゆ
え
に
す
べ
て
の
民
に

憎
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
多
く
の
人
が
つ
ま
ず
き
、　
ま
た
互
い
に
裏
切
り
、　
憎
み
合
う
で
あ
ろ
う
」
（
マ

タ
イ

一
一十
四
章
四
―

一
〇
節
）

今
日
、　
我
々
は
戦
争
が
ま
す
ま
す
近
づ
い
て
く
る
、　
と
い
う
う
わ
さ
を
耳
に
す
る
…
…

そ
し
て

「
気
を
つ
け

ょ
」
と
い
う
叫
び
声
を
聞
く
…
…
　
石

一
つ
く
ず
さ
れ
ず
、
他
の
石
の
上
に
残
る
こ
と
も
な
く
…
…
　
幻
の

「
感

覚
デ
ー
タ
」
で
し
か
な
い
も
の
は
、
い
か
な
る
も
の
で
も
我
々
の
肉
体
、
家
庭
、
両
親
の
代
り
を
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。　
一
体
全
体
な
ぜ
我

々
は
あ
わ
て
ふ
た
め
き
夢
中
に
な

っ
て
、
分
散
破
壊
に
突

っ
走
る
の
だ
ろ
う
？

こ
れ
を
、
柔
道
精
神
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
、
と
言

っ
て
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
？

「
こ
の
私
こ
そ
、　
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
解
決
す
る
プ
ラ
ン
を
持
ち
、　
人
類
救
済
プ
ラ
ン
を
持

っ
て
い
る
」

と
か

「
こ
の
私
が
発
明
し
た
ス
ー
パ
ー
原
爆
を
使
え
ば
す
べ
て
の
敵
を
立
ち
ど
こ
ろ
に
職
滅
で
き
る
…
…
」
と
言

っ
て
、
大
衆
を
魅
き

つ
け
よ
う
と
躍
起
に
な

っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
氏
や
仏
陀
氏
が
こ
の
世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
い

２つ
。

（
つ
づ
く
。
次
回
の
掲
載
は
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
）

桜沢先生バ ース デー 00.18)、 カレル『人間』復刊記念

●
１０
月
２‐
日
（日
）

１０
時
１
５
時

●
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
本
部

（小
田
急
線

東
北
沢
下
車
２
分
　
ａ
四
六
九

・
七

エハ
一一一
一
）

●
会
費
２
千
円
　
カ
レ
ル
著
、
桜
沢

訳
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
編

『
人
間
―
こ

の
未
知
な
る
も
の
』

（定
価
２
千
円
）

一
部
贈
呈
。

（予
約
前
金
申
し
込
み

の
方
は
無
料
招
待
）

●
会
費
を
払

っ
た
人
と
無
料
招
待
者

の
方
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
図
書
テ
ー

プ

（他
社
本
を
の
ぞ
く
）
お
よ
び
オ

ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
全
商
品
１
割
引
き
。

●
正
午
２
２
時
半
　
飲
み
物
、
軽
食

の
槙
撮
店

（３
階
、
有
料
）

●
＝
時
１
０
時
５０
分
　
　
レ
コ
‥
ド

コ
ン
サ
ー
ト
　
６０
Ｗ
ァ
ン
プ
２
台

、

高
級
装
置
に
よ
る
迫
力
の
演
奏
。
世

界
の
フ
ォ
ー
ク
音
楽
、
民
謡
。
Ｐ
Ｐ

Ｍ
、
バ
エ
ズ
、
オ
デ

ッ
タ
、
ベ
ラ
フ
ォ

ン
テ
、
グ
レ
コ
、
ジ
ロ
ー
、
ソ
レ
ン

コ
ワ
、
チ
ベ
ッ
ト
民
謡
、
南
米
音
楽
。

話
／
橋
本
政
憲

●
１
時
１
３
時
　
多
彩
な
人
々
が
語

る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
、
Ｇ
Ｏ
、

カ
レ
ル

『
人
間
」

、
世
界
と
日
本
。

●
３
時
１

４
時
半
　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
南
米
訪
間
団
報
告
　
写
真
、

ス
ラ
イ
ド
、
音
楽
。
桜
沢
会
長
、
高

祖
英
二
ほ
か
参
加
者
の
方
々
。

マクロビオティックまつり
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マクロビオティック クッキング サロン

上 :ト ーフとコーン入り玄米飯

下 :かぶとトーフの茶碗蒸し

桜■沢 1里 真

l‖ み ]

tノ J)|

|三腐‐ア・ラ・力,●ト

●
材
料

（
４
人
前
）
＝
玄
米

（
カ

ツ
プ
３
）、

コ
ー
ン

（
カ

ツ
プ
％
）、
ト
ー
フ

（％
丁
）、

塩
、
讐
油

①
玄
米
は
、
洗

つ
て
ざ
る
に
揚
げ
て
水
を
切

る
。
コ
ー
ン
は
生
の
よ
よ
実
を
は
ず
し
、
玄

米
に
ま
ぜ
る
。
圧
力
鍋
に
入
れ
、
水
３
％
Ｌ

塩
小
さ
じ
％
を
加
え
て
、
ふ

っ
く
ら
と
炊
き

上
げ
る
。

②
ト
ー
フ
は
、
１
セ
ン
チ
の
賽
の
日
に
切
り
、

熱
し
た
油
で
か
ら
り
と
揚
げ
る
。
鍋
に
水
％

カ

ツ
プ
、
醤
油
大
さ
じ
％
を
入
れ
、
昆
布
５

セ
ン
チ
を
敷
い
て
煮
れ
て
、
揚
げ
た
ト
ー
フ

を
入
れ
て
、
煮
付
け
る
。

③
②
を
①
に
よ
ぜ
、
器
に
盛
り
つ
け
る
。

●
材
料

（
５
人
前
）
＝
か
ぶ

（
３
個
）、

フ
‐

（
５０
グ
ラ
ム
）、
ト
ー
フ

（％
Ｆ
）、

葉

（
７
７
８
本
）、
ク
ズ

（大
さ
じ
１
）、

汁

（
カ

ツ
プ
３
）、
塩
、
醤
油

①
Ｊ
Ｉ
フ
ー
は
、
よ
く
ふ
か
し
た
も
の
を
、

１
セ
ン
チ
と
２
セ
ン
チ
の
長
方
形
に
切
る
。

出
し
汁
カ
ツ
プ
％
、
普
油
大
さ
じ
％
で
、
よ

く
煮
付
け
る
。
水
分
の
な
く
な
る
キ
前
に
、

生
姜
の
し
ば
り
汁
を
３
、
４
滴
お
と
す
。

②
ト
ー
フ
は
、
手
で
も
み
つ
ぶ
し
て
お
く
。

か
ぶ
は
下
ろ
し
、
小
さ
じ
％
の
ゴ

マ
油
で
炒

め
、
出
し
汁
を
加
え

、
煮
立

つ
た
ら
ト
ー
フ

を
入
れ
る
。
も
う

一
度
煮
立
て
、
塩
小
さ
じ

％
と
醤
油
大
き
じ
１
で
味
を
つ
け
る
。

③
蒸
し
茶
碗
に
①
を
等
分
し
て
入
れ
、
②
を

そ
そ
ざ
入
れ
、
ク
ズ
を
同
量
の
水
で
溶
い
た

ら
の
を
加
え
る
。

み
つ
葉
の
細
か
く
切

つ
た

ら

の
と
、
人
参
の
花
型
を
ゆ
で
た
も
の
を
飾

り
に
入
れ
る
。

④
湯
気
の
出
る
蒸
器
に
、
③
を
入
れ
、

１５
分

蒸
す
。
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軸 ■「

上 :ト ーフの磯揚げ

下 :揚げ ドーフのソース煮

■■
1愕

ヽ

「一、一一
′

馴

●
材
料
＝

（ト
ー
フ
ー
丁
）、
大
和
芋

（
１０
グ

ラ
ム
）、
ビ
ー
ナ
ツ

（
カ

ツ
プ
％
）、
人
参

（
み

じ
ん
切
り
、
大
さ
じ
３
）、
玉
ね
ぎ

（
み
じ
ん

切
り
、
カ

ツ
プ
％
）、
の
り

（
２
枚
）、
塩

（
少

少
）

①
ト
ー
フ
は
、
水
を
切
り
、
手
で
つ
か
ん
で

つ
ぶ
す
。
大
和
芋
は
下
ろ
す
。
ピ
ー
ナ
ツ
は

薄
く
切
る
。

②
ト
ー
フ
、
大
和
芋
、
ビ
ー
ナ
ツ
、
人
参
、

玉
ね
ぎ
を
よ
く
ま
ぜ
合
せ
、
塩
少
々
で
味
を

つ
け
る
。

ｄ
贅
９

懸
踊
細

③
の
り
を
横
に
６
つ
に
切
る
。
②
を
８
等
分

し
て
、
の
り
の
上
に
、
こ
ん
も
り
と
の
せ
る
。

④
熱
し
た
油
で
、③
を
こ
ん
が
り
と
揚
げ
る
。

揚
げ
油
の
火
を
止
め
た
所
へ
、
パ
セ
リ
を
入

れ
、
さ

つ
と
揚
げ
た
も
の
を
付
合
せ
に
す
る
。

●
材
料
＝
ト
ー
フ

（％
丁
）、
人
参

（
下
ろ
し

た
も
の
、

・カ

ツ
プ
％
）、
カ
レ
ー
粉

（
小
さ
じ

％
）、
ト
ー
ガ
ラ
シ

（
％
本
）、
出
し
汁

（大
さ

じ
４
）、
酒
（大
さ
じ
２
）、
醤
油
（大
き
じ
４
）、

生
姜
汁
（
小
さ
じ
％
》
コ
シ

ョ
ウ

（少
々
）

①
ト
ー
フ
は
、
か
わ
い
た
布
巾
に
包
み
、
ま

な
板
で
は
さ
ん
で
し
ば
６
く
お
い
て
、
水
を

切
る
。
八
ツ
切
り

（約
４
セ
ン
チ
角
）
に
切

り
、
熱
し
た
油
で
、
少
し
色
が

つ
く
程
度
に

揚
げ
る
。

②
出

し
汁
に
讐
油
、
酒
を
加
え
て
よ
く
ま
ぜ
、

生
姜
の
し
ば
り
汁
、
カ
レ
ー
粉
、
コ
シ

∃
ウ
、

ト
ー
ガ
ラ
シ
の
種
を
出
し
て
こ
ま
か
く
き
ざ

ん
だ
も
の
を
入
れ
、
人
参
を
加
え
て
、
さ
ら

に
よ
く
ま
ぜ
て
、
ソ
ー
ス
を

つ
く
る
。

③^
②
に
①
を
ひ
た
し
て
、

１０
分
く
ら
い
お
い

て
か
ら
、
人
に
か
け
て
ひ
と
煮
立
ら
さ
せ
て
、

器
に
盛
る
。

が
'・

・
3
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＞

ト
ー
フ
入
リ
ラ
イ
ス
ボ
ー
ル

●
材
料
＝
玄
米
御
飯

（カ

ツ
プ
４
）、
ト
ー
フ

（
１
丁
）、
ト
ー
モ
ロ
コ
シ

（
％
本
）、
コ
ー
フ

ー
（揚
げ
た
も
の
、

５０
ク

フ
ム
）、
王
ね
ぎ
（
み

じ
ん
切
り
、
カ

ツ
プ
％
）、
人
参

（
み
じ
ん
切

り
、
カ

ツ
プ
％
）、
大
根
下
ろ
し
（カ

ツ
プ
％
）、

塩

（
小
さ
じ
％
）、
バ
ン
粉
、
醤
油
、
地
粉
、

生
姜

（
少
々
）

①
御
飯
と
ト
ー
フ
を
、
よ
く
手
で
も
み
ま
ぜ

る
。
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
の
実
を
は
ず
し
た
も
の
、

玉
ね
ぎ
、
人
参
を
加
え
て
よ
く
ま
ぜ
、
塩
小

さ
じ
％
で
味
を
つ
け
る
。

②

・
コ
ー
ノ
ー
は
、
細
か
く
切
り
、
出
し
汁
力

ツ
プ
％
、
醤
油
小
さ
じ
１
で
よ
く
煮
て
、
生

姜
の
お
ろ
し
た
も
の
小
さ
じ
１
を
、
火
か
ら

お
ろ
し
ぎ
わ
に
入
れ
る
。

③
②
を
①
に
入
れ
て
、
よ
く
ま
ぜ
、
４
セ
ン

チ
大
に
ま
る
め
る
。

④
地
粉
カ

ツ
プ
％
を
天
ぶ
ら
の
衣
く
ら
い
に

水
溶
き
し
、②
に
つ
け
、
バ
ン
粉
を
よ
ぶ
す
。

‐７０
度
く
ら
い
の
油
で
、
ゆ

つ
く
り
と
色
が

つ

く
く
ら
い
に
揚
げ
る
。
大
根
下
ろ
し
を
添
え

て
供
す
。

●
材
料
＝
南
瓜

（％
個
、
約
３００
グ
ラ
ム
）、
ト

ー
フ
（
１
丁
）、
玉
ね
ぎ
（％
個
）、
ゴ
マ
油

（
小

さ
じ
１
）、
ク
ズ

（大
さ
じ
％
）、
出
し
汁

（
力

ツ
プ
３
）、
塩

（
小
さ
じ
１
％
）、
醤
油
、
コ
シ

ヨ
ウ
、
パ
セ
リ
、
ク
ル
ト
ン

（各
少
々
）

①
南
瓜
は
、
皮
を
む
い
て
大
切
り
に
す
る
。

玉
ね
ぎ
は
、
み
じ
ん
切
り
。
ト
ー
フ
は
水
を

切

つ
て
お
く
。

②
鍋
に
油
小
さ
じ
１
を
あ
た
た
め
、
玉
ね
ぎ

を
よ
く
炒
め
、
南
瓜
を
入
れ
て
、
出
し
汁
力

ツ
プ
３
を
加
え
て
煮
込
む
。

③
②
を
裏
ご
し
し
て
、
塩
味
を
つ
け
、
ト
ー

ノ
を
つ
ぶ
し
て
加
え
、
ひ
と
者
立̈
ち
さ
せ
る
。

水
溶
き
の
ク
ズ
を
流
し
入
れ
、
よ
く
煮
る
。

味
を
と
と
の
え
、
コ
シ
∃
ウ
を
少
々
ふ
り
、

讐
油
少
々
を
入
れ
て
仕
上
げ
る
。

④^
③
を
器
に
入
れ
、
パ
セ
リ
の
き
ざ
ん
だ
も

の
と
、
ク
ル
ト
ン
を
浮
か
せ
る
。

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

ト
ー
フ
は
、
大
豆
を
消
化
し
や
す
く
加
工

し
た
、
す
ば
ら
し
い
発
明
で
、
最
近
は
、
欧

米
で
も
評
判
で
す
。
昔
な
が
ら
の
、
ニ
ガ
リ

を
用
し、
た
、
手
づ
く
り
の
ト
ー
フ
が
味
も
よ

い
の
で
、
お
勧
め
し
ま
す
。

湯
ド
ー
フ
、
野
菜
の
よ
せ
鍋
、
あ
ん
か
け
、

自
和
え
、
揚
げ
ド
ー
フ
、
ク
ロ
ケ

ツ
ト
、
ハ

ン
バ
ー
グ
、
マ
ー
ボ
ー
ド
ー
フ
、
吸
も
の
、

み
そ
汁
の
実
、
等
、
い
ろ
い
ろ
と
皆
様
も
ご
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存
知
の
ト
ー
フ
料
理
が
あ
り
ま
す
。

ト
ー
フ
は
、
解
熱
に
頭
に
は
る
ほ
ど
冷
え

る
も
の
で
す
か
ら
、
季
節
と
し
て
は
夏
の
も

の
で
、
陽
性
体
質
向
き
の
も
の
で
す
。
あ
く

ま
で
も
、
毎
日
食
べ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を

頭
に
お
い
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

晰 ●
●ヨガ研修生募集中′

本部 〒188東京都府中市分梅 1-3)1 8(0423)68-1932・ ……総合間い合せ

ヨガスクール●ひばリケ丘(西武池袋線)0三鷹(井の頭線)● 鳥山(京王線)● 新宿 ●府中

▲ ポチロントーフポタージュ

〒761-44 香川県小豆島内海町 ●08798・ 2・ 2101



新製品のご案内

●ベ ガ サ ス D30092000H 天然総合ミネラル。農業用土壌改良活性剤。

葉面散布すると病虫害も防げます。

天然総合ミネラル。水質浄化用。

お茶の味は、やはり土びんが最高です。

耐熱性で丈夫。野菜のほんとうの味をひき出

し、炒め物用に最適です。

透明釉薬仕上げ (無着色)ですから安心して

お使いいただけます。

自然の梅酢につけたパリッとした味をどうぞ。

●ミラクルグ リーン

●番 茶 用 青 土 瓶

●番茶用白地模構土瓶

●陶器製平鍋 (ふたなし)

5009

(大 )

(中 )

9寸

9寸

剛
卿
細
剛

●土

●梅酢ラッキョウ(ビン入)

●梅酢蓮根 (ビン入)

25的   400円

近日中発売予定

変更のおしらせ

茶

う

鍋

番

ど

ヵ

年
ぶ
謳

三

干

平

●
　
●
　
●

01109  550円     ●椿  油 → 80m 1000H

→ 2∞9 250円 , 4009 500円

PC 2400   ●  12800円 カムカム鍋とのセットはなし

PC 38∞  ● 14000円 カムカム鍋とのセット価格 0 17血 円

PC 5tXXl  ● 165∞円 ● 20000円

PC 5000W → 155∞円 ●  19∞0円

力L力L鍋 好 評発 売 中 ¥3,800は料鵬

詳細は、とじこみのバンフレッ トをおよみください。

カムカム
クラブ
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健
康
と
平
和
の
道
じ
る
べ

世
界
正
食
協
会

の
機
関
誌

〈
〓
一員

募
集

／
一
部
硼
円

送
料
３３
円

●
購
読
ご
希
望
の
方
へ

「正
食
」
誌
は
、　
一
カ
年
分
前
納
、
送
料
こ
み
で

三
六
〇
〇
円
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
現
金
書
留

ま
た
は
郵
便
振
替

（
口
座
番
号

。
大
阪
５
６
３
１

３
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
購
読
開
始
月
、
お
名

前
、
ご
住
所
、
電
話
番
号
を
、
カ
イ
書
で
書
い
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
着
本
ま
で
の
期
間

ご
送
金
か
ら
着
本
ま
で
は
、
現
金
書
留
で
一
週
間

か
ら
十
日
、
郵
便
振
替
な
ら
約
半
月
か
か
り
ま
す
。

●
送
金
先
／
大
阪
市
東
区
大
手
通
二
―
五
―

一

（〒
５
４
０
）
世
界
正
食
協
会
　
編
集
部

（電
話
／
０
６

ｏ
９
４
１

・
７
５
０
６
１
８
）

ネ
是藁?孝 |:鳥聡8繰

塩の生命は

「赤穂の天塩」
◆昔から塩が作られていた塩田は、昭和

46年 全面廃止され、工場大量生産方式

(イ オ ン交換膜製塩法)にかわりました。

◆その結果、塩は、NaC1 99%以上の精製
されたものになりました。

◆自然塩復活を願う日本 CIは じめ各界
のご協力により生れた「赤穂の天釉
は、食生活の原点としての灯 をともし
つづけております。

響射自然塩普及協会
東京都新宿区百人町2丁 目24番6号 〒160

803 ・364 ・2721

海水が自然にもつ成分

ミネラル等の独特の

パランスにあります

塩の微量成分 |ま

食品の仕上りや味に

決定的な役割りを

果たします

美 術 印 刷 一 般
製 造

販 売

≧社 東 樹 社
取締役 野 ケ 山 ■ l尉 矢ロ

争 東 区 浅 草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111

27～ 9番電 言舌 東 京  (862) イt表  1  6
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相談、 GO書籍 PUテ ープ販売、卸・小売
よもぎ自然食品店 0903那覇市首里赤平町22(赤平バス停向)

80988・ 53・ 0795 *n～ 21 *0 ホ食養相談、 PU勉強会、
書籍販売

自然食品センターロ報 (よ うほう)0900那覇市久茂地311-5
a1988・ 61・ 7195 *9半～19 *① *食養相談、正食料理教
室、書籍販売、純正食品、リマ化粧品卸・小売

味口 0900那覇市泉崎1-}n琉球新報社向 a1988・ 66・ 5366*
9～ 19 *①祝 *自 然食品、玄米レストラン、陽報 。泉崎店

沖縄陰鵬研究会 0902那覇市壷屋町184 8"88・ 63・ 4646 *
料理教室 (毎週火曜)姓名判断、改名指導

子供の健康を守る母親の会 0903那覇市首里石嶺町4-5680909
88・ 87・3801 *9半～20 *①祝 *正食とPU勉強会、正食

料理研究会、野草摘みピクニック

自然食品店サンリヴ 0900那覇市久茂地2-13-14-銀サービス

内 *食品、化粧品、その他、正食普及、配達可
比喜健康食品センター 0900那覇市安謝51 ●0988・ 68・ 3090

正食の店 万然 0902那覇市寄宮156 8ω 88・ 54・ 0296 *11
～20 *① *食養相談、書籍販売、純正食品、リマ化粧品

衛  入 会 〉

自然食の店 和康 0184小金井市本町3-10-13 80423・ 85・ 52

61 *10～ 18 *③ 月 *自 然食品・書籍販売、健康相談、料理

教室、玄米試食会

嘱信:∫窃りΥザ男ブ雲ザ:鷺在腎誠
埓5卸27

■ 国際 セ ミナーを開 きます

●日本 CI協会にて ●毎月第 1月 曜 6時半～ 9時

●GOの 本、『新しき世界へ』 その他諸情報の交換・親

睦 (在 日外人対象。 日本人 も歓迎。英語使用) ●世話

人/橋本政憲、フェロ・ レ ドビンカ ●会費 1000円

鋼 味穂朧融》
(雑穀普及会)

☆無農薬野菜、農産物、海産物、雑穀、加工

品、食養相談、健康相談、美容相談、料理鵬習

宮古営業所 0027岩 手県宮古市大通3-4-25 8m936・ 3・63

10 *10～ 18 *①  *岩手の自然農・海産物、雑穀、加

工品の卸、小売、日本 CI協会宮古支部

練馬営業所 0176東京都練馬区栄町20 江古田栄町本通商

店街 803・ 948・ 5701 *10～20 *①
多摩営業所 0192-03 東京都八王子市下柚木180180426.7

6・ 1258 *8～ 20 *①
立川営業所 0190東京都立川市柏町4-'14 80425・ 37・ 30

51 *9半 ～19半  *無
☆隣接区域配達、地方発送承ります。

同志 男女各 2名 委細面談 電話

Ol窪易E雪ゑ亘≦叢奥
の

l。

書 徳 味 穂 朧 胸 夕
_

練馬営業所 練 ,需 区 栄 田丁20 TE L03(948)5701

多摩営業所 八王子菫下柚木1801 TE L0426(76)1258

大 森 英 桜 先 生

PU正食医学食養療法講習会

毎月中旬の土曜と日1君の二 日間定期開講

詳細は電話でお問合せ ください。

大森英桜先生特別個人指導
別室で大森先生から1対 1で懇切な指導が受けら

れます。日時は上記講習会当日の午前11時 までと

午後6時から。申込は毎月10日 まで電話で受付。

PU・ 食養・料理教室

いつでも個人指導が受けられる

◎疾患別食養療法講座

◎体質と疾患を見分けるPU体型学

◎病気の原因とコンペーセーションの法則

◎体質、疾患別主食、副食

◎体質、疾患別食養料理法

(実習を含む)

◎無形の食物の意義とその摂取法

◎手当法の実習

◎身心強化PU生活法

詳細は電話で問合せ下さい。案内書進呈。

玄 米 食 養 実 修 道 場
◎いつでも入所できる。◎期間は1泊 2日 。また

は2泊 3日 。 このわずかな日時で却病造健、心身

強化、開運自在のPU食養法の要訣秘儀と、合気

甦体の秘法、瞬間活法を会得せしめる。

詳細は電話で問合せください。

輝く将来…指導者育成

志操堅固な

男女内弟子募集

心身統一合気道・国際男女青少年心身鍛練センター

研心館本部PU正食学園
大阪市阿倍野区西田辺町2-2-29(〒 545)電話∞ 。691・ 1590
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天粒 (て んりゅう)マ クロビオティックセンター 0624舞鶴市

ヨヒ田辺126-16本町バス停前 ■0773・ 76・ 7126 *9～ 19 *無
*食養相談、自然化粧品、食品書籍取扱い

く大 阪〉
ヘルスマートムソー 0540大阪市東区大手通2-51806・ 945・ 0

511 *9～ 19 *①
世界正食協会 OMO大 阪市東区大手通2-5-la“・941・ 7506

*9～ 18 *①  *料理教室 (毎火・本曜日)定例会 (第 1日

曜 )

ムソー食品谷町店 0543大阪市天王寺区谷町)28 a16・ 771・ 7

545 *10～ 18半 *①
ナチュラルい 0547大阪市平野区喜連東1-2-10 a16・ 709・ 11

63、 .1183 *9～ 17 ホ①半休① *純正食品、製造、卸、小

売

研心館本部食養道場 0545大阪市阿倍野区西田辺町2-2-29 8
06・ 691・ 1590 *9～ 21 *無  *無双原理研修、食養道場、

気の研究会、心身統一合気道

堀江自然食品店 0550大阪市西区南堀江2-5(丸新ビルA-102
号)●∞・538・ 2225*10～18 *① *食品、リマ化粧品、書

籍、器具

健康普及会粉浜店 0559大阪市住之江区粉浜1-215 劉 6・ 673

・6473*10～ 19 *①祝 *自 然食品販売、食養指導、玄米試

食会

まるよし健康食品店 0561豊中市小曽根1-823 8“・334・ 0088

*7半～19 *2・ 4① *料理、健康講習会 (月 2回 )松岡四

郎先生ほか

いはらはら刀根山薬局 056Cl豊中市刀根山4-3-51 8“ 854・ 2

Ml*8～ 22 *元旦を除き年中無休 *代表取締役上西義直

自然食品の店
ミ
とんま、0583羽曳野市古市1420(ス ーパート

リオ ト前)●0729・ 56・ 0166 *10半 ～20 *O *健 康講座月
1回 ヨーガ指導 (毎水・木曜)、 お好み焼

堺自然食品センター「康口」0590堺市竜神橋町1-2-6(南 海本線

駅前)80722・ 32・3357 *8～ 20 *①  *料理教室、健康相

談、漢方薬局、振替 大阪304407

山本祥目 (ソ フィー)0573枚方市高田2-2-2 PU学園 80720
・53・ 2200 *福園、水・金曜。健康相談、マクロビオティック

料理教室、PU勉強会、出張講師、食品、GO書籍販売
ABC関西地区正食品愛好協会 0572寝屋川市三井ケ丘4-13

8"20・ 22・4555 *9～ 19*関西一円に宅配 (無 料)整体指

圧と正食料理教室

く兵 庫〉

神戸ヘルスフーズ 0658神戸市東灘区住吉町室の内237井上ビ

ル (国鉄住吉駅北100m)a"8・ 8222600*10～ 19 *④  *
食養相談、毎月第2土曜美容相談

但馬健康学口 0668-01兵 庫県出石郡出石町宮内1544 aW965・ 2

・3931*無 *自 由人の故郷、ワークキャンプ (サマーキャン

プ)自 然農園、足心道、竹細工、わらじづくり

く山 陰〉

日本そば店
11^■ 24

ります。

愛健自然食品センター 0690島根県松江市雑賀本町65 80852
・25・ 3635 *10～ 19 *①  *民間療法指導

く山 田〉

求道会道場 070)37岡 山県久米郡中央町大鮮和西1499(繁 田湾

徳)808686・ 8・ 0730 *9～ 21 *無  *七号食実修道場、求

道―
ミ
永遠の幸福を求めて、自然農法、陰陽五行、PU村建設

ビバ健康ハウス本部 0733広島市榎町2-23 ●0822・ 93・ 8321(代 )

*9～ 19 ■東洋医学研究会 (毎月第3日 曜ヽ 自然食料理教室

(毎月第 3本曜ヽ毎年夏休みに入って最初の金・上・日曜 (2

泊 3日 )健康合宿

皆実 C: 0734広 島市皆実町4-1-12 8∝ 22・ 55・ 2846 *平賀

佐和子、毎月第4土曜、例会 (料理講習、PU勉強会)

0683鳥取県米子市旗ケ崎5238∝ 59・ 32・ 1491 *
*無 *岡本幸子、 PUの普及、はぶ茶、よもぎ茶あ
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明治製粉0 0726広島県府中市中町536*小 川清*めん類製造

人間医学社府中支局 い健康医学社広島総特約店 0726府 中市

下辻町 ●0847・ 41・7668 *特 に定めず ホ食品、ライスピネ
ガー、リマ化粧品、書籍、真空浄血治療器、正食浄血指導
西日本自然食品センター 0722広島県尾道市新浜1-6-21国道 2

号線沿 30848・ 22・ 5577 ホ9～ 6 *①祝 *自然食品販売、

普及活動、PU研究会「自然食品会館」(純正食品マルシマ)

岩国自然食品センター 0740山口県岩国市今津町1-卜9 808
27・ 21・5975 *9～ 18 *①祝 *正食研究会 (月 1回 )

ビオチーム健康社 0740山口県岩国市車町2-7-21 8“ 27・ 21・

2049 *ピ オチーム健康清涼飲料卸、電子泊療器販売リース、

健康食品、健康食養相談

鶴島食品 0747山 口県防府市南松崎町5-48∝35・ 22・0347 *
例年 1月 と8月 中は休業 *「鶴島通信」(無 料配布)に て催 し

ものを予告します。

山口健康生活センター 0753山 口市大市町2-2●∝392・ 3・1842

*10～ 18 *①  *健康教室、料理教室 (出張に応ず)西 日本
健康自然食品協会

く四 口〉
アズマヤ 0760香 川県高松市紺屋町3-6● 0878・ 21・ 7665 *

9～ 21

愛媛純正食品センター 0790愛媛県松山市湯渡町10-2280899
・43・ 6464(松 山東高東300m)*8～ 20 *4①  *菅本フジ

子、健康相談、料理講習 (毎火曜)東洋医学会 (第 3日 曜)

く福岡 。大分 。長崎〉

八幡自然食品センター 0805福岡県北九州市八幡西区八千代町
6=22 日

"3・
621・ 4184 *9半～18 *1・ 3①  *料理講習

(月 1回 )健康相談 (月 1～ 2回 )勉強会 (月 1回 )

上原商店 0837福 岡県大牟田市字平野山1807450(平野山病院

前)●0945・ 5・ 8721 *9半 ～18半  *①  *健康指導

未来を考える会・ 販売部 0879-o2大分県宇佐市南敷田250本 多

公子方 809783・ 2・ 0808 *特に定めず *正 食料理教室、自
然農法研究会、健康・美容相談

般若日本自然療能研究所 0857長崎県佐世保市京坪町76809
56・ 25 0369

く熊本・鹿児島〉
***十粧 (じ っしょう)ナ チュラル下通店 0860熊 本市下通

1-4-880963・ 54・ 9161 *10～ 19 *第 1第 3 Can *福山奎輔、

体質別食養相談、オリープ自然美容法相談 *1・ 3①

十粧ナチュラル子飼店 0860熊本市東子飼町3-58舶 63・ 43・ 40

43 *無  *福山千春、体質別食養相談、オリープ自然美容法

い創美健社 0862熊 本市新生1-3611(水辺動物園より東300

m)●0963・ 69・ 1502 *8～ 20 *無休を原則 *配達可、体

質別食養・美容相談、有機野菜販売、沖縄 自然塩販売

自然食品の店とどろき 086105熊本県山鹿市鍋田134809684
・3・6021*① 祝 *配達可、体質別食養相談、料理講習会、毎

月 1回熊本健康友の会主催運動手技講座 (講師 守孝先生)

自然食センター松本 086111熊本県菊池郡西合志町大字御代志
2049  a19624・ 2・ 1719   *9^-18  *力 鴨

黒田栄子 0867熊本県水俣市古賀町1-2-18∞ 666・ 3・ 0108 *
9半～17半  *純正食品販売、食事・健康相談、美容相談

あさひ健康自然食品センター 0895-18鹿 児島県薩摩郡宮之城町

舟木4456(屋 地駅前)*健康自然食品販売、手塚機久郎 (自 )

3・ 0704
いずみ自然健康食品センター 089942鹿児島県出水市昭和町10

28809%6・ 2・4828 *8～ 21 *無  *健康講演会、料理講

習、食養指導、配達口F(市民薬局となり)343
出水健康センター 0899-02鹿 児島県出水市沖田出水市役所通り

809966・ 2・4865 *11～ 午前1 *無  *ミ ネラル温泉、男性
・女性サウナ、健康サロン、玄米食堂

く沖 縄〉
石嶺正食品センター 0902
・3801・ 3434 *9半 ～20

那覇市首里石嶺町3-12180988・ 87

*オ ーサワジャパン純正食品、食養



43・5247 =9～ 19 *① *食養相談、整体指圧治療 (予約
制)・ 料理講習

いそうけん健康食品センター 0121足 立区東伊興町3}22●∞
・853・ 1724 *9～ 19半 *0 *月 一回料理教璽、食養相談

く東京都下〉

0ケンコー 0182調布市布田1-27-2 80424・ 84・0376 *9～
17 *①祝 *食品卸、配達、発送承 ります。

みずほ健康食品 0182狛 江市西野川1-20-5 803・ 480・ 3240*
9～20 *①  *食品販売、玄米食運動の宣伝と料理法の普及

いむさしの自然食品 0180武蔵野市中町1-23-17●0422・ 51・ 29

58 ホ10～ 19 *①  *代表取締役高岡散行、正食品、本、野

菜、料理教室 (第 2・ 4土曜、13～ 16)

はじめ健康食品店 0180武蔵野市中町1-295 80422・ 54・ 7716

*8半～20 *無  *食品全般、化粧品・洗剤、書籍

東京シード0支店 01844ヽ金井市本町6-5シ ャトー小金井 1階
30423・ 84・ 4600 *10～ 18 *①  *食品・書籍・器具販売、

美容・健康相談

命救●l法創始所 0188保 谷市富士町5-7-22 80424・ 61・ 3785

*9～ 18 *①  *痛みなく痕つかぬ、はり、灸、白道 (ハ ク

ドウ)

自然食品センター上水店 0190立 川市柏町4-5-14 80425・ 37

・3051*9半～19半  *無  *大量展示車による引き売りも致

しております。自家栽培の無農薬野菜販売。
ltlマナ自然食品センター 0196昭 島市昭和町5-5-580425・ 44・

8866(夜 41・ 6∞8)*10～ 19 *⑤  *健康食品・自然食品・

電子治療器総合専門店、毎月最終木曜、料理教室、配達

ヤマト食養友の会 0192八王子市南町3-n美 山ビル 80426・ 2

6・7261 *9～ 18 *料理教室、健康相談、講演、健康学園、

医学講座、食養全国大会、出版、機関誌 (ヤ マ ト食養の道 )

く神 奈 川〉

般若苑 (は んにゃえん)0211横浜市神奈川区広台太田町21 ●

045・ 321・ 0499 *9～ 19 *l①  *市内配達承ります。東洋
文化を深く研究する同志を求む

横浜健康食品滝田口 0240横浜市保土ケ谷区岩間町1-107 ●

045341・ 6876 *10半 ～18半  *①祝も休むことあり *自 宅
a145・ 335・ 3083

自然食品センター弘明寺店 0233横浜市南区中島町481 804
5,712・ 3339 *9半 ～19 *渋谷自然食品センター姉妹店

山県信之 0232横浜市南区大岡3-41-14 8045711・ 7019 *
日本CI書籍、オーサワジャパン食品取次。恵命我神散代理店

毎月18日 サニークラブ月例会 (山県良江 )

菊屋百貨店 。健康自然食品センター 0244横浜市戸塚区戸塚町
44 8045・ 881・ 7636 *9半～19 *田 中久夫、毎月 1回料理

教室・健康相談会、リマ、オリープマン化粧品取扱

サンエイ相模自然食品 0228相模原市旭町9-16 8襲 27・ 46・ 6

314、 45・ 7401 *9～ 20 *①  *毎月 1回 食品研究会

く長 野〉

酒井須三子 0380長野市上松15-35 80262・ 34・ 3824 *リ マ

化粧品取扱、正食品販売、長野無農薬野菜の会

長野正食センター付属ポリオ研究会 (小児マヒ研究所) 0380
長野市三輸6-}17 a悦 6234・ 5349 *7～ 19 *無体を原則
十年刊「ポリオ」発行、小児マヒの方募集

南佐久CIく らぶ 0384-14長 野県南佐久郡川上村大深山673●
02679,7・ 2709 *正 食研究会

清水晨堂 039}13長 野県下伊奈郡南信濃村大学八重河内字此田
1192-2

もりいずみ 0385長野県佐久市岩村田本町762802676・ 7・3730

*9半 ～19 *①  *自 然食品、野菜小売・近隣市町村配達可

玄米正食の民宿もえぎ荘 0"9-94長 野県北安曇郡小谷村峯 a
02618・ 2・2148 *無  *緑豊かな信州自馬山麓にある。野草摘
みハイキング、避暑、紅葉、スキー、家族旅行、合宿、療養等に

く新潟・富山 。福井〉

新津自然食 0956新潟県新津市北上115368∝ 502・ 4・ 5810

*10～ 7 *毎月 2回①祝 *食養料理教室=毎 月第309～
4時・小川みち講師、食養相談、食品、日本CI図 書・テープ

正食の店 。和や 0930富 山市中川原17 a1764・ 25・ 1448 *8
～20 *無  *第 2日 曜日、おしものの集い

丸の内薬局 0930富山市九の内2-1-180764・ 24・0891 *9～
19 *①  ホ漢方相談、健康相談

福井健康学園 0910福井市照手1-11-2 80776・ 21・ 3811 *ヨ
ガ体操と正食料理で手軽に宿便を出す道場 (予定ヽ自然農園、

植林。自然食品センター(市内)

健康食品の店大和 (や まと) 0910福井市加茂河原2-19-12●
0776・ 36・ 6747 *8～ 19 *料理教室 (第 2土曜 1時、第4日

曜11時 )足心道指導 (予約制)三島貫信

く静岡・愛知〉

日本健康センター磐田店 (ケ ンコー社モリモト)0438静岡県磐

田市中央町122-15磐 田商工会議所前 805383・ 2・ 3016 *9半
～21 *無  *治療器無料開放、自然食品、健康食品、料理教

室

イマミネ健康食品 0460名古屋市中X新栄242-16イ マ ミネビ
ル3F 8052・ 263・ 0806 *9～ 17 *① *食品販売

東海食養友の会い加藤商店 0453名古屋市中村区則武1-19-3

8052・ 451・ 4195 *8～ 20 *無  *正 食普及、海水パンツ、

毛100%ニ ット製品製造販売
ヘルスガイ ド美健 0466名古屋市昭和区小坂町3-21 *052・ 7

33・ 1283代 )*9～ 20④のみ 9～ 18 *① 祝 *自 然食品販

売、無料健康相談、出張自然料理講習会、隔月健康相談、会員

募集中/
愛知陰隔会 (長生堂)0485愛 知県小牧市大字寺浦2943 805

6876・ 2731 *9～ 19 *①祝 *講演会 (2カ 月に一度位 )

無料食養健康相談、CI書籍、テープ、自然食品、リマ化粧品

販売

春日井自然食品センター 0486愛知県春日井市瑞穂通71-11
3距 68・ 82・ 7661 *9～ 20 *①  *食養料理教室 (月 2回 )

安城自然食品センター 0446安城市今池町3-6-29 805667・ 8・

3136、 7・9432*10～ 18 *①  *純正食品、健康食品、自然

化粧品、治療機器、運動器具、無料健康相談

豊橋自然食品センター 0440豊橋市松葉町3-65市 民病院前 8
0532・ 54・ 5876 *9～ 18半  *① *食品全般、化粧品、健康
相談

日本健康センター (ケ ンコー社) 0442愛知県豊川市市田町大

道下17市 田ロバス停前 805338・ 6・5679 *10～ 18 *①  *
各種治療器、健康食品、自然食品、書籍、健康サロン無料開放

く岐 卑〉
ごとう自然食品 (美顔数室) 0500岐阜市吉野町2 ●0582・ 6

3・ 5894,7032 *9～20 *書籍、食養相談、正食講座、料理

教室、化粧品、無料健康体操教室、無料美顔相談、(に きび、 し

み、黒皮症 )

岐阜健康自然食品センター 0502岐阜市長良崇福寺町 2丁 目
□踊82・ 32・ 0631 *9～ 20 *①  *健康食品、書籍、化粧品

正食講座、料理教室

岐阜自然食普及会 0500岐阜市神田町9 名鉄新岐阜百貨店 1

F 却 58265・ 7111内 線319 *10～ 18半  *④
高山自然食品センター 0506岐阜県高山市錦町126 80577・ 3

2・ 2997 *9～ 20 *無  *川 上高賢、自然食品、CI書籍、

リマ化粧品、食養相談

く京 都〉

京都マクロビオテ ィックセンター 0606京都市左京区高野蓼原

町77 8075,7n・ 4551 *24時 間営業 *無 *正 食品、料理

器具、書籍、料理講習、折詰弁当 (予約締1)英語版書籍販売

京都自然食品センター 06114京 都市中京区河原町通夷川角 a
075・ 221・ 7890、 231・ 0348 *平 日夏季 9～ 18半 、冬季 9～ 18

*①祝13～ 18

0エ ンチーム三丹 0620福 知山市堀内田町1953-280773・ 22・

9508 *8半 ～20 *不定期の① *食品、厨房器具、酵素化

粧品、天塩、マクロピオティック書籍、その他
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く北海道〉

自然・健康食品のデパートサンケン じ064札幌市中央区南18条

西7-3(第 5コ ーポ)8011・ 511・ 8232 拿9～ 19 *①祝 *玄
米試食会、健康相談、指圧、卸小売配達、料理講習会

北海道健康学苑 0078-02旭 川市永山町1152-6 8似 66・ 48・ 41

07 *8～20 *① *食養相談、足心道指導、食品・書籍小

売

道南C:く らぶ 0040函館市若松町2)9 =Q38・ 22・ 8714*
代表・山崎寿生

0ウ リ薬局 007301砂川市西 1条北 1丁 目9 8m255・ 2・ 43

86 *漢方調剤

く東北地方〉

ラッキーフード 002001岩 手県岩手郡滝沢村穴口436-4 8■
968・ 4・ 3420 *特 に定めず *海の学校、山の学校ヽ食品雑穀、

農産物通信販売、予約販売、料理研究会

北上正食センター 0024岩手県北上市新穀町1-}5 8m976
・4・ 7048 ネ無 *堀込幸雄、食品、図書販売、出張講演に応

ず、試食会 (無料 )

みちのく自然食品センター 0980仙 台市中央3-1∈ 7 ●0222・ 6

2・ 7677 *9半 ～19 *1～ 3③ *料理講習、食品、書籍販販

売、食養相談

く群 馬〉

群馬マクロビオテ ィックセンター 0370高崎市和田町7-13 ●

0273・ 22・ 5484,25・ 5560 *9～ 19 *無  *図書、食品販売、

月例無双原理と正食の勉強会・健康相談

高崎自然食品センター 0370高 崎市新町101●舵73・ 25・ 2605

*9～19 ホ無 *食品販売、正食、空手、ヨガ講習会、健康

指導

鈴木述子 (の ぶこ)0371112高 崎市山名町乙61180273・ 46・ 4921

*自然農法の玄米・野菜、農産物加工、料理教室、群馬県安全

農法研究会、群馬食養友の会

七庸会 0370高 崎市小塙町樋越35-1 80273・ 43・ 8181 *田中

ふじ枝、第 2・ 401～ 3時一料理教室、第301～ 4時一①

勉強会 (テ キス ト、桜沢・大森)②研究発表会、毎010～ 4時
一健康相談会、食品・書籍

里味 (さ とみ)0370高崎市石原町493-8 80273・ 25・8057 *
10～ 19 *①祝 *マ クロビオティンク・フ~ズ販売、ポンセ

ン・玄米パン・各種黒焼・参泉製造、自然農園あり

井上自然食品センター 0371前 橋市本町1-12-138∝ 72・ 24・ 18

181A)*8～ 19半  *① *自然食講習、美容講習、食事相談、

人生相談

く茨城・埼玉〉

内田繁商店自然食品部 030)12茨城県牛久町牛久隣75 *0298
7・ 2・ 0135 ホ9～ 19 ■④ *食 品、書籍、器具

茨城 。大宮はりきゅう療院 031)22茨城県那珂郡大宮町中富10

87 8舵955・ 3・ 0264*a半～19 *③・0 ホ健康指導、催

眠講習会 (常陸大宮駅歩 5分 )

小川自然食品店 0362上尾市上町2-7-25 80487・ 74・ 8504 *
9半～18半 *無 (臨時休業)*純正食品オーサワジャパン取

扱い、有機農産物、健康相談、毎月料理講習会 (CIよ り講師

派遣Xリ マ化粧品美容講習会、健康医学社指導講習(浄血指導 )

桜井商店 (埼玉東部ブロック)0343越谷市大沢410-5 8税
.

89・ 62・3479 *8～ 21 *無  *オ ーサワジャパン食品、書籍

太田屋本店自然食品部 0346久喜市南1-8-18 8併 80・ 21・ 0102
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■この欄に掲載を希望の方は、別ページの入会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込みください。4行以上になる場合は、 1行につ

き 5,0∞円増しになります。★ (*)Fpの 数は法人会員申込回数です。

■内容は、太字が名称、次が郵便番号、住所、電話、営業時間 (8～ 18は、午前8時 から午後6時のこと。19半 は7時 30分のこと、次は

休日 (0は毎日曜休日、3④は第3水曜日、祝は祝日休み、無は年中無休)、 その次は代表者及び備考です。

*9～ 19 *①  *食養相談、健康指導、食品、図書販売、リ

マ化粧品、玄米試食会、CI定期講習会

けいらく操法普及会 0336浦和市常盤}32-21 aγ 88・ 31・ 78

19 *千 田米子、正食とけいらく健康法、於熱海長寿会館 (随

時)予 約制

そば処無双長寿庵 0332り |1国 市上青木西13-25 ●併82・ 51・

7001 *11～ 20 *0 *「アマテラス会」食品、書籍販売

大橘自然食品センター 0350り |1越 市霞ケ関北}2-5 a1492・ 3

1・ 1897 *10～ 19 *④  ホ無農薬野菜、食品、化粧品、健康

相談

田正食会 0350り |1越市的場215}28 80492・ 31・0153 *8～
19 *④  *本 間健滋、毎月第3土曜日、正食、無双原理勉強

会、健康相談

く千 葉〉

自然 。健康食品の店 玄米の宿 0277柏市南増尾2229-61 8
0471・ 73・ 1468 *9～ 19 *無  *配達可、体質別食養・美容

相談、ヨガ、催眠、民間療法等指導

習志野健康食品おおくば京愛堂 0275習志野市本大久保5-3-24

80474・ 73・ 2957 *10半 ～19平 日、13～ 30・ 祝 *④  *食
品販売、食事相談

平和堂高砂自然食品支店 0272市川市真間3■ 12●0473・

22・0810 *10～ 19 *①  *料理講習 (パ ン作・豆腐作他ヽ

マルチレーターによる健康、美容相談 (無料)

溝口番油 0299-22千葉県君津郡袖ケ浦横田989 80438・ 75・

2003 *天 然醸造皆油「金明」製造、オーサワジャパン取扱

く東京23区〉

オーサワジャバン 0151渋 谷区大山町11-5イ ンターマック1階

翻Э3・ 465・ 5021 ホ10～ 18 *①  *都 内配達、国内発送 (小

田急線東北沢 1分 半)

い自然食品センター本店 0150渋谷区桜ケ丘町4-3 803・ 463・

4441 *10～ 19平 日、10～ 18①祝 *3⑥  *レ ス トラン「天

味」併設、食品、器具、化粧品、図書、小売、卸、料理教室

〔営業所〕横浜市緑区美しが丘5-1}8 a145・ 901・ 5111 *① 祝

い野原商会 0150渋谷区鶯谷町57●∞・496・ 0656*9～  *
①祝 *赤穂の天塩取扱、その他、天塩使用食品 (天塩味嗜・

天塩梅千等 )

不二自然食品 0106港区麻布十番2-21-4803・ 451・ 8966 *
9半～19 *① *食養相談、料理講習、隣接区内配達 (― の

橋交差点バス停前 )

いゲダツ商事 0160新宿区荒本町 4 803・ 357・ 1161ホ 代表取

締役岡野武徳、一般食品、健康食品、正食法の図書販売

ホビット村 0167杉並区西荻南3-15-"Ю3・ 332・ 1187(大 代)(プ

ラサー ド書店)*マ クロピオティック図書取扱、各種講座、

無農薬野菜 (ナ モ商会8331・ 3599)

サンライト自然食品センター九品仏 (く ほんぶつ)駅前店 0
158世田谷区奥沢7-2卜 15 803・ 704・ 5191 *10～ 20 *3①
*食品、農産物、器具、化粧品等∞0余種取扱、料理教室 (毎火

曜日・金曜日、春季・秋季年二期コース)

富士見台自然食品の店 0176練馬区貫井3-1■16●∞。990・ 6

773 *9～ 19 *代 表酒井三息子、自然農法食品、化粧品、

鍼灸治療院併設     .
高砂自然食品センター 0125葛飾区高砂8-13-58∞・600・ 1412

*9～ 19 *無 *料理講習・美容相談、マルチレーターによ

る健康相談 (無料 )

自然食品の店 ふる里や 0135江東区白河4-3-7 ●03・ 6



日本C:協会への入会案内

財団 日本 CI協 会 入会申込書

私は日本CI協会の会員になりたく,次の通り申し込みます。(会員別の符号を○でかこんで下さい。)

年   月号から    年間分

と0諮)れ ,誌品)&b,論晶)Pj,1雪 1含亀口品)Lb,流福響憎f可謂も)

種

猛 青J鷹 面 ボ 懸 扇 藤 覇 塩 F編 面誌

落奎i針諄gF継夏F算義:号賢雪努聯警看:号に鶴藉彗詰彗テLL月撃l屋菫|ノ

ジ

曹奮牟最[冒 [算交F菅蘇差暑号,盲象
`「

質あ警す二常蓋蹄間
・申し込み口散。その他を

A

B

E

●下記の用紙に記入し,会費を添えて,〒 151東京都渋谷区大山町11-5日 本C:協会会員係 に御送付下さい。

フリガナ

氏  名

職 業 (       1り 1             )
男 。女   生年月日

ぬ   年   月   日生

住 (〒    )
所 TEL

ご家族 l① 独身 ②既婚 (家族名。構成内容

玄米歴    年 1備 考 |

昭和   年   月   日付

食物による健康法,玄米自然食料理

ニューライフの物の見方,考え方の情報誌
●カゼ、肩こり、胃腸病から、人間の頭の病気まで治す法がわかる雑誌
新しい生活、新しい医学、新 しい学問、新しい技術、新しい人間への世界の動きを創る

桜沢如一先生創刊の 一部 350円
(送料こみ)

一年会費  4,000円
普通会員 12,000「 II

(特 典あり)

日本 CI協会機 関誌 (月 刊)

中込先/日 本CI協会 〒151東京都渋谷区大山町n-5 803・ 469・ 7631



『新しき世界へ』年賀広告申込書

上記のとおり料金を添えて申 し込みます。(料金は、A。 現金、B.切 手)

名                           電 話

種   類 申 込 回 数 料 金 原 稿

口 円
A.同封 します。

B.  月  日までに必着にします。

住所 (〒    )

昭和54年   月   日

日本 CI協 会 御 中

原 稿 用 紙   A～ Fに お申 し込 みの方は、 この用紙 をお使い くだ れ 6`

A. 5,000円   B. 10,000円   C. 14,000円   D。 18,OCICltt   E. 18,000円    F.35,000円

剛 洒 晰 鱚 蜃

―――――――――――――――――トーーーーーーーーーーーーーーーーー1 -―――――――――――――――+― ―¨―――――――――――――‐



マクロビオティックの雑誌『新しき世界へ』に、

年 賀 広 告をどうぞ〃
新 しい年が近づ きま した。躍進のマ クロビオテ ィック国際雑誌

『新 しき世 界へ』に新年 の あいさつ を掲載 しませ んか。各ペ ー ジ

上段 に「謹 賀新年」 の文字が入 ります。

寸法 (タ テ×ヨコ)料  金 掲 載 内 容

A(1枠 ) 5Cl×  351nm 5,000Fl 肩書 き、氏名、住所、電話のみ

B(2 枠 ) 50× 70mm 10,000円 Aのほかに多少の文が入 ります

C(3 枠 ) 50)〈 105mm 14,000Fl

D(横 1段 ) 50× 140mm 18,000Fl

E(4 枠 ) 100× 70mm 18,000Fl
スペースに応 じて、宣伝文、イラス ト、

写真、地図なども入 ります。
F(% 頁) 100× 140mm 35,000Fl

G(全  頁) 220)〈 140mm 50,0001羽

*原稿は、原寸の枠どりをして、その中に楷書で正確にご記入下さい。 (郵便番号を

お忘れなく)

*製版上、複雑な工程を必要とするものは、実費を頂戴することがあります。

申 込 方 法 //申込用紙に記入の上、原稿および料金を添えて下記に郵送 してください。

料金は切手代用でも結構です。

申込み先/日 本CI協 会年賀広告係

〒151東京都渋谷区大山町11の 5 TEL 03-469-7631(代 )

申込締切/11月 15日 必着
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11月 3日 (土)～‖月4日 (日 )

日本C:協会会館にて

く
桜

沢

里

真

先
生

く
大

森

一
慈

先
生

く

吉
成
知
江
子

先
生

11月 3日 (■ )

11:00 受付開始

12:00～ 13:00 オリエンテーション(説明)

13:30～ 15:00 《講義 1》 桜沢里真

食物の選び方、食べ方、陰陽の見方

15:15～ 17:30《 料理実習》 桜沢里真

食養基本料理を実習します。 く夕食

18:30～ 20:∞ 《講義 2》 大森一怒

体質・症状の陰陽の見分け方と食事法

20:15～ 22:00《講義 3》 大森―怒

7号食 (穀物l∞ %の食事)、 少食による身心

改造と反応

11月 4日 (日 )

7:lXl～ 9:15 《料理実習》 吉成知江子

冬の家庭料理の実際 く朝食

10:15～ 12:00 《講義と実習》 大森―懸

食養手当法。蓮根湯、大根湯など薬用品。

12:30～ 14:∞  〈講義と実習》 大森―懸

食養手当法。生姜湿布、芋パスター、豆腐

パスターなど外用手当。    く軽食

14:30～ 16:00 質筋 答

解 散

心身ともに生れ変ろう。

講師紹介

桜沢里真=桜沢如一先生とともに欧米を回り、長年、

食養料理を指導。現在、日本CI協会会長として、

日本だけでなく、海外でも講習に活躍。

大森一懸=6人の玄米児の母、大森英桜氏夫人とし

て、健康指導の料理づくり、看護に豊富な体験をも

吉成知江子一日本CI協会料理師範。長年、健康学

園の台所を担当。

日時/11月 3日 (土・祝)11時 より受付

11月 4日 (日 )16時半解散

主催 。会場/日 本CI協会会館

渋谷区大山町11-58469-7631

※会館に寝袋で宿泊 します (外泊も可ヽ朝は全員で

掃除をします。

請習費/14,CX10円 。寝袋を借りる人は14,500円。

外泊者は13,5C10円 。

定員/50名

締切り/10月 29日 (金 )た だし定員になり次第、締め

切ります。

持参品/学習用具、洗面用具、ネマキ、雑巾、寝袋

のある方は寝袋。



玄米食 で、
■ 『玄米って、あの茶色いご飯の こと ? 固 くって、 ボ ロボロで、まず いんで しょう』

まあ、そうおっ しゃ らず に、すなおな気持でやってみ ませんか。 まず、玄米 をよくかみ

しめることか らスター ト、何 とも形容 しがたい『味・力』 を感 じることで しょう。

■料理実習では玄米のおい しい炊 き方 な ど、基本的な ことに加 え、ちょっとした応用料理

も講習 します。エプロンつけて、男性の方 もどうぞ。食養料理は砂糖 も化学調味料 も一切

使 わず、材料の持 ち味 を生か し、自然の甘味 を味わいます。

■講義では、食養の基本的な考 え方、陰陽のものの見方 、体質にあった食事の仕方、身心

改造の実際などの話、 また、'な ぜ玄米食 をするのか、な どについて話があ ります。

■食養手当法とは、身近 にある台所の材料 を使った家庭手当法です。熱の出た時、やけど、

せ き、風邪、肩 こりの時 など、別 に病院 に行かなくとも大 丈夫。番茶、大根 、生姜、里芋、

草の葉などがあればそれで充分。家庭医学 として身につ けてお くと便利です。(桜沢如一著

『新食養療法』 112～ 1協 ベージの食物療法用品の項 を読んでおいて くだ さい )

■西洋医学や、知識・ テクニ ックつめ こみの現代教育 に疑間 を持 っている人、自ら健康 を

確立 しょぅとす る人、真理 を求める人、古 くて新 しい東洋 の英知に共に学 び ましょう。

ト リ 線一一―一一‐

申込書 No.玄米食養入門講座 01月 3

一キ リ

4日 )

1.寝袋借 ります=14,500円  2.寝 袋持参 します=14,000円  3.外 泊 します=13,500円

男

・
女

( )歳

日

生

月年
明
大
正

イ . 会員 (の 家族)です

会員番号 (   )
会員ではありません口 .

未婚・既婚
氏 名

ふりがな

(〒
道
県

＞
都
府

住 所

自宅 市外局番

電話 (   )  ―
職 業

勤務先

勤務先 市外局番

電 話 (   )  ―

円を添 えて申込みます。

月 日日本CI協会御中 1979年

※遅れて参加 したり、早くlleる 人は記入 し
てください。

① (  )日 (  )時 より参カロします。
② (  )日 (  )時 に帰 ります。
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(キ リ トリ線 )

■スケジュール

13
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00 受付 開始

30～ 17:00 講義 I『 姓名学入門』

30～ 18:30 夕 食

00^-21 :30  講義 Ⅱ『数霊 と宇宙法則』

30～  自由時 間 (入浴 など)

00  京尤
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00 起床 、掃除

00～ 9:30 講義Ⅲ『姓 名学の実際』

00´-11 : 00  朝  食

30～ 14:00 講義Ⅳ『姓名 。画数の流

れにみる病気』

30  侮翠  青文
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電 話 (   )

円を添えて申込みます。

日本 CI協会御中   1979年   月  日
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宇宙法則。姓名学の原理と実際。

数霊による運命,病気。

と  き :昭和 54年 10月 13日 (L)～ 14日 (日 )

とこ ろ :日 本 CI協 会 本 謝;(イ ンター マ ック)〒 115東京都渋 谷区 大 山田Tll_5

講 習 費 :20,000円 (宿 ,白 ・ 食事込 み )          雪 03(469)7631

*寝袋持 参者 は 5001【 1返還 、外泊 者は 10fll)円 返還 します。

定  員 :■ )名  ■ 申込 み :中 込 :等 に記 人 し、現金 を添 えて |1本 CI協 会 までぃ

締 切 り :10月 8日 ('1)た だ し定 員に な り次 第締 Ll」 りま す。

*10月 8日 以itの 11又 消 しは、 F数 11´ 1,500円 をりいて会ttを お返 しします。 10ナ 18日 1■ 1峰 の

1は消 しは、会の )上 ギヤL、
｀
11額返還 とさせていただ きます。

講  師 :人 森英桜 (′ 1・ 宙 法則研究 家。 長 イ
li、 姓 名の波 rllJと ,■ 命の 1刻 係 を大勢の 人に あた っ

て研 究 して きた。)

■ 食事 は玄 米菜 食の健 康 食です。宿泊 は 本部で寝 袋 で仮 泊 します。 (外のホテル な どに宿

泊 され るのは 白山で す )1411の 朝 は参 力n者 全員で掃 除 を します。



至
小
田
原 ●会員でなくても参加歓迎です

●録音はご遠慮 ください

日 本 CI協 会

〒:5:東京都渋谷区大山町‖-5

1,03・ 469・ 7631 (0

小田急線 。東北沢駅下車2分

10月 13日 (土)14日 (日 )姓名学特別ゼ ミナール

詳細は別頁をご覧 ください。

10月 16日 (火)食養井戸端会議/2時半～4時半

家族に対する食養の説得、子供の学校給食・予防接

種、育児問題、毎日の食事の仕方、地域活動など、

食養に関連 した疑間、問題を大森一慧先生を囲んで

参加者全員で話 し合います。どなたもどうぞ。

会費/500円 。11月 は20日 (火 )に 開 きます。

10月 18日 (木)石塚左玄命日墓参

食養の開祖、石塚左玄先生の命 日 (10月 17日 )を記

念 して、東京浅草の光明寺へ墓参 します。

●午後 2時 に光明寺 (台東区元浅草 4-71)へ集合

して下さい。地下鉄銀座線稲荷町下車10分 。

10月 20日 (土)オ ーサワ 。ジャパン主催『手作リバン

講習』 2～ 5時。天然酵母を使った鍋焼 きパン。要

予約。●465。 5021へ 。会費=1,000円 (酵母贈呈 )

10月 21日 (日 )GOバースデーとカレル『人間』出版

記念―マクロビオテ ィックまつり   10時 ～ 5時

会費=2,000円 (カ レル『人間』 を贈呈 します )

*11時412時50/レコー ドコンサー ト フォークミ

ュージック、世界の民謡を鑑賞。橋本編集長が内外

の話題を紹介。 *1時～3時/即興講演 多彩な人

人が語るマクロビオテ ィック、GOと カレルの『人

間』、日本 。世界の今後について。登場歓迎。

*3時～4時半/マクロビオテ ィーック南米ツアー報

告会。桜沢会長ほか17名 による南米訪間を、会長、

高祖英二がスライ ドなどをまじえて報告 します。

*12時～2時半/3階で昼食を用意 します (有料 )

おむすび、天婦羅そばなどが出ます。

*記念割引セール (参加者のみ )

・ オーサワ 。ジャパン全商品 1害1引 き

・ 日本CI出版の図書 1割引き (他社本、カレル著

『人間』を除く)

10月 25日 (木)PU研究会/午後 6時半～ 9時

カレル『人間―この未知なるもの』の研究。

会費/300円 毎月第4木曜日に開きます。

10月 28日 (日 )特別料理講習/1時～ 3時/手打そば

講師は、東京中野駅北口『武蔵野そば処』主人、そば

つくり30年の斎藤博 さん。定員=35名、要予約。

会費=2,000円 (参加は会員に限 ります)

11月 3日 (土・祝 )～ 4日 (日 ) 玄米食養入門

食養、陰陽の講習、料理実習、食養手当法など

内容豊富な 1泊 2日 の講習です。

詳細は別ページをご覧ください。

11月 18日 (日 )特別講演会/森下敬一 (自 然医学会会

長、医博)/1時 ～4時  『 コーカサス地方の人々

の健康と長寿。その背景としての基礎医学について』

森下先生はお茶の水クリニックでの診察、食事指導、

各地での講演、著作にと、エネルギッシュに幅広い

活動を展開中。今回は9月 下旬に4度 目の訪間とな

るコーカサスの人々の健康・長寿と、それにまつわ

る基礎医学の話をしていただきます。

11月 20日 (火 )食養井戸端会議/2時半～ 4時半

10月 16日 の項に同 じ。12月 は休みます。

11月 23日 (金・祝)特別講演会 /福 岡正信/1時～4時

『一農夫のみたアメリカ』 7月 下旬から約 1カ 月

にわたって、西海岸、東海岸各地で講演、人々との

交流、自然観察 にと飛び回った四国の仙人のアメリ

カ報告。会費=1,000円

12月 1日 (土)11時～2時 /健康相談講習会 (公開)

担当=大森英桜

会費/相談を受ける人=5,000円 (会員に限 ります )

聴講者=2,300円 (会員 2,000円 )

相談希望の人は必ず予約 して下 さい。

12月 1日 (土)3時～ 7時/月 例講演会/大森英桜

『婦人病のすべて一その原因と治 し方』 乳、子宮

病、不妊症 など、増加する婦人病を解明。

会費=1,500円 (会員 1,200円 )

12月 2日 (日 )11時 ～2時 /健康相談会 (個 別 )

担当=大森英桜。会費=10,000円。要予約。聴講は

ありません。

12月 2日 (日 )3時～ 7時/如月会月例会/大森英桜

『いろいろな手当法失敗例J一般 =1800円。

(11月 の如月会は休みです )

*10月 10日 (体育の日)は 休館いたします。

10月 、11月 は健康相談はありません。
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た
い
へ
ん
長
ら̈
く
お
待
た
せ
し
て
申
し

　
一

螂局「購はμ噌」駐鰤酬脚蜘一概　一

の
と
し
て
、
必
読
を
勧
め
ら
れ
た
名
著

が
復
刊
さ
れ
ま
す
。

方
針
を
も
た
ず
に
、
む
や
み
に
進
ん
で

き
た
物
質
文
明
が
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
暗

礁
に
乗
り
上
げ
て
い
る
今
日
、
本
書
は

改
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
、
人
間
が

今
、
ど
の
よ
う
な
地
点
に
立

っ
て
い
る

の
か
を
考
え
さ
せ
る
好
著
と
し
て
、
お

勧
め
し
ま
す
。

（予
価
千
八
百
円
と
発
表
し
ま
し
た
が
、

製
作
費
の
高
騰
の
た
め
、
改
訂

い
た
し

ま
し
た
。
予
約
申
し
込
み
の
方
々
は
、

そ
の
ま
ま
で
す
）

次

第

一
章
　
人
間
と
は
何
か
、
そ
れ
を
知
ら
な

一  日

け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

絆コ

〓
早
　
人
間
の
科
学

一二
塁
早
　
肉
体
と
生
理
的
活
動

第
四
章
　
精
神
的
活
動

第
五
章
　
内
な
る
時
間

第
六
章
　
適
応
の
機
能

第
七
章
　
個
　
人

■

編

集

後

記

■

●
遅
れ
に
遅
れ
た
、
カ
レ
ル

『
人
間
―
こ

の

未
知
な
る
も
の
』
が
、
や

っ
と
で
き
ま
し
た
。

昨
年
末
か
ら
前
金
で
予
約
し
て
下
さ

っ
た
方

方
初
め
、
長
く
お
待
ち
下
さ

っ
た
人
々
に
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
途
中
で
慎
重
な

編
集
作
業
を
加
え
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
桜
沢
先
生
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
訳
筆
を
生
か
し
、
か

つ
、
原
著
者

カ
レ
ル
博
士
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
ほ

ぼ
正
確
に
再
現
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
な
に
し
ろ
人
間

の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
つ
い
て
述
べ
た
、
二
十

六
万
字
に
の
ぼ
る
著
作
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
教
え
く

だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
本
書
の
読
後
感
を
ぜ
ひ
お
送
り
願

い
ま
す
。

改
め
て
感
じ
る
こ
と
は
、
カ
レ
ル
博
士
の
、

人
間
の
再
建
を
熱
望
す
る
情
熱
と
、
各
分
野

に
わ
た
る
深
い
教
養
と
、
鋭

い
視
点
、
バ
ラ

ン
ス
の
あ
る
認
識
、
重
厚
な
批
判
的
表
現
力

な
ど
で
、
そ
の
時
代
の

一
級
の
知
性
人
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

『プ
チ

・
ロ
ベ
ー
ル
」
と
い
う
一
一千
ペ
ー
ジ

を
超
す
立
派
な
フ
ラ
ン
ス
語
辞
典
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
カ
レ
ル
博
士
の

『
人
間
』
の
文

章
が
模
範
文
例
と
し
て
、
い
く

つ
も
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
書
を
各
方
面
に
お
勧
め
願
い
ま
す
。
ま

た
、
本
書
は
読
書
会

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も

よ
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

●
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
中
の
ヘ
ル
マ
ン
相
原
氏

夫
妻
、
チ
コ
サ
ン
自
然
食
品
会
社

の
ケ
ネ
デ

ィ
社
長
夫
妻
、
パ
リ

・
天
竜
学
院
の
リ
ビ

エ

ー
ル
夫
人
、
ク
リ
ム
吉
見
氏
ら
が
、
相

つ
い

で
来
日
、
イ
ン
タ
ー
マ
ッ
ク
で
も
挨
拶
し
て

い
た
だ
き
、
感
銘
深
い
お
話
で
し
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
次
号
で
。

●
衆
議
院
総
選
挙
。
皆
さ
ん
は
ど
う
さ
れ
ま

す
か
？
　
善
人
と
庶
民
は
、
と
か
く
〃清
潔
″

好
き
で
す
。
新
聞
の
読
者
は
大
多
数
が
庶
民

だ
か
ら
、
新
聞
は
、
″
清
潔
″
を
訴
え
る
。

（清
潔
ヅ
ラ
を

″販
売
″
し
て
い
る
）
何
も

″○
○
高
官
″
の
肩
を
持

つ
わ
け
で
は
な

い

が
、
悪
い
の
は
代
議
士
だ
け
じ
ゃ
な

い
。
「
橋

を
か
け
て
く
れ
」
「
息
子
の
就
職
頼
む
」
と
押

し
か
け
、
芝
居
を
見
せ
て
も
ら

っ
て
弁
当
を

も
ら
う

″選
挙
民
″
も
悪

い
。
　
〃票

″
の
ご

き
げ
ん
取
り
が
代
議
士
の

一
番
の
仕
事
に
な

っ
て
い
る
現
実
／
　
国
家
と
民
族
の
将
来
な

ど
、
注
文
す
る
ほ
う
が
無
理
。
さ
て
、
こ
れ

を
ど
う
す
る
？
　
　
　
　
　
（
橋
本
政
憲
）

第
八
章
　
人
間
の
再
建
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四
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十
月

一
日
発
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郵
饉
吻

認
可

生命は自然のなれ:

※リマネオ・メーキャップシリーズ (全 27種)も発売しております。各自然食小売店、

有名デバー トでどうぞ″

三
=リ

マコールドクリーム      =リ マパールコ

=リ
マバニシングクリーム      41リマヘフーつ

拳リマ栄養クリーム         =リ マシャンラ

‡|リマネオクレンジング      =“ リマグルーし

41リマ洗顔クリーム        =|リ マリップステ

41リマフェイトスキンローション弱酸性   11リ マねり紅1

1'リマフェイトスキンローションH   llリマサボンフ

|ト リマフエイトスキンローションQ   {=リマピューラ

皮脂の少ない

女 1生の肌には

やさし<なじむ

植物性イヒ粧品こそ

最適です。

リマ化粧品は

自然農法の

きゅうり・へちま

椿油・紅花などが

主原料です。

自然のいのちが

生き生きしている

植例生イヒ粧品…

それが

リマの生命。

財

ヨ

ヨ

ト

Ｃ

Ｉ

務

無

（年
会
費
四
〇
〇
〇
円
）

二

五

Э

「

ヽ
Ｘ
畔

ニ
タ
ン

東日本販売担当 (新潟 。長野・ 静岡以東)

リマ 化 粧 品 販 売 株 式 会 社
〒 175 東京都板橋区西台2-6-19

電 話103)937-6644(代 表 )

西日本販売担当 (富山 。岐阜 。愛知以西)

リマ化粧品西日本販売株式会社
〒 540 大阪市東区大手通2-5-1

電 話 (“ )943-3101(代 表 )

撃2F血餃l為譲


